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（
青
森
県
八
戸
市
）

　

八は
ち
の
へ戸
三さ
ん

社し
ゃ

大た
い

祭さ
い

は
、
お
よ
そ
２
９
０
年
の
歴
史

と
伝
統
を
誇
る
八
戸
地
方
最
大
の
祭
り
で
、
国
の

重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

　

毎
年
７
月
31
日
か
ら
８
月
４
日
ま
で
の
５
日

間
、
華
や
か
な
山
車
絵
巻
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
。

　

こ
の
祭
り
の
見
ど
こ
ろ
は
、
８
月
１
日
と
３
日

の
両
日
行
わ
れ
る
、
お
が
み
神
社
・
新
羅
神
社
・

神
明
宮
の
三
神
社
の
神
輿
行
列
と
、
神
話
・
歌
舞

伎
等
を
題
材
に
各
山
車
組
が
制
作
し
た
27
台
の
山

車
の
合
同
運
行
だ
。
豪
華
絢
爛
な
山
車
に
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
仕
掛
け
が
施
さ
れ
、
沿
道
を
通
る
た
び

に
観
客
か
ら
歓
声
が
上
が
る
。

　

ま
た
、
７
月
31
日
の
前
夜
祭
、
８
月
２
日
の
中

日
、
４
日
の
後
夜
祭
は
、
山
車
が
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

さ
れ
、
日
中
と
は
ま
た
違
っ
た
雰
囲
気
を
楽
し
む

こ
と
が
で
き
る
。
太
鼓
や
笛
の
音
色
、
子
ど
も
た

ち
の
元
気
な
か
け
声
が
、
独
特
の
情
緒
を
醸
し
出

す
。

期
日
：
７
月
31
日
〜
８
月
４
日

会
場
：
市
中
心
街

問
い
合
わ
せ
：（
社
）八
戸
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
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▼
今
夏
も
ま
ち
な
か
で
「
緑
の
カ
ー
テ
ン
」
を
見
か
け

ま
す
。市
役
所
や
学
校
の
校
舎
、企
業
や
家
庭
で
も
ゴ
ー

ヤ
や
ア
サ
ガ
オ
、
ヘ
チ
マ
な
ど
が
育
っ
て
い
ま
す
。
節

電
の
夏
。
電
力
需
給
が
ひ
っ
迫
す
る
夏
季
の
ピ
ー
ク
時

を
乗
り
切
る
た
め
、
今
年
も
官
民
挙
げ
た
節
電
運
動
が

各
地
で
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

▼
７
月
号
で
は「
地
域
で
取
り
組
む
節
電
対
策
」を
テ
ー

マ
に
、あ
の
手
こ
の
手
の
節
電
対
策
を
特
集
し
ま
し
た
。

電
気
を
使
う
需
要
者
側
の
知
恵
を
絞
っ
た
節
電
の
取
り

組
み
や
、
緑
の
カ
ー
テ
ン
、
打
ち
水
作
戦
な
ど
多
彩
で

す
。
共
通
す
る
の
は
「
我
慢
の
節
電
で
は
な
く
、
楽
し

み
な
が
ら
の
節
電
…
」
で
し
ょ
う
か
。

▼
例
え
ば
「
家
庭
の
電
気
ダ
イ
エ
ッ
ト
コ
ン
ク
ー
ル
」

（
埼
玉
県
）、「
楽
し
く
前
向
き
な
節
電
運
動
」（
東
京
都

荒
川
区
）、「〝
節
電
避
暑
店
〞
で
涼
も
う
！
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」（
静
岡
県
）、「
無
駄
な
電
気
を
使
わ
な
い
生
活
習

慣
を
め
ざ
す
ク
ー
ル
ラ
イ
フ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
福
井

県
）
等
々
。
特
に
、
青
少
年
が
参
加
す
る
節
電
イ
ベ
ン

ト
で
は
、
地
球
温
暖
化
防
止
や
省
エ
ネ
の
大
切
さ
を
子

ど
も
た
ち
が
学
ぶ
貴
重
な
場
で
も
あ
り
ま
す
。

▼
早
稲
田
大
学
の
田
辺
新
一
教
授
は
、基
調
論
文
で「
ス

マ
ー
ト
な
節
電
の
す
す
め
」を
説
い
て
い
ま
す
。オ
フ
ィ

ス
で
の
室
温
と
生
産
性
に
関
す
る
測
定
調
査
の
結
果
な

ど
を
踏
ま
え
て
、
優
先
順
位
を
考
慮
し
た
賢
い
節
電
が

必
要
と
指
摘
。「
日
本
で
は
節
電
や
ク
ー
ル
ビ
ズ
な
ど

も
我
慢
す
る
こ
と
が
美
徳
の
よ
う
に
思
わ
れ
て
い
る

が
、
我
慢
す
べ
き
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
で
あ
る
」
と

し
、
効
率
的
な
省
エ
ネ
・
節
電
を
提
唱
し
て
い
ま
す
。

 

（
原
田
）
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●７月19日（木）～20日（金）
　ブランドすかがわ推進協議会（福島県）

　 『がんばろう須賀
川！物産展』

● ７ 月24日（ 火 ）
～25日（水）
　 山梨県・富士の国
やまなし館（山梨
県）
　 『｢富士の国やまな
しマルシェ｣』

●８月１日（水）～２日（木）
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震災からの復旧・復興
～元気ないばらきづくりに向けて～

茨城県知事 ● 橋本　昌

　

想
像
を
絶
す
る
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
東
日
本
大
震
災
か
ら
１
年
数
カ
月

が
過
ぎ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
「
が
ん
ば
っ
ぺ
！
茨
城
」
な
ど
の
言
葉
に
代
表
さ
れ

る
よ
う
に
、
県
民
一
人
ひ
と
り
や
、
企
業
、
団
体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

方
々
の
ふ
る
さ
と
「
い
ば
ら
き
」
の
復
興
へ
の
熱
い
思
い
と
と
も
に
、
全
国
の
多

く
の
皆
様
か
ら
の
温
か
い
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
お
か
げ
さ
ま
で
、
道
路
や
港
湾

な
ど
の
社
会
基
盤
を
は
じ
め
、
県
民
生
活
や
経
済
活
動
は
着
実
に
元
に
戻
り
つ
つ

あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
原
発
事
故
の
収
束
の
見
通
し
が
未
だ
立
た
な
い
中
、
本
県
の

観
光
業
や
農
林
水
産
業
を
は
じ
め
、
企
業
誘
致
や
医
師
・
学
生
の
確
保
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
面
で
風
評
被
害
が
根
強
く
、
そ
の
影
響
は
依
然
と
し
て
大
変
深
刻
な
も

の
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
一
日
も
早
く
震
災
前
の
「
元
気
な
い
ば
ら
き
」
の
姿
を
取
り
戻

せ
る
よ
う
、
行
政
や
関
係
者
は
も
と
よ
り
、
県
民
の
皆
さ
ん
と
一
丸
と
な
っ
て
本

県
の
魅
力
の
発
信
や
農
林
水
産
物
の
消
費
拡
大
な
ど
に
向
け
、
県
を
挙
げ
て
取
り

組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
年
も
ま
も
な
く
、
本
格
的
な
夏
休
み
シ
ー
ズ
ン
が
や
っ
て
参
り
ま
す
。
多
く

の
方
々
が
、
ご
家
族
や
お
友
達
な
ど
と
旅
行
や
レ
ジ
ャ
ー
に
お
出
か
け
に
な
る
こ

と
で
し
ょ
う
。
本
県
は
東
京
か
ら
約
１
時
間
と
比
較
的
近
く
、
海
や
山
、
湖
な
ど

の
豊
か
な
自
然
、
日
頃
の
疲
れ
を
癒
す
温
泉
、
メ
ロ
ン
や
な
し
な
ど
に
代
表
さ
れ

る
全
国
有
数
の
農
林
水
産
物
の
数
々
な
ど
、
豊
富
な
地
域
資
源
に
恵
ま
れ
て
お
り

ま
す
。

　

今
年
は
特
に
、海
水
浴
客
を
は
じ
め
と
し
た
夏
の
観
光
客
の
誘
致
に
力
を
入
れ
、

今
月
は
、
山
手
線
や
京
浜
東
北
線
な
ど
で
の
ト
レ
イ
ン
チ
ャ
ン
ネ
ル
や
東
京
駅
及

び
上
野
駅
で
の
ポ
ス
タ
ー
ジ
ャ
ッ
ク
な
ど
に
よ
る
情
報
発
信
、
さ
ら
に
は
海
の
安

全
性
な
ど
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
サ
ー
フ
ィ
ン
と
グ
ル
メ
を
楽
し
め
る
ユ
ニ
ー
ク
な
イ

ベ
ン
ト
を
初
め
て
開
催
す
る
と
と
も
に
、
県
内
へ
の
団
体
観
光
客
の
誘
致
を
図
る

た
め
に
昨
年
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
無
料
観
光
バ
ス
の
提
供
も
引
き
続
き
行
っ
て

参
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
多
く
の
方
々
の
ご
来
県
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

　

ま
た
、
秋
の
紅
葉
シ
ー
ズ
ン
に
は
、
県
北
山
間
地
域
の
清
流
沿
い
を
走
る
Ｊ
Ｒ

水
郡
線
に
お
い
て
、
Ｓ
Ｌ
を
運
行
す
る
と
と
も
に
、
日
本
三
大
瀑
布
の
一
つ
で
あ

る
「
袋
田
の
滝
」
な
ど
魅
力
あ
る
観
光
地
を
巡
る
ツ
ア
ー
の
造
成
や
食
の
宝
庫
で

あ
る
茨
城
の
名
産
品
等
を
存
分
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
歓
迎
イ
ベ
ン
ト
を
実
施

す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
日
本
一
の
栗
の
産
地
で
あ
り
笠
間
焼

き
で
有
名
な
笠
間
市
に
お
い
て
、
震
災
か
ら
復
興
し
た
元
気
な
茨
城
の
姿
を
県
内

外
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
「
復
興
い
ば
ら
き
県
民
ま
つ
り
２
０
１
２
」
な
ど
も
開
催
い

た
し
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
こ
の
夏
に
は
、
県
内
各
地
の
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム

で
発
信
す
る
「
い
ば
ら
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
テ
レ
ビ
」
を
開
局
い
た
し
ま
す
の
で
、

本
県
の
魅
力
を
粘
り
強
く
発
信
し
、風
評
被
害
の
払
拭
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
取
組
と
合
わ
せ
、本
県
の
持
つ
優
位
性
を
最
大
限
に
活
用
し
な
が
ら
、

雇
用
の
場
の
確
保
と
地
域
の
活
性
化
に
向
け
た
取
組
を
行
っ
て
い
く
こ
と
も
大
変

重
要
で
あ
り
ま
す
。
と
り
わ
け
、
昨
年
３
月
に
は
、
北
関
東
自
動
車
道
が
全
線
開

通
し
た
ほ
か
、
日
本
で
初
め
て
の
Ｌ
Ｃ
Ｃ
対
応
空
港
と
し
て
評
価
さ
れ
、
昨
年
10

月
に
海
外
シ
ン
ク
タ
ン
ク
の
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ａ
か
ら
「
ロ
ー
コ
ス
ト
・
エ
ア
ポ
ー
ト
・
オ

ブ
・
ザ
・
イ
ヤ
ー
２
０
１
１
」
を
受
賞
し
た
茨
城
空
港
で
は
、
従
来
の
札
幌
・
神

戸
・
上
海
便
に
加
え
、
こ
の
７
月
か
ら
は
季
節
定
期
便
と
し
て
那
覇
便
が
就
航
す

る
な
ど
、
今
後
ま
す
ま
す
利
用
し
や
す
く
な
っ
て
参
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、
約
66
㌶
の
広
大
な
敷
地
を
有
す
る
日
野
自
動
車
古
河
工
場
の
稼
働

や
、
東
洋
一
の
チ
ー
ズ
工
場
と
な
る
雪
印
メ
グ
ミ
ル
ク
新
工
場
の
着
工
と
い
っ
た

明
る
い
動
き
も
見
ら
れ
ま
す
こ
と
か
ら
、
圏
央
道
な
ど
の
広
域
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
早
期
の
整
備
と
と
も
に
、
新
た
に
設
け
ら
れ
た
企
業
立
地
補
助
金
や
茨
城
産

業
再
生
特
区
制
度
な
ど
を
活
用
し
て
企
業
誘
致
を
積
極
的
に
推
進
し
、
働
く
場
所

を
し
っ
か
り
と
確
保
し
て
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
県
の
特
色
で
あ
る
最
先
端
の
科
学
技
術
や
も
の
づ
く
り
産
業
の
集
積

を
積
極
的
に
活
用
し
、
国
際
競
争
力
の
あ
る
新
事
業
・
新
製
品
の
開
発
を
促
進
す

る
と
と
も
に
、
昨
年
12
月
に
政
府
か
ら
指
定
を
受
け
た
「
つ
く
ば
国
際
戦
略
総
合

特
区
」
を
活
用
し
、
次
世
代
が
ん
治
療
（
Ｂ
Ｎ
Ｃ
Ｔ
）
や
生
活
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
の

実
用
化
な
ど
の「
ラ
イ
フ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」及
び
藻
類
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
実
用
化
や
ナ
ノ
テ
ク
を
活
用
し
た
革
新
的
省
エ
ネ
機
器
の
開
発
な
ど
の
「
グ

リ
ー
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
を
推
進
し
、
本
県
を
科
学
技
術
創
造
立
国
日
本
を
支

え
る
枢
要
な
拠
点
と
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
全
国
有
数
の
農
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
安
全
・
安
心
、
高
品
質
を
基

本
と
し
て
、六
次
産
業
化
を
推
進
す
る
な
ど
儲
か
る
農
業
を
実
現
し
て
い
き
ま
す
。

　

こ
う
し
た
取
組
を
進
め
な
が
ら
、
医
療
従
事
者
の
確
保
や
救
急
医
療
体
制
の
整

備
、
保
育
サ
ー
ビ
ス
や
子
育
て
支
援
の
充
実
、
防
災
対
策
の
強
化
、
地
球
温
暖
化

対
策
な
ど
、
県
民
生
活
に
よ
り
密
接
な
課
題
へ
の
取
組
に
つ
い
て
も
充
実
さ
せ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
特
に
、
今
後
の
い
ば
ら
き
づ
く
り
の
基
盤
は
人

づ
く
り
に
あ
り
ま
す
。
理
数
教
育
や
外
国
語
教
育
の
充
実
な
ど
に
よ
り
、
本
県
を

担
う
人
材
の
育
成
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

私
は
、
こ
う
し
た
考
え
の
も
と
、
今
年
１
年
を
「
復
興
元
年
」
と
位
置
づ
け
、

震
災
か
ら
の
復
旧
・
復
興
に
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
と
と
も
に
、
県
民
や
企
業
、

団
体
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
主
体
と
一
体
と
な
っ
て
、
県
民
誰
も
が
、
元
気
で
住
み
よ

い
「
生
活
大
県
」
づ
く
り
を
進
め
て
参
り
ま
す
。
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地域で取り組む節電対策地域で取り組む節電対策

節電・外出支援キャンペーン
 ● 山梨県市川三郷町（p18-19）

家庭を対象に実施した緑のカーテンによる節電講座
の様子 ● 宮城県（p12-13）

商店街での打ち水作戦の模様
 ● 青森県八戸市（p10-11）

節電アクションを呼びかける県庁にも「グリーンカー
テン」 ● 埼玉県（p14-15）

今夏も節電キャンペーンに取り組む
札幌市の中心部、大通公園 ● 北海道札幌（p8-9）

あらかわ街なか避暑地の様子
 ● 東京都荒川区（p16-17）
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クールアースデー打ち水 ● 岐阜県多治見市（p20-21）

ヒートポンプを紹介する観光ガイド
 ● 長崎県島原市（p30-31）

平成23年度緑のカーテンコンテスト最優秀作品
 ● 兵庫県姫路市（p26-27）

省エネ・節電のキャッチフレーズ ● 山口県（p28-29）

ふじのくに〝節電避暑店〟の看板 ● 静岡県（p22-23）

クールライフプロジェクトのポスター
 ● 福井県（p24-25）
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１　

節
電
の
必
要
性

　

昨
年
３
月
の
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、
東
京
電
力
お
よ

び
東
北
電
力
管
内
の
供
給
力
は
大
幅
に
減
少
し
、
こ
れ
に

よ
っ
て
生
じ
た
大
き
な
需
給
ギ
ャ
ッ
プ
に
対
処
す
る
た

め
、
や
む
を
得
な
い
緊
急
措
置
と
し
て
計
画
停
電
が
実
施

さ
れ
た
が
、
国
民
・
産
業
界
の
節
電
へ
の
最
大
限
の
協
力
、

取
り
組
み
の
結
果
、
需
給
バ
ラ
ン
ス
は
改
善
し
、
懸
念
さ

れ
た
大
規
模
停
電
は
回
避
さ
れ
た
。

　

一
方
、
計
画
停
電
で
は
、
特
定
の
需
要
設
備
に
電
力
を

供
給
す
る
こ
と
が
困
難
な
た
め
、
国
民
の
生
活
、
産
業
界

に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
こ
れ
ら
を
回
避
す
る
た

め
、東
京
電
力
、東
北
電
力
管
内
で
は
、計
画
停
電
を
「
不

実
施
が
原
則
」
と
し
、
昨
年
夏
の
電
力
需
給
ギ
ャ
ッ
プ
を

火
力
発
電
所
の
復
旧
な
ど
供
給
量
を
積
み
増
し
つ
つ
、
２

０
１
０
年
夏
と
比
較
し
て
15
％
削
減
を
目
標
と
し
て
、
需

要
対
策
を
進
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
西
日
本
に
お
い
て
も
、
原
子
力
発
電
所
の
定
期

点
検
後
の
稼
働
停
止
に
伴
い
、
節
電
の
必
要
性
が
生
じ
、

全
国
に
お
い
て
節
電
の
取
り
組
み
が
行
わ
れ
た
。

２　

各
主
体
で
の
節
電
の
取
り
組
み

　

東
京
電
力
、
東
北
電
力
管
内
に
お
い
て
は
、
大
口
需
要

家
、
小
口
需
要
家
お
よ
び
家
庭
そ
れ
ぞ
れ
に
15
％
の
削
減

目
標
で
、
節
電
が
進
め
ら
れ
た
。
結
果
と
し
て
15
％
を
大

き
く
上
回
る
節
電
が
行
わ
れ
、
夏
に
計
画
停
電
を
回
避
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
主
な
節
電
結
果
は
、
電
力
会
社
ご
と

に
表
１
の
通
り
で
あ
る
。

　

大
口
需
要
家
に
は
、
電
気
事
業
法
27
条
（
電
気
使
用
制

限
）
を
発
動
し
た
た
め
、15
％
削
減
の
目
標
値
に
対
し
て
、

大
き
く
削
減
が
達
成
さ
れ
た
。
ま
た
小
口
需
要
家
に
お
い

て
も
、
多
く
の
と
こ
ろ
で
概
ね
目
標
以
上
の
削
減
が
行
わ

れ
た
。
家
庭
に
お
い
て
は
、
ピ
ー
ク
電
力
で
は
目
標
値
を

下
回
っ
た
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
電
力
量
で
は
目
標
以
上
の

削
減
を
達
成
し
た
。こ
の
よ
う
な
結
果
を
出
す
た
め
に
は
、

各
主
体
が
様
々
な
節
電
の
取
り
組
み
を
行
っ
た
。

　

以
下
は
、そ
の
一
例
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
、

個
人
や
個
々
の
企
業
だ
け
で
な
く
、
地
域
ぐ
る
み
で
行
わ

れ
た
。

○
主
な
節
電
の
取
り
組
み

▽
自
家
発
電
の
活
用

▽
省
エ
ネ
設
備
へ
の
更
新

▽
早
朝
・
夜
間
操
業
、
土
日
の
活
用
、
圏
外
シ
フ
ト

▽ 

輪
番
休
業
（
企
業
、
業
界
、
職
場
）、
夏
期
休
暇
の
大

型
化
・
分
散
化

▽ 

照
明
・
エ
ア
コ
ン
の
調
整
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
間
引
き

運
転

▽ 

使
用
電
力
の
大
き
な
機
器
の
ピ
ー
ク
時
か
ら
の
シ
フ

ト
、
蓄
電
池
の
活
用

▽
照
明
の
間
引
き
と
タ
ス
ク
ア
ン
ビ
エ
ン
ト
照
明

▽
空
調
の
28
℃
設
定

▽
２
重
窓
の
導
入
な
ど
の
断
熱
化

環
境
省
地
球
環
境
局
地
球
温
暖
化
対
策
課 

課
長
補
佐　

●　

杉
本
留
三

非
常
に
大
き
い
照
明
の
節
電
効
果

　

  ―
効
果
的
で
無
理
の
な
い
節
電
の
広
が
り
を
期
待―

特 集

地
域
で
取
り
組
む
節
電
対
策
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特集 地域で取り組む節電対策

▽
Ｏ
Ａ
機
器
の
間
引
き
利
用

▽
す
だ
れ
や
緑
の
カ
ー
テ
ン

▽ 
ク
ー
ル
シ
ェ
ア
（
図
書
館
等
の
施
設
に
集
ま
り
、
効
率

的
に
涼
む
）

３　

環
境
省
で
の
節
電
の
取
り
組
み

　

環
境
省
で
も
昨
年
５
月
31
日
に
環
境
省
節
電
実
行
計
画

を
策
定
し
、
表
２
に
あ
る
よ
う
な
対
策
を
、
７
月
か
ら
始

め
た
。
環
境
省

は
、
こ
れ
ま
で

も
積
極
的
に
省

エ
ネ
に
取
り
組

ん
で
き
た
と
こ

ろ
で
あ
り
、
こ

の
経
験
を
生
か

し
、
節
電
対
策

と
地
球
温
暖
化

防
止
対
策
の
両

立
を
前
提
と
し

て
自
ら
率
先
し

て
対
策
を
実
施

す
べ
く
、
東
京

電
力
、
東
北
電

力
管
内
の
施
設

の
合
計
の
基
準

電
力
に
対
し

て
、
25
％
を
超

え
る
こ
と
を
目

標
に
取
り
組
ん

だ
。

　

環
境
省
本
省
は
、
合
同
庁
舎
に

入
っ
て
お
り
、
厚
生
労
働
省
と
協

力
し
て
、
空
調
等
の
節
電
を
行
う

と
と
も
に
、
専
用
部
分
の
節
電
に

つ
い
て
は
、
主
に
照
明
と
Ｏ
Ａ
機

器
、
冷
蔵
庫
等
の
削
減
で
、
節
電

を
行
っ
て
い
た
。
Ｌ
Ｅ
Ｄ
手
元
照

明
に
つ
い
て
は
、
元
々
環
境
省
の

技
術
開
発
事
業
に
お
い
て
、
世
の

表１－１　大口需要家の節電結果

最大ピーク需要（kW）東京電力管内 東北電力管内 関西電力管内 九州電力管内
数値目標 ▲15% ▲15% ▲10%以上 数値目標なし
最大値の対前年比 ▲29% ▲18% ▲9% ▲6%
気温が同水準の日同
士の比較

▲27%
《目標以上》

▲18%
《目標以上》

▲9%
《目標程度》 ▲2%

表１－２　小口需要家の節電結果

最大ピーク需要（kW）東京電力管内 東北電力管内 関西電力管内 九州電力管内
数値目標 ▲15% ▲15% ▲10%以上 数値目標なし
最大値の対前年比 ▲19% ▲20% ▲10% ▲13%
気温が同水準の日同
士の比較

▲19%
《目標以上》

▲17%
《目標以上》

▲10%
《目標程度》 ▲7%

表１－３　家庭の節電結果

最大ピーク需要（kW）東京電力管内 東北電力管内 関西電力管内 九州電力管内
数値目標 ▲15% ▲15% ▲10%以上 数値目標なし
最大値の対前年比 ▲6% ▲22% ▲14% ▲14%
気温が同水準の日同
士の比較

▲11%
《目標以下》

▲18%
《目標以上》

▲4%
《目標以下》 ▲7%

表２　環境省本省で行った対策

対象分野 対　　策

（１）照明 ・LED手元照明を導入し、原則日中は蛍光灯を消灯
・廊下の蛍光灯の消灯又は間引き

（２）OA機器

・パソコンに電源自動制御ソフトの導入
・パソコンの輝度調節
・半分以上のプリンター、コピー機の使用停止
・会議資料や報道発表資料の印刷削減など、印刷枚数についても削減
・可能なものから段階的にサーバーを停止
・ルーターを省エネ型に更新

（３）冷房等

・ 早朝に冷房機を稼働し、執務室を冷却することでピーク時間帯の冷房需要を抑制（５号館全体）
・環境省として、以下のような取り組みにより、冷房需要の削減に貢献
　▽二重窓等の導入、ブラインド活用等の断熱化
　▽扇風機やファンによる空気循環の促進の上、体感温度の低減
　▽ スーパークールビズ（ポロシャツの奨励、ノー上着の徹底、冷涼グッズの活用）の実施
　▽風が通りやすいよう執務室のレイアウト等を工夫

（４）その他の機器

・電気ポットおよび電子レンジの不使用、自動販売機の撤去
・執務室の冷蔵庫の半数停止とともに水筒・マイボトルの持参の励行
・高層用エレベーターの間引き運転
・出退庁表示器の停止

（５）就業形態の工夫等
・平日の輪番休業と土曜日出勤について試行の上検討
・業務時間のシフトや昼休みの分散の実施
・ テレワークを活用した自宅勤務の推奨（土曜日に出勤できない職員による積極活用等）

上記の取り組みを着実
に実施するための方策

・ リアルタイムの電力使用状況および前日の電力使用実績を「見える化」し、節電のモチベーショ
ンを向上
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中
で
は
じ
め
て
開
発
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
一
部
の
部
局

で
は
既
に
使
用
さ
れ
て
い
た
が
、
今
回
、
全
部
局
に
導
入

を
行
い
、
大
い
に
節
電
に
貢
献
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
図
１
に
示
す
と
お
り
、
専
用
部
分
で
５
割

以
上
の
削
減
を
達
成
し
、
全
体
で
も
33
％
削
減
に
達
す
る

な
ど
大
幅
な
削
減
に
成
功
し
た
。

　

専
用
部
分
を
時
間
帯
別
で
見
る
と
、
主
に
ピ
ー
ク
と
な

る
の
は
、
夕
方
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
日
中
は
蛍
光
灯
を
大

幅
に
間
引
き
利
用
し
て
い
る
が
、
夕
方
に
な
る
と
自
然
光

で
は
足
り
な
い
た
め
、
徐
々
に
照
明
の
点
灯
面
積
を
増
や

し
て
い
く
一
方
、
そ
れ
以
降
で
は
徐
々
に
職
員
も
帰
宅
す

る
人
間
が
増
え
る
た
め
、
Ｏ
Ａ
機
器
の
電
力
消
費
量
が
減

少
す
る
た
め
、18
時
頃
に
最
も
消
費
電
力
が
大
き
く
な
る
。

　

よ
っ
て
、
一
日
の
ピ
ー
ク
電
力
を
抑
え
る
た
め
に
は
、

こ
の
時
間
帯
の
照
明
の
工
夫
が
必
要
と
な
る
。
ま
た
、
こ

の
合
同
庁
舎
と
し
て
は
、
通
常
の
ピ
ー
ク
は
午
前
中
に
生

じ
て
い
る
。
本
庁
舎
で
は
、
20
時
以
降
空
調
を
止
め
る
た

め
、
朝
ま
で
の
間
に
熱
気
が
た
ま
り
、
こ
れ
ら
を
冷
却
す

る
の
に
大
き
な
電
力
が
必
要
と
な
る
た
め
で
あ
り
、
こ
の

ピ
ー
ク
を
シ
フ
ト
す
る
た
め
、
早
朝
か
ら
稼
働
し
、
節
電

の
時
間
の
前
に
建
物
を
冷
や
し
、
日
中
は
で
き
る
だ
け
冷

房
出
力
を
抑
制
し
、
室
内
温
度
28
度
に
な
る
よ
う
に
稼
働

し
た
。

　

具
体
的
に
、ど
の
よ
う
な
対
策
が
効
果
あ
っ
た
の
か
は
、

全
て
の
節
電
を
同
時
に
実
施
し
て
い
る
た
め
に
、
詳
細
に

は
分
析
が
で
き
な
い
が
、一
つ
示
唆
す
る
も
の
と
し
て
は
、

照
明
の
電
力
が
挙
げ
ら
れ
る
。
電
力
の
供
給
系
統
が
異
な

る
た
め
、
照
明
と
Ｏ
Ａ
機
器
等
の
２
種
類
で
調
べ
た
が
、

照
明
の
電
力
消
費
は
専
用
部
分
の
３
分
の
１
以
上
あ
る
。

実
際
、
日
中
と
夜
間
で
の
照
明
の
使
用
量
は
３
倍
以
上
異

な
っ
て
お
り
、
改
め
て
専
用
部
分
に
対
す
る
照
明
の
節
電

の
効
果
は
、
非
常
に
大
き
い
と
示
唆
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
も
、
環
境
省
で
は
最
大
限
の
省
エ
ネ
に
取
り

組
ん
で
き
て
お
り
、
大
幅
な
節
電
は
難
し
い
と
考
え
ら
れ

て
い
た
が
、
今
回
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
見
え
る
化
シ
ス
テ

ム
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
よ
う
に
、
い
つ
、
ど

れ
だ
け
の
電
力
を
使
用
し
て
い
る
の
か
が
わ
か
る
こ
と

で
、
新
た
な
削
減
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
現
れ
、
具
体
的
な
対

策
が
講
じ
ら
れ
た
。
こ
れ
は
民
間
企
業
に
お
い
て
も
同
様

で
あ
り
、
多
く
の
企
業
に
お
い
て
昨
年
見
え
る
化
シ
ス
テ

ム
の
導
入
が
進
め
ら
れ
た
。
こ
れ
ま
で
最
大
に
努
力
を
し

て
い
た
と
し
て
も
、
新
た
な
削
減
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
見
え

て
き
て
、
今
後
の
対
策
に
非
常
に
有
効
で
あ
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
各
地
方
事
務
所
で
は
、
太
陽
光
発
電
の
導

入
、
研
修
時
期
の
変
更
、
噴
水
の
停
止
や
水
質
浄
化
施
設

の
稼
働
時
間
の
夜
間
シ
フ
ト
な
ど
、
各
事
務
所
の
主
要
な

電
力
消
費
設
備
に
対
し
て
、
効
果
的
な
節
電
を
行
っ
た
。

４　

節
電
に
よ
る
意
識
の
変
化

　

こ
れ
ら
の
節
電
は
、
一
部
に
は
無
理
を
し
た
対
策
も
あ

る
が
、
多
く
の
節
電
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
無
駄
に

改
め
て
気
づ
き
、
夏
以
降
も
節
電
に
取
り
組
む
よ
う
な
意

図２　環境本省専用部分の時間帯別電力

図１　環境本省の専用部分の昨年夏の節電結果
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識
の
変
化
が
見
ら
れ
る
。

　

一
例
と
し
て
は
、オ
フ
ィ
ス
で
の
照
明
が
挙
げ
ら
れ
る
。

図
３
で
は
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
事
業
所
で
は
、
７
５
０
ル

ク
ス
以
上
使
用
し
て
い
た
の
に
対
し
、
約
３
割
減
の
５
０

０
ル
ク
ス
以
下
ま
で
照
度
を
落
と
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
の

取
り
組
み
を
行
っ
た
多
く
の
事
業
所
に
お
い
て
は
、
今
年

以
降
も
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。

　

ま
た
図
４
で
は
、
家
庭
の
エ
ア
コ
ン
に
お
い
て
も
、
多

く
の
対
策
を
今
後
と
も
実
施
す
る
と
回
答
す
る
な
ど
、
定

着
の
傾
向
が
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
は
、
今

回
の
震
災
以
降
に
は
じ
め
て
生
じ

た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
で
あ

る
。
こ
れ
ら
の
変
化
は
、
中
長
期

的
に
見
れ
ば
、
低
炭
素
社
会
の
実

現
に
お
い
て
も
、
必
要
不
可
欠
で

あ
り
、
今
後
、
今
回
の
実
績
を
基

に
、
全
国
に
普
及
す
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
る
。

５　

今
後
の
取
り
組
み

　

今
夏
も
西
日
本
を
中
心
に
目
標

値
を
掲
げ
て
節
電
が
行
わ
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
。
一
方
、
東
北
、
関

東
に
お
い
て
節
電
目
標
値
は
な
い

も
の
の
、
そ
の
需
給
バ
ラ
ン
ス
に

お
い
て
は
、
既
に
相
当
程
度
の
節

電
が
定
着
さ
れ
て
い
る
と
見
込
ま

れ
て
い
る
た
め
に
、
需
給
を
満
た

し
て
い
る
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ

ら
の
地
域
で
節
電
が
必
要
な
く

な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。

　

今
後
、
大
口
需
要
家
、
小
口
需

要
家
、
家
庭
、
そ
し
て
地
域
の
取

り
組
み
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
お

い
て
効
果
的
で
、
無
理
の
な
い
節

電
が
広
が
り
、
定
着
す
る
こ
と
を

期
待
す
る
。

図３　東京都の事業所における照度に関するアンケート

図４　2011年夏に実施した各省エネ行動の実施率調査
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札
幌
市
で
は
、
昨
年
３
月
11
日
の
東
日
本
大
震
災
を
受

け
て
、
原
子
力
発
電
に
依
存
し
な
い
社
会
の
実
現
を
目
指

し
て
、太
陽
光
な
ど
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
や
、

節
電
を
は
じ
め
と
す
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
取
組
を
進
め
て

い
る
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
平
成
23
年
度
に
、
節
電
促
進

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
「
あ
な
た
の
家
庭
の
節
電
力
を
認
定
し
ま

す
」
を
実
施
し
た
。

　

市
民
モ
ニ
タ
ー
１
千
世
帯
（
夏
：
５
０
０
世
帯
、
冬
：

５
０
０
世
帯
）
を
募
集
し
、
電
力
消
費
量
の
前
年
同
月
比

「
マ
イ
ナ
ス
15
％
」を
目
指
し
て
３
カ
月
間（
夏
８
〜
10
月
、

冬
：
12
〜
２
月
）
の
節
電
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
も
ら
い
、

マ
イ
ナ
ス
15
％
の
目
標
を
達
成
で
き
た
世
帯
に
は
、
節
電

達
成
認
定
証
を
兼
ね
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
ウ
ィ
ズ
ユ
ー
カ
ー
ド

（
札
幌
市
内
の
複
数
の
交
通
機
関
で
使
用
で
き
る
乗
車

カ
ー
ド
）
５
０
０
円
分
を
進
呈
し
た
。

「
マ
イ
ナ
ス
15
％
」
の
目
標
を

達
成
で
き
た
世
帯
は
57
％

　

節
電
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
市
民
モ
ニ
タ
ー
の
中
で
、夏
、

冬
と
も
に
、
回
答
の
得
ら
れ
た
世
帯
（
夏
３
５
９
世
帯
、

冬
３
２
３
世
帯
）
の
う
ち
、
マ
イ
ナ
ス
15
％
の
目
標
を
達

成
で
き
た
世
帯
は
57
％
で
あ
り
、
平
均
削
減
率
も
夏
13
・

１
％
、
冬
11
・
６
％
と
高
い
結
果
が
得
ら
れ
た
。

　

市
民
モ
ニ
タ
ー
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
、
実
際
に

行
っ
た
効
果
的
な
取
組
事
例
と
し
て
、
以
下
の
よ
う
な
省

エ
ネ
・
節
電
方
法
が
数
多
く
寄
せ
ら
れ
た
。

▽
使
っ
て
い
な
い
部
屋
の
明
か
り
を
消
し
た
。

▽ 
テ
レ
ビ
や
冷
蔵
庫
な
ど
の
家
電
機
器
の
使
い
方
（
明
る

さ
・
温
度
設
定
な
ど
）
を
工
夫
し
た
。

▽ 

エ
コ
タ
ッ
プ
を
使
う
な
ど
使
用
し
な
い
家
電

機
器
の
ス
イ
ッ
チ
を
こ
ま
め
に
消
し
た
。

▽
温
水
洗
浄
暖
房
便
座
の
設
定
温
度
を
下
げ

た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
身
近
に
で
き
る
対
策
の
積
み

重
ね
が
大
き
な
削
減
に
つ
な
が
る
こ
と
が
わ

か
っ
た
。ま
た
、期
間
中
は
ワ
ッ
ト
チ
ェ
ッ
カ
ー

（
家
電
製
品
の
消
費
電
力
を
簡
単
に
測
定
で
き

る
機
器
）
の
貸
し
出
し
や
、
相
談
窓
口
の
設
置

な
ど
、
目
標
達
成
に
向
け
た
支
援
を
行
っ
た
。

　

こ
れ
ら
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
作
成

中
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
掲
載
の
ほ
か
、

各
種
イ
ベ
ン
ト
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
捉
え
て
広
く
周

知
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

今
年
度
は
１
万
人
以
上
を
対
象
に

節
電
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
へ

　

さ
ら
に
、平
成
24
年
度
は
、北
海
道
電
力
（
株
）
の
７
％

節
電
要
請
を
受
け
て
、
市
民
に
家
庭
内
で
の
節
電
の
取
組

を
よ
り
一
層
進
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
１
万
人
以
上
の
市

民
を
対
象
に
し
た
「
さ
っ
ぽ
ろ
節
電
大
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

札
幌
市
で
は
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
器

を
導
入
す
る
市
民
・

事
業
者
に
対
し
て
、

購
入
費
用
の
一
部
を

補
助
す
る
制
度
「
札

幌
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
ｅ

ｃ
ｏ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
平
成
20
年
か
ら
実

札
幌
市
環
境
局
環
境
都
市
推
進
部
環
境
計
画
課 

推
進
係　

●　

野
嶋
美
沙
都

Ｌ
Ｅ
Ｄ
購
入
費
を
Ｉ
Ｃ
乗
車
券
で
半
額
還
元

―
今
夏
も
「
さ
っ
ぽ
ろ
節
電
大
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
実
施―

1
北
海
道
札
幌
市

地
域
で
取
り
組
む
節
電
対
策

特集
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施
し
て
い
る
。
対
象
機
器
は
太
陽
光
発
電
の
ほ
か
、
エ
コ

キ
ュ
ー
ト
、
エ
コ
ジ
ョ
ー
ズ
な
ど
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
器

な
ど
が
あ
る
。

　

当
初
か
ら
予
算
枠
を
超
え
る
申
し
込
み
が
あ
り
、
平
成

22
年
度
か
ら
は
抽
選
を
行
っ
て
い
る
。
予
算
枠
を
増
や
す

な
ど
の
対
応
を
実
施
し
て
い
る
が
、
申
込
件
数
が
年
々
増

加
し
て
い
る
た
め
に
平
均
倍
率
は
毎
年
１
・
６
倍
程
度
と

変
わ
ら
な
い
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
市
民
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
対
す
る
意
識

が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

平
成
24
年
度
６
月
に
は
、
札
幌
市
内
の
店
舗
で
対
象
の

Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
球
等
を
購
入
し
、
自
ら
居
住
す
る
住
宅
に
設
置

す
る
市
民
に
対
し
て
、
最
大
４
千
円
分
の
札
幌
市
営
地
下

鉄
な
ど
で
使
え
る
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
「
Ｓ
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ａ
」
を
交

付
す
る
事
業
「
札
幌
Ｌ
Ｅ
Ｄ
推
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
業
」

の
申
込
受
付
を
開
始
し
た
。

交
付
す
る
Ｓ
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ａ
に
よ
る

買
い
物
等
で
経
済
効
果
も
期
待

　

札
幌
市
が
行
っ
た
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
で
は
、
Ｌ

Ｅ
Ｄ
を
導
入
し
て
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
に
取
り
組
み
た

い
と
い
う
意
見
が
最
も
多
く
、
家
庭
部
門
で
の
支
援
と
し

て
節
電
効
果
が
高
く
市
民
が
誰
で
も
気
軽
に
取
り
組
め
る

こ
と
か
ら
本
事
業
を
実
施
し
た
。

　

ま
た
、
本
事
業
で
交
付
す
る
Ｓ
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、
札
幌

市
営
地
下
鉄
の
乗
車
券
と
し
て
利
用
で
き
る
ほ
か
、
札
幌

市
内
の
Ｓ
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ａ
電
子
マ
ネ
ー
加
盟
店
で
の
買
い
物

に
も
利
用
で
き
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
と
共
に
、
公
共

交
通
機
関
の
利
用
促
進
と
札
幌
市
内
で
の
買
い
物
等
に
よ

る
経
済
効
果
が
期
待
さ
れ
る
。

　

申
込
は
１
世
帯
１
回
限
り
と
し
て
お
り
、
申
込
受
付
件

数
は
札
幌
市
の
世
帯
数
約
90
万
世
帯
の
１
％
に
あ
た
る
１

万
件
程
度
を
予
定
し
て
い
る
。事
業
の
発
表
時
か
ら
市
民
・

販
売
店
な
ど
か
ら
多
く
の
問
い
合
わ
せ
が
寄
せ
ら
れ
て
お

り
、
市
民
の
関
心
は
高
い
。

札幌・エネルギーecoプロジェク
トパンフレット

札幌LED推進キャンペーン事業パ
ンフレット

札幌・エネルギーecoプロジェクト実績件数と本制度活用による太陽
光発電導入量（累積）

節電促進キャンペーン（夏・冬）の取り組み結果について
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平
成
23
年
３
月
11
日
の
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
青
森
県

八
戸
市
で
は
、
沿
岸
部
に
巨
大
津
波
が
押
し
寄
せ
、
市
の

中
核
産
業
で
あ
る
大
手
工
場
や
港
湾
施
設
、
水
産
業
等
が

甚
大
な
被
害
を
受
け
た
。

　

一
方
で
、
市
の
中
心
商
店
街
は
、
沿
岸
部
か
ら
距
離
が

あ
る
た
め
津
波
の
被
害
は
皆
無
で
あ
っ
た
が
、
地
震
に
よ

る
建
物
の
一
部
損
壊
な
ど
ハ
ー
ド
面
に
大
き
な
被
害
が

あ
っ
た
。
ま
た
、
小
売
・
サ
ー
ビ
ス
・
飲
食
等
の
商
業
分

野
で
は
、
停
電
や
交
通
網
の
混
乱
に
よ
り
、
一
時
営
業
停

止
に
陥
る
事
態
が
発
生
し
た
。

　

さ
ら
に
、
営
業
再
開
後
も
極
端
な
個
人
消
費
の
低
迷
が

続
き
、
商
店
街
の
経
営
状
態
は
し
ば
ら
く
厳
し
い
状
況
が

続
い
て
い
た
。

商
店
街
連
絡
協
議
会
で
作
戦
決
定

　

こ
う
し
た
な
か
、
中
心
商
店
街
の
12
街
区
で
組
織
す
る

八
戸
中
心
商
店
街
連
絡
協
議
会
で
は
、
月
１
回
開
催
し
て

い
る
幹
事
会
で
復
興
に
向
け
た
各
種
事
業
の
取
り
組
み
の

一
環
と
し
て
、
商
店
街
一
斉
に
よ
る
〝
打
ち
水
〞
大
作
戦

を
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

発
端
は
、
八
戸
市
が
運
営
す
る
八
戸
ポ
ー
タ
ル
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
「
は
っ
ち
」
に
作
品
制
作
の
た
め
に
滞
在
し
て
い

た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
山
本
耕
一
郎
氏
か
ら
の
提
案
で
あ
っ

た
。

　

あ
る
研
究
結
果
に
よ
る
と
、
打
ち
水
を
行
う
こ
と
で
気

温
が
２
度
下
が
り
、

エ
ア
コ
ン
の
設
定
温

度
を
１
度
変
え
る
と

約
10
％
の
節
電
に
な

る
と
い
う
こ
と
を

知
っ
た
同
氏
は
、
震

災
後
の
節
電
対
策
と

し
て
、
こ
の
「
打
ち

水
大
作
戦
」
を
考
案

し
た
。

　

震
災
以
降
、
全
国

的
な
電
力
不
足
に
よ

る
節
電
へ
の
取
り
組

み
が
強
く
叫
ば
れ
て

い
た
時
期
で
あ
り
、
被
災
地
で
あ
る
当
市
中
心
商
店
街
と

し
て
復
興
へ
の
一
助
と
す
る
こ
と
や
、
水
を
撒
く
と
い
う

さ
さ
や
か
な
取
り
組
み
で
は
あ
る
が
、
商
店
街
が
一
丸
と

な
っ
て
一
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
行
う
こ
と
で
、
震
災
後
の

暗
い
ム
ー
ド
か
ら
の
脱
却
を
図
り
、県
内
外
に
八
戸
の「
元

気
」
を
広
く
発
信
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ
っ
た
。

中
心
市
街
地
の
98
店
舗
が
賛
同

　

初
年
度
は
中
心
市
街
地
の
98
店
舗
が
趣
旨
に
賛
同
し
、

打
ち
水
を
行
う
こ
と
に
な
り
、
実
施
期
間
中
は
、
各
店
が

午
前
11
時
ま
た
は
午
後
５
時
の
い
ず
れ
か
で
１
日
１
回
、

店
先
に
打
ち
水
を
行
っ
た
。

　

桶
や
水
等
は
各
店
が
用
意
し
、
使
用
す
る
水
は
、
エ
ア

コ
ン
室
外
機
に
貯
ま
っ
た
水
な
ど
の
二
次
利
用
水
を
使
う

こ
と
を
心
掛
け
た
。

　

開
始
初
日
に
は
、
主
催
者
で
あ
る
八
戸
中
心
商
店
街
連

八
戸
商
工
会
議
所
業
務
部
ま
ち
づ
く
り
推
進
課　

●　

竹
ヶ
原
靖
典

商
店
街
で
一
斉
〝
打
ち
水
作
戦
〞

―
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
の
一
助
に
も―

2
青
森
県
八
戸
市

地
域
で
取
り
組
む
節
電
対
策

特集

浴衣姿の女性たちがセレモニーに華を添える

“打ち水作戦”の開始を宣言
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特集 地域で取り組む節電対策

絡
協
議
会
・

類
家
徳
昌
会

長
と
八
戸

ポ
ー
タ
ル

ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
は
っ
ち
・

風
張
館
長
が

開
始
を
宣
言

し
た
。

　
「
打
ち
水

は
、
同
時
間

に
一
斉
に
行

う
こ
と
が
効

果
を
高
め
る
た
め
、
広
く
市
民
へ
も
中
心
商
店
街
で
打
ち

水
を
行
う
」
こ
と
を
呼
び
か
け
た
。

　

そ
れ
と
と
も
に
、
地
元
企
業
の
協
力
等
に
よ
り
、
浴
衣

姿
の
女
性
た
ち
が
セ
レ
モ
ニ
ー
に
華
を
添
え
た
。

　

実
施
期
間
中
の
平
均
最
高
気
温
は
摂
氏
31
・
３
度
と
、

当
市
に
と
っ
て
は
暑
い
日
が
続
い
た
が
、
打
ち
水
を
広
範

囲
で
一
斉
に
行
う
と
効
果
が
長
く
続
き
（
計
測
し
た
結
果

２
〜
３
度
の
気
温
低
下
が
見
ら
れ
た
）、
そ
よ
風
も
吹
き

涼
し
げ
な
雰
囲
気
と
な
っ
た
。

今
夏
も
節
電
意
識
の
向
上
に
一
役
買
う

　

原
発
が
停
止
中
と
な
る
今
夏
も
昨
年
以
上
の
節
電
対
策

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
た
め
、
本
年
度
も
八
戸
中
心
商
店
街
が
一
斉
に
行

う
〝
打
ち
水
〞
効
果
に
よ
り
、
広
く
市
民
に
対
す
る
節
電

意
識
の
向
上
に
一
役
買
う
予
定
で
あ
る
。

浴衣姿で打ち水を行う

省
エ
ネ
・
節
電
意
識
高
め
る
効
果
も

〜
今
夏
も
各
地
で
「
打
ち
水
作
戦
」
〜

　

全
国
各
地
で
行
わ
れ
る
「
打
ち
水
作
戦
」。
中
心
市

街
地
の
商
店
街
の
み
な
ら
ず
、
自
治
体
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体

な
ど
の
呼
び
掛
け
で
行
わ
れ
る
地
域
の
取
り
組
み
と
し

て
、
今
や
夏
の
風
物
詩
と
な
っ
て
い
る
。
今
夏
も
大
小

様
々
、
趣
向
を
凝
ら
し
て
開
催
さ
れ
る
見
通
し
だ
。

　

打
ち
水
は
庭
や
玄
関
先
、
道
路
な
ど
に
水
を
撒
き
涼

を
と
る
、
昔
か
ら
の
日
本
の
慣
習
だ
が
、
近
年
は
都
市

部
の
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
対
策
と
し
て
、
一
斉
に
打
ち

水
を
行
う
社
会
実
験
と
し
て
行
わ
れ
て
き
た
。
政
府
も

地
球
温
暖
化
対
策
の
観
点
か
ら
、
打
ち
水
を
奨
励
し
て

き
た
。

　

昨
年
以
降
、
東
日
本
大
震
災
後
の
東
京
電
力
福
島
第

一
原
発
事
故
を
機
に
直
面
し
た
電
力
需
給
ひ
っ
迫
に
よ

り
、節
電
の
必
要
性
が
一
段
と
強
ま
っ
た
。
こ
の
た
め
、

地
球
温
暖
化
対
策
に
と
ど
ま
ら
ず
、
電
力
需
要
の
ピ
ー

ク
を
削
減
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
も
「
打
ち
水
作
戦
」

が
注
目
さ
れ
、
各
地
で
広
が
り
を
見
せ
て
い
る
。

　

こ
の
大
規
模
な
一
斉
打
ち
水
は
、
最
近
で
は
、
２
０

０
３
年
に
東
京
で
催
さ
れ
た「
大
江
戸
打
ち
水
大
作
戦
」

と
い
う
イ
ベ
ン
ト
が
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
で
も
注
目
さ
れ
、

そ
の
後
、「
打
ち
水
大
作
戦
」
と
い
う
形
で
全
国
各
地

に
広
が
っ
た
と
さ
れ
る
。

　

03
年
当
時
、
東
京
で
行
わ
れ
た
打
ち
水
大
作
戦
は
、

８
月
25
日
の
正
午
に
一
斉
に
実
施
さ
れ
た
が
、
そ
の
結

果
、
千
代
田
区
大
手
町
で
２
・
２
度
、
練
馬
区
内
で
２
・

４
度
気
温
が
下
が
っ
た
、
と
も
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　

２
０
１
１
年
夏
に
行
わ
れ
た
事
例
で
は
、
例
え
ば
東

京
都
新
宿
区
で
、
区
の
環
境
対
策
課
が
「
新
宿
の
夏
は

暑
い
！
打
ち
水
を
し
よ
う
！
」
と
呼
び
掛
け
、
新
宿
区

内
の
様
々
な
場
所
で
打
ち
水
を
実
施
さ
れ
た
。

　

一
般
家
庭
か
ら
事
業
者
、
団
体
ま
で
幅
広
く
参
加
者

を
募
集
し
、
７
月
１
日
〜
９
月
15
日
の
期
間
中
に
区
内

で
打
ち
水
を
呼
び
掛
け
た
。
地
区
ご
と
の
町
内
会
、
銀

行
、
企
業
、
大
学
な
ど
の
ほ
か
、
地
域
の
幼
稚
園
・
保

育
園
、
児
童
館
、
小
学
校
な
ど
が
参
加
。〝
新
宿
打
ち

水
大
作
戦
〞
の
名
に
ふ
さ
わ
し
い
広
が
り
を
見
せ
た
。

商
店
街
の
活
性
化
、
地
域
の
結
束
に
も
一
役

　

各
地
で
行
わ
れ
る
打
ち
水
作
戦
は
、
老
若
男
女
が
参

加
し
た
地
域
ぐ
る
み
、
ま
ち
ぐ
る
み
の
行
事
だ
け
に
、

地
域
の
連
帯
感
や
結
束
を
強
め
、
商
店
街
の
活
性
化
に

も
寄
与
す
る
。
さ
ら
に
、
若
者
や
子
ど
も
た
ち
が
多
数

参
加
し
、
楽
し
み
な
が
ら
エ
コ
活
動
を
行
う
こ
と
で
、

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
節
電
へ
の
意
識
を
自
然
に
高
め
て
も

ら
う
効
果
も
大
き
い
。

　

ち
な
み
に
、
打
ち
水
作
戦
で
使
う
水
は
、
水
道
水
を

直
接
使
う
の
で
は
な
く
、
風
呂
や
シ
ャ
ワ
ー
な
ど
の
残

り
水
、
エ
ア
コ
ン
の
室
外
機
か
ら
出
る
水
な
ど
、
二
次

利
用
水
と
し
て
溜
め
て
使
う
…
、
と
い
う
の
が
一
般
的

な
マ
ナ
ー
の
よ
う
で
あ
る
。

　

猛
暑
や
酷
暑
の
日
中
、
大
規
模
な
一
斉
打
ち
水
作
戦

で
一
帯
を
ど
れ
だ
け
冷
や
す
効
果
が
あ
る
の
か
。
財
団

法
人
電
力
中
央
研
究
所
の
分
析
で
は
、
打
ち
水
す
る
面

積
や
人
数
・
規
模
に
よ
っ
て
効
果
に
ば
ら
つ
き
は
あ
る

が
、
節
電
対
策
の
一
環
と
し
て
打
ち
水
に
よ
る
一
定
の

効
果
は
期
待
で
き
る
、
と
み
て
い
る
。 

（
編
集
部
）
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宮
城
県
の
現
状
か
ら

　

節
電
計
画
を
立
ち
上
げ
た
の
は
、
東
日
本
大
震
災
か
ら

１
カ
月
を
過
ぎ
た
２
０
１
１
年
４
月
の
こ
と
だ
っ
た
。
す

で
に
世
間
で
は
夏
場
の
電
力
不
足
が
叫
ば
れ
る
よ
う
に
な

り
、
宮
城
県
も
例
外
で
は
な
か
っ
た
。
人
々
の
節
電
に
対

す
る
意
識
は
否
応
な
し
に
高
ま
っ
て
お
り
、
そ
の
波
に

乗
っ
か
り
一
躍
ブ
ー
ム
と
な
っ
た
の
が「
緑
の
カ
ー
テ
ン
」

で
あ
る
。
見
た
目
も
涼
し
く
、
楽
し
く
取
り
組
め
る
上
に

節
電
効
果
が
あ
る
。
夏
の
節
電
に
は
も
っ
て
こ
い
の
材
料

だ
。

　

こ
れ
を
宮
城
県
で
取
り
組
め
な
い
も
の
か
と
考
え
て
い

る
と
、
宮
城
県
の
あ
る
現
状
が
見
え
て
き
た
。
宮
城
県
に

お
け
る
１
年
間
の
月
別
電
力
消
費
量
は
、
夏
の
み
に
ピ
ー

ク
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
平
均
的
に
消
費
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
１
年
を
通
し
た
電
力
の
観
点
か
ら
言
う
と
、

節
電
対
策
は
夏
も
冬
も
必
須
で
あ
る
の
だ
。
さ
ら
に
資
源

エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
の
推
計
に
よ
る
と
、
家
庭
に
お
い
て
は

53
％
が
エ
ア
コ
ン
、
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
に
お
い
て
は
48
％
が

空
調
に
よ
っ
て
電
力
が
消
費
さ
れ
て
い
る
た
め
、
空
調
に

重
点
を
お
く
節
電
対
策
が
有
効
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ

た
。
そ
こ
で
冬
の
節
電
対
策
と
し
て
、
簡
単
に
取
り
付
け

ら
れ
、
か
つ
快
適
な
生
活
を
損
な
わ
な
い
と
い
う
点
か
ら

「
断
熱
シ
ー
ト
」
を
導
入
す
る
こ
と
に
し
た
。
こ
の
結
果
、

「
緑
の
カ
ー
テ
ン
」
と
「
断
熱
シ
ー
ト
」
を
利
用
し
た
家

庭
や
企
業
で
の
空
調
機
器
に
お
け
る
節
電
対
策
を
目
指
す

こ
と
に
な
っ
た
。

節
電
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
を
立
ち
上
げ

　

事
業
を
進
め
る
に
あ
た
り
重
点
を
置
い
た
こ
と
は
、
こ

の
事
業
の
も
う
一
つ
の
狙
い
で
も
あ
る
「
地
域
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と

の
連
携
」
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
み
や
ぎ
・
環
境
と
く
ら
し
・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
設
け
ら
れ
て
い
る
「
ス
ト
ッ
プ
温
暖
化

セ
ン
タ
ー
み
や
ぎ
」
と
以
前
か
ら
交
流
の
あ
っ
た
特
定
非

営
利
活
動
法
人
環
境
会
議
所
東
北
、
み
や
ぎ
生
活
協
同
組

合
と
と
も
に
節
電
対
策
事
業
の
実
施
に
つ
い
て
検
討
を
重

ね
た
。

　

ま
ず
、
環
境
会
議
所
東
北
は
こ
れ
ま
で
「
み
ち
の
く
Ｅ

Ｍ
Ｓ
」、「
エ
コ
プ
ロ
ダ
ク
ツ
東
北
」
な
ど
の
事
業
を
通
し

て
、
主
に
企
業
を
対
象
に
活
動
を
行
っ
て
き
た
団
体
で
あ

る
た
め
、
そ
の
繋
が
り
を
生
か
し
、
企
業
を
対
象
に
節
電

の
呼
び
掛
け
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。
次
に
、
み
や
ぎ
生

協
は
、
60
万
人
を
超
え
る
組
合
員
数
を
保
有
す
る
こ
と
を

生
か
し
、
メ
ン
バ
ー
に
向
け
て
家
庭
に
お
け
る
節
電
の
呼

び
掛
け
を
行
い
、
さ
ら
に
み
や
ぎ
生
協
本
部
事
業
所
に
も

緑
の
カ
ー
テ
ン
と
断
熱
シ
ー
ト
を
導
入
す
る
こ
と
に
し

た
。

　

そ
の
後
、
仙
台
生
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、

青
空
エ
コ
カ
フ
ェ
、
東
北
電
力
株
式
会
社
に
も
共
同
実
施

を
提
案
し
た
。
仙
台
生
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

は
、
生
ご
み
堆
肥
を
活
用
し
た
園
芸
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
伝
え

る
家
庭
向
け
の
講
座
を
開
い
て
い
る
こ
と
か
ら
家
庭
を
対

象
に
、
生
ご
み
堆
肥
を
利
用
し
た
緑
の
カ
ー
テ
ン
に
よ
る

節
電
を
呼
び
掛
け
る
こ
と
に
し
た
。

　

ま
た
青
空
エ
コ
カ
フ
ェ
は
、
気
仙
沼
市
を
中
心
に
地
球

公
益
財
団
法
人 

み
や
ぎ
・
環
境
と
く
ら
し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク　

●　

岸　

恵
理

緑
の
カ
ー
テ
ン
、断
熱
シ
ー
ト
で
大
き
な
成
果

―
み
や
ぎ
節
電
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
２
０
１
１―

3
宮
城
県

地
域
で
取
り
組
む
節
電
対
策

特集

コンソーシアム図
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温
暖
化
防
止
の
普
及
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
た
め
、
気
仙
沼
市
内
の
仮
設
住

宅
に
断
熱
シ
ー
ト
の
導
入
と
節
電
の
呼
び
掛
け
を
す
る
こ

と
に
し
た
。
東
北
電
力
は
、
夏
の
電
力
不
足
に
備
え
て
大

口
・
小
口
の
顧
客
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
お
り
、

家
庭
へ
向
け
た
呼
び
掛
け
を
強
化
す
る
た
め
節
電
に
対
す

る
情
報
提
供
を
依
頼
し
た
。

　

さ
ら
に
、
外
部
有
識
者
と
し
て
東
北
大
学
教
授
の
中
田

俊
彦
氏
に
加
わ
っ
て
い
た
だ
き
、
節
電
対
策
実
施
に
よ
る

温
室
効
果
ガ
ス
削
減
量
を
算
出
す
る
た
め
の
検
討
を
重
ね

た
。
こ
の
よ
う
に
６
つ
の
団
体
等
が
集
ま
り
「
み
や
ぎ
節

電
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」
の
構
築
に
至
っ
た
。

節
電
対
策
事
業
が
ス
タ
ー
ト

　

計
画
が
出
来
上
が
り
、
６
月
か
ら
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し

た
。
家
庭
に
お
い
て
は
、一
般
家
庭
か
ら
希
望
者
を
募
り
、

夏
は
緑
の
カ
ー
テ
ン
（
16
世
帯
）、冬
は
断
熱
シ
ー
ト
（
１

０
０
世
帯
）
を
導
入
し
、
節
電
を
実
践
し
て
も
ら
っ
た
。

企
業
に
お
い
て
は
、
夏
冬
を
通
し
て
断
熱
シ
ー
ト
の
導
入

（
９
社
）
を
行
い
、
夏
に
２
カ
月
程
度
、
冬
に
２
カ
月
程

度
節
電
を
実
践
し
て
も
ら
っ
た
。
さ
ら
に
、
節
電
へ
の
取

り
組
み
強
化
の
た
め
、
実
施
期
間
中
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
参

加
者
を
対
象
に
節
電
講
座
を
開
催
し
た
。
そ
し
て
、
夏
と

冬
の
実
施
後
に
そ
れ
ぞ
れ
、
検
針
票
と
電
力
の
使
用
削
減

へ
至
っ
た
行
動
要
因
を
調
べ
る
た
め
の
導
入
前
後
の
節
電

行
動
を
聞
く
ア
ン
ケ
ー
ト
を
回
収
し
た
。

８
月
に
22
％
の
節
電
効
果

　

外
部
有
識
者
の
中
田
俊
彦
氏
の
指
導
の
も
と
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
参
加
者
か
ら
返
送
さ
れ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
を
集
計

し
、
電
気
使
用
削
減
量
の
平
均
値
を
算
出
し
、
二
酸
化
炭

素
削
減
量
に
換
算
し
た
。
そ
の
結
果
、｢

み
や
ぎ
節
電
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
２
０
１
１
」
実
施
に
よ
る
削
減
量
は
以
下
の

通
り
で
あ
る
。

　

二
酸
化
炭
素
削
減
量
は
９
５
４
８
４
㎏―

Ｃ
Ｏ
２
／
年

　

内
訳
は
（
家
庭
）
４
５
３
４
㎏―

Ｃ
Ｏ
２
／
年

　
　
　
　

（
企
業
）
９
０
９
５
０
㎏―

Ｃ
Ｏ
２
／
年

　

電
気
使
用
量
で
は
、
夏
冬
と
も
に
前
年
度
と
比
較
し
減

少
し
て
い
た
。
特
に
８
月
は
前
年
度
比
22
・
１
％
削
減
と

大
幅
な
節
電
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
参
加
者
か
ら

は｢

緑
の
カ
ー
テ
ン
を
育
て
る
こ
と
で
節
電
へ
の
意
識
は

確
実
に
高
ま
っ
た｣

、「
温
度
や
湿
度
を
記
録
す
る
こ
と

で
節
電
を
意
識
で
き
た
」
と
い
う
声
が
多
数
寄
せ
ら
れ
、

節
電
に
対
す
る
意
識
の
変
化
に
も
効
果
が
あ
っ
た
こ
と
が

う
か
が
え
る
。

　

こ
の
事
業
は
、
す
で
に
地
域
に
根
差
し
た
草
の
根
的
な

活
動
を
行
っ
て
い
る
団
体
が
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
の
特
色
を

生
か
し
、
連
携
し
て
実
施
し
た
こ
と
に
よ
り
実
現
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
そ
し
て
何
よ
り
、
参
加
者
に
と
っ
て
も
、

楽
し
く
、
か
つ
、
快
適
な
生
活
を
損
な
わ
ず
取
り
組
め
る

対
策
で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
実
践
で
き
た
の
だ
ろ
う
。

　

今
年
度
は
、
新
た
な
設
置

対
象
と
し
て
幼
稚
園
や
小
学

校
の
追
加
を
検
討
し
て
い

る
。
ま
た
、
地
域
へ
の
波
及

効
果
を
高
め
る
た
め
の
取
り

組
み
も
強
化
し
て
い
き
た

い
。
そ
し
て
こ
の
事
業
が
、

家
族
や
地
域
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
き
っ
か
け
と

な
り
、
節
電
の
取
り
組
み
が

よ
り
一
層
広
が
る
こ
と
を
期

待
し
た
い
。

断熱シートを貼った窓（企業）

みやぎ生協本部に設置した緑のカーテン
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平
成
22
年
度
の
埼
玉
県
の
家
庭
部
門
か
ら
排
出
さ
れ
た

二
酸
化
炭
素
は
、
全
体
の
21
・
２
％
を
占
め
、
１
９
９
０

年
に
比
べ
55
・
４
％
も
増
加
し
て
い
る
。

　

埼
玉
県
で
は
、
平
成
17
年
度
か
ら
「
エ
コ
ラ
イ
フ
Ｄ
Ａ

Ｙ
」
を
実
施
し
、
家
庭
の
エ
コ
ラ
イ
フ
推
進
の
「
き
っ
か

け
づ
く
り
」に
取
り
組
ん
で
き
た
。
平
成
23
年
度
に
は
夏
・

冬
通
じ
て
延
べ
１
２
０
万
人
以
上
も
の
参
加
を
得
る
こ
と

が
で
き
た
。
こ
う
し
た
取
組
に
よ
り
県
民
へ
の
温
暖
化
対

策
の
普
及
啓
発
に
努
め
て
い
る
。

　

平
成
20
年
度
末
に
は
「
ス
ト
ッ
プ
温
暖
化
・
埼
玉
ナ
ビ

ゲ
ー
シ
ョ
ン
２
０
５
０
（
埼
玉
県
地
球
温
暖
化
対
策
実
行

計
画
）」
を
策
定
し
、
方
向
性
の
一
つ
に
「
低
炭
素
型
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
へ
の
転
換
」
を
据
え
た
。
そ
の
た
め
「
エ

コ
ラ
イ
フ
Ｄ
Ａ
Ｙ
」
の
成
果
を
活
か
し
つ
つ
、
さ
ら
に
具

体
的
な
家
庭
の
二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２
）
排
出
量
の
削
減

に
つ
な
が
る
対
策
を
と
る
必
要
が
あ
っ
た
。

事
業
概
要

　

そ
こ
で
、
家
庭
か
ら
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
原
因
の
う
ち
で
一

番
多
い
（
40
％
超
）
電
気
の
使
用
量
を
削
減
す
る
た
め
、

平
成
21
年
度
か
ら
「
家
庭
の
電
気
ダ
イ
エ
ッ
ト
コ
ン
ク
ー

ル
（
以
下
、
コ
ン
ク
ー
ル
）」
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

各
家
庭
で
８
月
分
の
電
気
の
検
針
期
間
に
節
電
に
取
り

組
ん
で
も
ら
い
、「
前
年
同
時
期
と
比
較
し
て
ど
れ
だ
け

電
力
使
用
量
が
減
ら
せ
た
か
」
を
競
い
合
う
コ
ン
ク
ー
ル

で
あ
る
。
平
成
21
年
度
か
ら
23
年
度
ま
で
、
以
下
の
２
つ

の
部
門
で
応
募
を
集
め
た
。

〈
電
気
ダ
イ
エ
ッ
ト
部
門
〉

　

当
年
と
前
年
と
の
８
月
検
針
分
の
電
気
使
用
量
を
比
較

し
、
削
減
率
の
高
さ
を
競
う
部
門
。

〈
省
エ
ネ
達
人
部
門
〉

　

当
年
の
８
月
検
針
分
の
「
使
用
量
」
の
少
な
さ
を
競
う

部
門
。

　

他
の
家
庭
と
「
競
う
」
こ
と
や
、
賞
品
が
当
た
る
と
い

う
「
楽
し
さ
」
を
感
じ
て
も
ら
う
こ
と
で
、
よ
り
一
層
の

節
電
に
取
り
組
ん
で
も
ら
う
こ
と
を
狙
っ
て
い
る
。

　

な
お
、
コ
ン
ク
ー
ル
の
実
行
組
織
と
し
て
、
埼
玉
県
地

球
温
暖
化
防
止
活
動
推
進
セ
ン
タ
ー
や
生
協
関
係
組
織
、

市
民
団
体
ら
と
実
行
委
員
会
を
組
織
す
る
な
ど
、
地
域
で

の
大
き
な
取
組
と
な
る
よ
う
に
努
め
た
。

平
成
23
年
度
の
実
施
結
果

　

平
成
23
年
度
の
夏
は
15
％
の
節
電
目
標
を
達
成
す
る
た

め
、「
埼
玉
県　

節
電　

ア
ク
シ
ョ
ン　

△
（
マ
イ
ナ
ス
）

15
％
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
行
政
、
企
業
、
県
民

が
一
体
と
な
っ
た
節
電
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
た
。

　

こ
う
し
た
中
、
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
の
削
減
と
と
も
に
、
家

庭
部
門
の
節
電
対
策
と
し
て
も
コ
ン
ク
ー
ル
を
位
置
づ
け

た
。
よ
り
多
く
の
県
民
の
参
加
を
集
め
る
た
め
、
実
行
委

員
会
に
よ
る
運
営
に
加
え
て
、「
埼
玉
夏
の
節
電
コ
ン
ソ
ー

シ
ア
ム
２
０
１
１
」
を
結
成
し
、
自
治
体
、
大
学
、
地
域

の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
に
参
加
し
て
も
ら
っ
た
。

　

ま
た
、
県
内
の
企
業
へ
直
接
出
向
い
て
従
業
員
の
参
加

を
依
頼
す
る
、
地
元
の
ラ
ジ
オ
番
組
に
職
員
が
直
接
出
演

す
る
な
ど
、
県
民
に
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
、
幅
広
い
呼
び

か
け
を
行
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
政
府
が
作
成
し
た
節
電
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

で
あ
る
「
家
庭
の
節
電
宣
言
」
の
事
業
構
築
に
協
力
し
、

政
府
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
リ
ン
ク
の
貼
り
付
け
や
、
政
府

主
催
の
節
電
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
も
行
っ
た
。

　

加
え
て
、
震
災
の
影
響
で
計
画
停
電
を
体
験
し
た
こ
と

や
、
新
聞
・
テ
レ
ビ
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
で
取
り
上
げ
ら
れ

た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
県
民
の
節
電
意
識
が
高
ま
り
、
県

の
施
策
に
関
心
の
な
か
っ
た
層
に
も
参
加
を
開
拓
す
る
こ

と
に
成
功
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
平
成
22
年
度
の
12
倍
と
な
る
１
万
５
５
１

２
も
の
家
庭
か
ら
応
募
が
あ
っ
た
。
そ
の
う
ち
、
前
年
同

時
期
と
比
較
が
可
能
な
応
募
家
庭
の
98
％
が
、
昨
年
よ
り

電
気
使
用
量
を
減
ら
す
こ
と
に
成
功
し
、
最
優
秀
家
族
は

埼
玉
県
環
境
部
温
暖
化
対
策
課 

主
事　

●　

早
川
智
子

「
家
庭
の
電
気
ダ
イ
エ
ッ
ト
」
を
競
う

―
県
民
の
節
電
意
識
高
ま
り
、
参
加
層
広
が
る―

4
埼
玉
県

地
域
で
取
り
組
む
節
電
対
策

特集
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85
・
５
％
も
の
「
電
気
ダ
イ
エ
ッ
ト
」
を
達
成
し
た
。

平
成
24
年
度
事
業
の
実
施
に
あ
た
っ
て

　

こ
の
と
お
り
、多
く
の
参
加
を
得
た
コ
ン
ク
ー
ル
だ
が
、

平
成
24
年
度
の
実
施
に
あ
た
り
、
さ
ら
に
多
く
の
参
加
を

得
る
た
め
に
見
直
し
を
行
っ
た
。

（
１
）「
コ
ン
ク
ー
ル
形
式
」
の
見
直
し

　

昨
夏
は
15
％
の
節
電
が
求
め
ら
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
多

く
の
家
庭
で
電
気
使
用
量
を
大
き
く
削
減
し
て
い
た
だ
い

た
。
し
か
し
、
今
年
は
昨
夏
よ
り
も
大
幅
に
節
電
す
る
の

は
困
難
な
家
庭
も
多
い
と
考
え
た
。
そ
こ
で
、「
省
エ
ネ

達
人
部
門
」
を
廃
止
す
る
と
と
も
に
、
以
下
の
賞
を
設
け

る
こ
と
に
し
た
。

・ 

昨
年
程
度
の
節
電
に
取
り
組
ん
だ
家
庭
を
対
象
と
す
る

賞
・ 

昨
年
以
上
の
節
電
は
で
き
な
く
て
も
、
節
電
に
取
り
組

ん
だ
と
い
う
家
庭
を
対
象
と
す
る
賞

（
２
） 

期
間
の
延
長

　

平
成
23
年
度
ま
で
は
８
月
分
の
み
を
対
象
と
し
て
き
た

が
、
平
成
24
年
度
は
７
月
と
８
月
の
２
カ
月
分
を
対

象
と
す
る
こ
と
と
し
た
。

（
３
）
企
業
賞
の
創
設

　

昨
年
以
上
の
節
電
を
達
成
し
た
家
庭
の
賞
品
と
す

る
た
め
、
企
業
に
協
賛
を
依
頼
し
た
。
家
電
量
販
店

や
清
涼
飲
料
水
メ
ー
カ
ー
な
ど
、
計
６
社
か
ら
協
賛

賞
品
の
提
供
を
受
け
、「
企
業
賞
」
と
し
て
抽
選
で

プ
レ
ゼ
ン
ト
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
。

（
４
）
家
電
量
販
店
と
の
連
携

　

家
電
量
販
店
２
社
の
協
力
を
得
て
、
県
内
の
店
舗
で
の

チ
ラ
シ
の
配
布
・
回
収
を
行
う
。
省
エ
ネ
家
電
へ
の
買
換

え
も
家
庭
の
電
力
使
用
の
削
減
に
は
効
果
的
で
あ
る
た

め
、
そ
れ
を
販
売
す
る
場
で
の
事
業
の
Ｐ
Ｒ
効
果
は
高
い

と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
新
た
な
広
報
手
段
と
し
て
、「
口
コ
ミ
」
で
の

情
報
拡
散
を
図
る
た
め
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ

ン
グ
・
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
「Facebook

」
を
活
用
し
て

い
く
。
そ
れ
に
よ
り
、
節
電
等
の
情
報
の
県
か
ら
の
配
信

や
、
節
電
ア
イ
デ
ィ
ア
の
募
集
、
共
有
を
行
う
。

今
後
の
課
題

　

今
夏
、
東
京
電
力
管
内
で
は
前
年
の
よ
う
な
節
電
目
標

は
設
定
さ
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
温
暖
化
対
策
の
た
め

に
も
節
電
を
始
め
と
し
た
省
エ
ネ
を
定
着
さ
せ
る
必
要
が

あ
る
。

　

省
エ
ネ
を
継
続
す
る

に
は
、
身
近
に
で
き
る

取
組
を
無
理
の
な
い
範

囲
で
行
う
こ
と
が
有
効

と
な
る
。

　

で
き
る
だ
け
多
く
の

家
庭
に
節
電
・
省
エ
ネ

を
実
践
し
て
も
ら
う
た

め
、
エ
コ
ラ
イ
フ
へ
の

取
組
み
を
「
県
民
ム
ー

ブ
メ
ン
ト
」
に
拡
大
し

て
い
け
る
よ
う
、
今
後

も
取
り
組
ん
で
い
く
。

平成23年度のリーフレット
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平
成
23
年
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
に
よ

り
、
東
京
電
力
の
原
子
力
発
電
所
や
火
力
発
電
所
が
大
き

な
被
害
を
受
け
、
電
力
供
給
量
が
大
き
く
減
少
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
、
電
力
需
要
量
が
供
給
量
を
上
回
る
こ
と

に
よ
る
大
規
模
停
電
を
回
避
す
る
た
め
、
関
東
地
方
を
中

心
に
計
画
停
電
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
荒
川
区
の

一
部
が
計
画
停
電
の
対
象
地
域
と
な
っ
た
。
計
画
停
電
は

５
回
実
施
さ
れ
、
区
民
生
活
や
地
域
産
業
に
大
き
な
打
撃

を
与
え
た
。

　

荒
川
区
は
、
こ
の
経
験
を
踏
ま
え
、
電
力
需
要
が
増
大

す
る
夏
に
向
け
て
、
予
見
で
き
な
い
大
規
模
停
電
は
な
ん

と
し
て
も
回
避
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
強
い
決
意
の

も
と
節
電
本
部
を
設
置
し
、
区
内
全
域
で
区
民
・
事
業
者

も
一
体
と
な
っ
て
節
電
に
取
り
組
ん
だ
。

「
節
電
マ
イ
レ
ー
ジ
コ
ン
テ
ス
ト
」
で

楽
し
い
節
電

　

家
庭
に
お
け
る
節
電
に
つ
い
て
は
、
我
慢
ば
か
り
の
苦

し
い
節
電
で
は
な
く
、
楽
し
く
前
向
き
に
取
り
組
め
る
工

夫
を
し
た
。
電
気
使
用
量
が
前
年
に
比
べ
、
20
％
、
30
％

以
上
の
削
減
で
グ
ッ
ズ
が
も
ら
え
る
「
あ
ら
か
わ
節
電
マ

イ
レ
ー
ジ
コ
ン
テ
ス
ト
」
を
実
施
し
た
。

　

節
電
結
果
の
確
認
は
、
東
京
電
力
が
需
要
家
向
け
に
通

知
し
て
い
る
「
電
気
ご
使
用
量
の
お
知
ら
せ
」
に
記
載
の

あ
る
前
年
同
月
の
電
気
使
用
量
と
の
比
較
に
よ
り
行
っ

た
。
20
％
以
上
の
削
減
を
達
成
し
た
場
合
は
、
手
押
し
発

電
式
ラ
イ
ト
、
あ
ら
坊(

区
シ
ン
ボ
ル
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー)

キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
、
ミ
ニ
ソ
ー
ラ
ー
ラ
イ
ト
、
節
電
ア
ダ
プ

タ
ー
の
内
の
一
つ
を
進
呈
し
た
。

　

30
％
以
上
の
削
減
を
達
成
し
た
場
合
は
、
月
ご
と
に
賞

品
を
設
定
し
、
７
月
分
・
Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
球
、
８
月
分
・
太
陽

光
充
電
リ
チ
ウ
ム
ポ
リ
マ
ー
携
帯
電
話
充
電
器
、９
月
分
・

区
内
共
通
お
買
い
物
券
２
千
円
分
、
10
月
分
・
ソ
ー
ラ
ー

充
電
式
ラ
イ
ト
＆
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
を
進
呈
し
た
。こ
の
結
果
、

期
間
中
延
べ
５
０
３
０
世
帯(

荒
川
区
内
は
約
９
万
６
千

世
帯)

が
20
％
以
上
の
節
電
を
達
成
し
た
。

　

応
募
用
紙
に
記
入
し
て
も
ら
っ
た
節
電
の
取
組
に
は
、

「
以
前
は
昨
年
の
使
用
量
が
ど
う
だ
っ
た
か
気
に
も
し
な

か
っ
た
が
、
意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
」「
節
電
の
た
め

に
古
い
家
電
を
最
新
の
も
の
に
買
い
替
え
た
だ
け
で
、
大

幅
に
使
用
量
が
減
っ
た
」
な
ど
の
記
述
も
あ
り
、
区
民
の

意
識
の
変
化
を
感
じ
る
と
と
も
に
、
省
エ
ネ
家
電
へ
の
買

い
替
え
効
果
を
改
め
て
実
感
す
る
結
果
と
な
っ
た
。

熱
中
症
対
策
に
も
役
立
っ
た

「
街
な
か
避
暑
地
」

　

さ
ら
に
は
、
節
電
と
合
わ
せ
て
乳
幼
児
や
高
齢
者
の
熱

中
症
予
防
を
考
慮
し
た
対
策
と
し
て
「
あ
ら
か
わ
街
な
か

避
暑
地
」
を
実
施
し
た
。
こ
れ
は
、
区
民
に
節
電
の
協
力

を
お
願
い
す
る
こ
と
に
よ
り
、
熱
中
症
に
な
っ
て
は
本
末

転
倒
で
あ
る
た
め
、
自
宅
の
冷
房
等
を
停
止
し
て
、
区
施

設
を
避
暑
地
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
家
庭
で
の

電
気
の
使
用
を
抑
え
、
区
全
体
の
節
電
効
果
を
向
上
さ
せ

る
だ
け
で
な
く
、
高
齢
者
等
の
熱
中
症
対
策
も
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
実
施
し
た
。
実
施
施
設
で
は
写
真
展
や
落

語
会
を
開
催
す
る
な
ど
、
気
軽
に
立
ち
寄
り
、
楽
し
め
る

イ
ベ
ン
ト
等
を
開
催
し
た
。

　

予
算
も
限
ら
れ
て
い
る
中
、
視
点
を
変
え
て
、
節
電
対

策
を
行
っ
た
こ
と
が
、
あ
ら
か
わ
街
な
か
避
暑
地
の
事
業

の
特
徴
で
あ

る
。
実
施
期

間
は
、
平
成

23
年
６
月
21

日
〜
９
月
30

日
と
設
定
し

た
。
実
施
時

間
に
つ
い
て

は
、
各
施
設

の
通
常
の
開

館
時
間
と
し

た
。
実
施
施

荒
川
区
環
境
清
掃
部 

環
境
課
環
境
推
進
係　

●　

齋
藤
邦
彦

節
電
・
省
エ
ネ
型
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
へ

―
荒
川
区
の
楽
し
く
前
向
き
な
節
電
運
動―

5
東
京
都
荒
川
区

地
域
で
取
り
組
む
節
電
対
策
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特集 地域で取り組む節電対策

設
は
、
ふ
れ
あ
い
館
、
ひ
ろ
ば
館
、
図
書
館
、
ス
ポ
ー
ツ

施
設
、
文
化
施
設
等
33
施
設
で
、
施
設
の
選
定
は
、
誰
で

も
利
用
可
能
な
施
設
と
し
た
。

　

実
施
前
に
は
、
標
準
的
な
ふ
れ
あ
い
館
の
冷
房
設
備
の

状
況
か
ら
、街
な
か
避
暑
地
の
効
果
を
試
算
し
た
。
ま
た
、

実
績
の
把
握
や
可
能
な
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
各
施
設
に
ア

ン
ケ
ー
ト
を
取
り
、
実
績
の
把
握
方
法
、
空
調
の
状
況
、

茶
菓
や
雑
誌
の
提
供
が
可
能
か
確
認
し
た
。実
施
結
果
は
、

ふ
れ
あ
い
館
等
で
は
、
利
用
者
が
前
年
比
１
万
２
７
６
４

人
増
加
し
た
。
こ
れ
は
、
節
電
の
Ｐ
Ｒ
に
よ
り
、
ふ
れ
あ

い
館
・
ひ
ろ
ば
館
が
街
な
か
避
暑
地
と
し
て
も
新
た
に
認

識
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

一
方
、
図
書
館
に
つ
い
て
は
、
利
用
者
数
が
減
少
し
た

が
、
22
年
度
が
記
録
的
な
猛
暑
で
あ
っ
た
た
め
、
例
年
に

比
べ
て
利
用
者
が
特
に
多
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。
熱
中
症
対
策
と
地
域
の
節
電
と
い
う
視
点
で

始
ま
っ
た
「
街
な
か
避
暑
地
」
が
区
民
同
士
の
新
た
な
交

流
の
場
と
な
る
な
ど
、
当
初
の
見
込
み
以
上
の
効
果
も
得

ら
れ
た
。

　

街
な
か
避
暑
地
実
施
に
伴
う
節
電
効
果
と
し
て
、
街
な

か
避
暑
地(20

館
分)

の
開
設
に
よ
り
、
１
家
庭
あ
た
り
１

人
の
方
が
１
台
の
エ
ア
コ
ン
を
停
止
し
、
１
人
で
来
館
す

る
と
し
て
試
算
す
る
と
、
約
１
０
６
４
軒
分
の
電
気
使
用

量
が
節
電
で
き
た
。（
夏
季
の
家
庭
の
平
均
使
用
電
力
は
、

東
京
電
力
が
公
表
し
て
い
る
デ
ー
タ
か
ら
推
計
し
、
３
５

０
㌔
ワ
ッ
ト
時
と
し
た
）

　

熱
中
症
の
発
生
状
況
は
、
平
成
23
年
６
月
か
ら
９
月
ま

で
の
荒
川
区
に
お
け
る
熱
中
症
患
者
数
は
、
昨
年
同
時
期

と
比
較
し
て
約
36
％
減
少
し
た
。
熱
中
症
の
注
意
喚
起
や

予
防
等
が
功
を
奏
し
た
こ
と
も
あ
る
が
、
同
デ
ー
タ
を
23

区
全
体
の
デ
ー
タ
と
比
較
す
る
と
、
荒
川
区
の
熱
中
症
患

者
数
の
減
少
率
が
大
幅
に
上
回
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
街

な
か
避
暑
地
事
業
の
効
果
も
表
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

区
施
設
の
節
電
に
つ
い
て

　

区
施
設
の
節
電
の
状
況
に
つ
い
て
も
報
告
す
る
。
街
な

か
避
暑
地
の
実
施
施
設
を
含
む
区
施
設
に
も
節
電
目
標
を

掲
げ
て
い
た
。
主
に
職
員
が
執
務
す
る
本
庁
舎
、
区
民
事

務
所
等
は
前
年
同
月
比
30
％
の
削
減
、
区
民
が
利
用
す
る

施
設
は
昨
年
同
月
比
20
％
の
削
減
と
い
う
、
国
が
提
示
し

た
節
電
目
標
15
％
を
大
き
く
上
回
る
目
標
値
を
率
先
し
て

設
定
し
た
。

　

な
お
、
30
％
目
標
施
設
に
お
い
て
は
、
６
、
７
月
分
は

目
標
を
達
成
で
き
た
が
、
８
月
分
は
28
・
３
％
の
削
減
に

と
ど
ま
っ
た
。
本
庁
舎
の
耐
震
改
修
工
事
に
お
い
て
騒
音

対
策
等

を
考
慮

し
、
空

調
を
稼

動
し
な

が
ら
密

閉
作
業

を
行
っ

た
こ
と
が
一
因
と
考
え
ら
れ
る
。

　

９
月
分
は
電
力
制
限
令
が
解
除
さ
れ
た
後
の
期
間
も
含

ま
れ
て
お
り
、
電
力
制
限
令
解
除
後
は
、
目
標
値
を
「
無

理
の
な
い
範
囲
で
15
％
程
度
の
節
電
を
目
標
と
す
る
」
と

変
更
し
た
た
め
、
27
％
に
と
ど
ま
っ
た
。
20
％
目
標
施
設

に
お
い
て
は
、
６
月
分
か
ら
９
月
分
ま
で
の
全
て
で
目
標

値
を
大
き
く
上
回
っ
た
。

　

区
民
利
用
部
分
は
空
調
等
を
稼
働
さ
せ
つ
つ
、
職
員
利

用
部
分
で
努
力
し
た
こ
と
に
よ
る
効
果
だ
と
考
え
ら
れ

る
。「
街
な
か
避
暑
地
」
実
施
施
設
を
含
ん
で
の
好
結
果

で
あ
っ
た
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
区
施
設
の
み
な
ら
ず
荒

川
区
地
域
全
体
で
の
節
電
に
も
寄
与
し
た
と
考
え
ら
れ

る
。

今
夏
の
節
電
対
策
の
鍵
は
「
健
康
」

　

昨
年
を
踏
ま
え
て
、
今
年
は
、「
健
康
」
の
視
点
を
取

り
入
れ
た
施
策
展
開
を
行
う
。「
あ
ら
か
わ
街
な
か
避
暑

地
」
は
、
実
施
施
設
も
昨
年
の
33
カ
所
か
ら
、
46
カ
所
に

増
加
さ
せ
る
。
熱
中
症
予
防
や
健
康
増
進
イ
ベ
ン
ト
を
実

施
す
る
と
共
に
、
シ
ニ
ア
の
た
め
の
健
康
づ
く
り
教
室
、

い
き
い
き
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
、
こ
ろ
ば
ん
体
操
の
事
業
を

充
実
さ
せ
た
り
、
健
康
情
報
コ
ー
ナ
ー
の
設
置
、
荒
川
区

制
施
行
80
周
年
写
真
館
を
開
催
す
る
。

　

ま
た
、
う
ち
わ
の
配
布
、
茶
菓
の
提
供
な
ど
を
行
い
、

街
な
か
避
暑
地
の
雰
囲
気
を
盛
り
上
げ
て
い
く
。そ
の
他
、

「
あ
ら
か
わ
節
電
マ
イ
レ
ー
ジ
コ
ン
テ
ス
ト
２
０
１
２
」

や
「
あ
ら
か
わ
節
電
検
定
」
を
実
施
す
る
な
ど
、
東
日
本

大
震
災
を
契
機
と
し
て
始
ま
っ
た
節
電
対
策
は
、
節
電
・

省
エ
ネ
型
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
へ
の
転
換
と
い
う
息
の
長

い
対
策
と
し
て
継
続
し
て
い
く
。

街なか避暑地実施中のポスター

●●●
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「
つ
む
ぎ
の
湯
」
は
、
山
梨
県
の
中
南
部
・
国
道
52
号

線
富
士
川
添
い
の
山
間
部
の
静
か
な
環
境
の
地
域
に
位
置

す
る
市
川
三
郷
町
営
温
泉
施
設
で
あ
る
。
合
併
前
の
旧
六

郷
町
時
代
の
平
成
15
年
11
月
に
町
民
の
健
康
維
持
増
進
や

地
域
の
産
業
・
経
済
等
の
活
性
化
を
担
っ
て
建
設
さ
れ
た
。

　

平
成
17
年
10
月
の
合
併
後
の
市
川
三
郷
町
（
三
珠
町
＋

市
川
大
門
町
＋
六
郷
町
）
と
な
っ
た
現
在
で
も
、
そ
の
基

本
理
念
は
変
わ
ら
ず
、健
康
維
持
増
進
事
業
に
つ
い
て
は
、

「
温
泉
入
浴
」
と
「
休
憩
」
に
よ
る
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン

と
い
う
心
身
と
も
に
し
た
健
康
づ
く
り
の
場
を
提
供
し
て

い
る
。
ま
た
地
域
の
産
業
・
経
済
等
に
つ
い
て
は
、
旧
六

郷
町
の
地
場
産
業
で
あ
る
「
印
鑑
」
の
Ｐ
Ｒ
を
は
じ
め
、

農
産
加
工
品
な
ど
の
直
売
コ
ー
ナ
ー
な
ど
で
、
そ
の
活
性

化
を
図
っ
て
い
る
。

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
ま
で

　

東
日
本
大
震
災
以
後
、
全
国
的
な
電
力
不
足
は
深
刻
で

あ
り
、
当
町
で
も
庁
舎
を
は
じ
め
、
各
施
設
で
の
節
電
へ

の
取
り
組
み
が
開
始
さ
れ
、
節
電
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

を
中
心
と
し
た
節
電
の
成
果
に
は
、
目
を
見
張
る
も
の
が

あ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
、同
じ
く
町
営
施
設
で
あ
る
「
つ
む
ぎ
の
湯
」

は
、
入
浴
お
よ
び
集
客
施
設
で
あ
り
、
町
民
を
は
じ
め
と

し
た
来
館
者
へ
の
快
適
な
環
境
を
提
供
す
る
こ
と
が
施
設

の
目
的
で
あ
る
。
館
内
温
度
の
調
整
、
照
明
類
の
消
灯
な

ど
、
一
般
的
な
節
電
対
策
を
実
施
す
る
こ
と
は
、
運
営
理

念
か
ら
も
最
善
策
で
は
な
い
と
考
え
た
。

　

そ
こ
で
、
検
討
し
た
の
が
「
節
電
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
な

ら
ぬ
「
節
電
支
援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
で
あ
っ
た
。

　

施
設
自
体
の
節
電
が
不
適
切
な
ら
ば
、
思
い
切
っ
て
節

電
は
行
わ
ず
、
来
館
者
の
家
庭
の
節
電
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

側
に
な
ろ
う
！
…
と
い
う
こ
と
で
、
こ
の
事
業
が
ス
タ
ー

ト
し
た
。

　

施
設
の
節
電
が
で
き
な
く
て
も
、
１
日
２
０
０
人
を
超

え
る
来
館
者
の
各
家
庭
の
節
電
を
支
援
で
き
れ
ば
、
ト
ー

タ
ル
的
に
は
地
域
の
大
き
な
節
電
に
な
る
は
ず
、
と
考
え

た
。

　

当
た
り
前
の
こ
と
だ
が
、
家
庭
の
節
電
の
最
強
策
は
、

ズ
バ
リ
「
家
に
い
な
い
こ
と
…
」
こ
れ
に
勝
る
も
の
は
な

い
。
つ
ま
り
、「
つ
む
ぎ
の
湯
」
へ
来
館
さ
れ
て
い
る
時

間
は
、
少
な
く
と
も
各
家
庭
の
テ
レ
ビ
・
エ
ア
コ
ン
・
照

明
等
の
電
気
は
オ
フ
に
な
っ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
１
カ

所
に
集
ま
る
こ
と
に
よ
る
効
率
的
な
節
電
効
果
（「
電
力

の
共
有
化
」
と
勝
手
に
命
名
し
た
。）
を
期
待
し
て
の
試

み
と
な
っ
た
。

　

こ
れ
は
、
家
庭
生
活
に
も
応
用
で
き
る
。
家
族
そ
れ
ぞ

れ
が
別
々
の
部
屋
で
過
ご
す
よ
り
、
１
カ
所
の
部
屋
で
過

ご
す
方
が
効
率
が
よ
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
さ
ら

に
後
述
す
る
例
を
応
用
す
る
と
、
家
族
間
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
問
題
に
ま
で
踏
み
込
む
こ
と
が
可
能

と
な
る
。

　

可
能
な
限
り
長
時
間
「
つ
む
ぎ
の
湯
」
に
滞
在
し
て
家

庭
の
電
力
を
使
わ
な
い
よ
う
に
…
と
い
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
１
日
利
用
料
金
と
い
う
枠
を
取
り

払
い
、
３
時
間
利
用
料
金
に
て
時
間
無
制
限
で
館
内
で
過

ご
し
て
も
ら
お
う
と
い
う
料
金
割
引
（
公
共
施
設
な
の
で

正
式
に
は
減
免
措
置
）
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
６
〜
９

市
川
三
郷
町
い
き
い
き
健
康
課

つ
む
ぎ
の
湯
支
配
人
（
主
幹
係
長
）　

●　

保
坂
秀
樹

小
さ
な
温
泉
施
設
で
予
期
せ
ぬ
効
果
も

―
「
つ
む
ぎ
の
湯
」
節
電
・
外
出
支
援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン―

6
山
梨
県
市
川
三
郷
町

地
域
で
取
り
組
む
節
電
対
策

特集

「つむぎの湯」施設外観
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特集 地域で取り組む節電対策

月
ま
で
、
節
電
ポ
イ
ン
ト
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
強
化
促
進
事

業
も
付
加
し
て
の
実
施
と
な
っ
た
。

節
電
支
援
か
ら
外
出
支
援
へ
…

　

国
内
の
電
力
の
需
要
が
、
比
較
的
安
定
し
て
き
た
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
期
間
終
了
間
近
の
昨
年
９
月
。
つ
む
ぎ
の
湯
ス

タ
ッ
フ
の
中
か
ら
「
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
延
長
す
べ
き
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
？
」
と
い
う
意
見
が
出
た
。

　

そ
れ
は
、
館
内
の
状
況
を
観
察
す
る
と
、
来
館
者
の
増

加
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
意
外
な
事
実
を
発
見
で
き
た
か

ら
だ
。
今
ま
で
一
度
も
来
館
し
た
こ
と
も
な
い
よ
う
な
一

人
暮
ら
し
の
高
齢
者
の
姿
が
チ
ラ
ホ
ラ
…
。
節
電
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
き
っ
か
け
に
、
ご
近
所
の
方
々
が
誘
い
出
し
て

く
れ
た
結
果
ら
し
か
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
休
憩
室
を
眺
め
る
と
、
楽
し
そ
う
に
お
茶
を

飲
み
な
が
ら
団
欒
す
る
方
々
が
い
っ
ぱ
い
。「
つ
む
ぎ
の

湯
」
が
、
あ
る
意
味
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
形
成
の

場
と
な
っ
た
一
つ
の
シ
ー
ン
で
あ
っ
た
。
介
護
予
防
事
業

で
言
う
と
こ
ろ
の
「
外
出
支
援
・
外
出
促
進
」（
高
齢
者

を
寝
た
き
り
に
さ
せ
な
い
施
策
）
も
併
せ
て
行
っ
た
こ
と

と
な
る
。
ま
さ
に
、
節
電
事
業
が
も
た
ら
し
た
予
期
せ
ぬ

効
能
な
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
よ
り
、「
節
電
支
援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
は
、「
節

電
・
外
出
支
援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
る

と
と
も
に
、
冬
場
の
節
電
へ
の
啓
蒙
と
い
う
意
図
も
踏
ま

え
、
前
年
度
末
ま

で
の
延
長
措
置
を

と
る
こ
と
と
な
っ

た
。

　

正
直
な
と
こ

ろ
、
最
初
は
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
の
周
知

に
苦
戦
し
た
。
山

梨
県
内
で
は
、
例

が
な
い
事
業
で
あ

り
、
県
外
に
お
い
て
も
例
が
数
少
な
く
、
県
や
市
の
レ
ベ

ル
で
の
大
規
模
事
業
と
し
て
行
わ
れ
た
自
治
体
が
見
ら
れ

る
く
ら
い
だ
っ
た
。
こ
れ
を
片
田
舎
の
小
さ
な
町
の
小
さ

な
温
泉
施
設
で
行
う
の
は
、
あ
る
意
味
、
無
謀
な
取
り
組

み
と
さ
え
思
え
た
。

　

し
か
し
、
来
館
者
の
方
々
の
ク
チ
コ
ミ
や
マ
ス
コ
ミ
報

道
等
の
協
力
も
あ
り
、
除
々
に
周
知
さ
れ
て
き
た
。
今
や

「
つ
む
ぎ
の
湯
」
が
「
節
電
と
高
齢
者
の
外
出
を
支
援
す

る
施
設
」
と
い
う
一
つ
の
ス
テ
イ
タ
ス
を
築
く
こ
と
が
で

き
た
、
と
さ
え
感
じ
て
い
る
。

町
民
へ
の
周
知
と
継
続
延
長
決
定

　

こ
れ
に
は
、
町
長
を
は
じ
め
、
町
当
局
、
町
議
会
の
理

解
が
あ
っ
た
こ
と
、「
つ
む
ぎ
の
湯
」
の
ス
タ
ッ
フ
が
一

丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
だ
こ
と
、
何
よ
り
も
利
用
者
で
あ

る
町
民
が
事
業
の
趣
旨
を
理
解
し
「
つ
む
ぎ
の
湯
」
と
い

う
町
営
の
施
設
を
自
ら
が
盛
り
上
げ
よ
う
と
い
う
意
識
に

な
っ
て
く
れ
た
成
果
で
は
な
い
か
、
と
考
え
て
い
る
。

　

今
年
３
月
定
例
町
議
会
の
厚
生
常
任
委
員
会
に
お
い
て

は
、
町
民
を
代
表
す
る
立
場
で
あ
る
数
多
く
の
町
議
会
議

員
か
ら
も
「
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
継
続
延
長
す
べ
き
だ
」
と

の
強
い
要
望
が
あ
っ
た
。

　

町
当
局
に
お
い
て
も
、
慎
重
に
検
討
し
た
結
果
、
平
成

24
年
度
末
ま
で
さ
ら
に
１
年
間
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
継
続
が

決
定
さ
れ
た
。

　

こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
た
私
た
ち
は
、
わ
が
国

が
か
か
え
る
「
電
力
不
足
」
と
「
高
齢
化
社
会
」
と
い
う

恒
久
的
な
課
題
に
つ
い
て
、
大
い
に
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。

小
さ
な
温
泉
施
設
の
取
り
組
み
が
、
こ
の
大
き
な
問
題
を

解
決
す
る
糸
口
と
な
る
こ
と
を
祈
る
。

来館者（休憩室にて） 内風呂（大・小）

「節電支援キャンペーン」イラスト
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平
成
19
年
に
は
摂
氏
40
・
９
度
を
記
録

　

多
治
見
市
は
、
岐
阜
県
の
南
東
部
に
位
置
し
、
面
積

91
・
24
平
方
㌔
㍍
、
人
口
約
11
万
６
千
人
の
都
市
で
あ
る
。

　
Ｊ
Ｒ
中
央
本
線
で
、
名
古
屋
市
ま
で
の
所
要
時
間
が
約

35
分
程
度
と
交
通
の
利
便
性
が
良
く
、昭
和
40
年
代
以
降
、

名
古
屋
市
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
急
激
に
人
口
が
増
加

し
た
。
ま
た
、
平
成
19
年
８
月
16
日
に
は
、
埼
玉
県
の
熊

谷
市
と
と
も
に
、
日
本
最
高
気
温
と
な
る
摂
氏
40
・
９
度

を
観
測
し
、
74
年
ぶ
り
に
記
録
を
更
新
し
た
。
多
治
見
市

で
は
、
こ
れ
を
契
機
に
暑
さ
対
策
に
力
を
入
れ
全
庁
的
に

取
り
組
ん
で
き
た
。

　

し
か
し
、
東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
た
平
成
23
年
は
、

こ
の
暑
さ
対
策
と
併
せ
て
、
節
電
・
省
エ
ネ
対
策
に
も
取

り
組
む
必
要
が
あ
っ
た
。こ
の
た
め
、多
治
見
市
民
に
と
っ

て
は
厳
し
い
夏
と
な
っ
た
。

一
部
一
提
案
と
節
電
・
省
エ
ネ
・

ピ
ー
ク
カ
ッ
ト
の
取
り
組
み

　

浜
岡
原
子
力
発
電
所
の
停
止
に
伴
い
、
中
部
電
力
管
内

で
も
電
力
不
足
が
心
配
さ
れ
る
中
、多
治
見
市
で
も
節
電
・

省
エ
ネ
・
ピ
ー
ク
カ
ッ
ト
対
策
に
つ
い
て
５
月
以
降
、
検

討
を
開
始
し
た
。
節
電
の
目
標
を
平
成
22
年
度
の
同
期
比

10
％
削
減
と
定
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
検

討
を
行
っ
た
。

　

各
部
か
ら
ア
イ
デ
ア
を
募
集
し
、
一
部
一
提
案
と
し
て

議
論
を
行
っ
た
。
ま
た
、職
員
か
ら
広
く
意
見
を
募
集
し
、

で
き
る
こ
と
か
ら
と
に
か
く
実
施
す
る
と
い
っ
た
ス
タ
ン

ス
で
取
り
組
み
を
開
始
し
た
。

　

多
治
見
市
で
は
、
暑
さ
対
策
の
具
体
的
な
取
り
組
み
を

行
う
際
に
「
高
気
温
対
策
会
議
」
に
お
い
て
議
論
す
る
こ

と
と
し
て
い
る
。
高
気
温
対
策
会
議
は
、
平
成
19
年
８
月

16
日
に
日
本
最
高
気
温
を
観
測
後
に
設
置
さ
れ
た
会
議
で

あ
り
、
市
の
三
役
と
部
長
級
職
員
で
構
成
さ
れ
る
会
議
で

あ
る
。

　

節
電
・
省
エ
ネ
・
ピ
ー
ク
カ
ッ
ト
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
は
、
暑
さ
対
策
と
密
接
に
関
連
す
る
た
め
、
こ
の
高
気

温
対
策
会
議
の
中
で
も
議
論
を
行
っ
た
。

市
役
所
庁
舎
で
の
取
り
組
み
と
成
果

　

こ
れ
ら
の
議
論
を
行

い
、
以
下
の
よ
う
な
対

策
に
つ
い
て
取
り
組
む

こ
と
と
し
た
。
主
な
取

り
組
み
と
成
果
に
つ
い

て
は
下
表
の
と
お
り
で

あ
る
。
鏡
面
反
射
板
を

導
入
す
る
こ
と
に
よ

り
、
照
度
を
保
ち
な
が

ら
灯
管
の
３
分
の
１
を

間
引
き
し
た
。

　

ま
た
、
扇
風
機
を
各

課
に
導
入
し
、
エ
ア
コ

ン
の
設
定
温
度
を
高
め

に
設
定
す
る
と
と
も

に
、
運
転
時
間
を
短
縮

し
た
。
さ
ら
に
、
職
員

の
率
先
行
動
と
し
て
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
を
極
力
使

用
し
な
い
こ
と
や
、
エ
コ
オ
フ
ィ
ス
手
順
書
に
沿
っ
た
取

り
組
み
を
徹
底
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
市
役
所
本
庁
舎
で
は
、
目
標
と
し
て
い
た

平
成
22
年
度
比
10
％
削
減
を
大
き
く
上
回
る
18
％
削
減
を

達
成
し
た
。

熱
中
症
対
策
へ
の
配
慮
も
重
視

　

多
治
見
市
で
は
、
例
年
７
月
後
半
か
ら
熱
中
症
搬
送
患

多
治
見
市
役
所
環
境
文
化
部
環
境
課　

総
括
主
査　

●　

宮
本
賢
二

市役所庁舎での節電対策とその効果

節電対策 効果（３ヶ月間の効果） 削減量％
鏡面反射板導入による灯管の
間引き 電力削減量11,592kWh／３ヶ月 約4.2％

扇風機導入によるエアコンの
設定温度、運転時間短縮 電力削減量15,750kWh／３ヶ月 約5.7％

自動感知電源を採用する ①電力削減量40.32kWh／３ヶ月 約0.01％
職員の率先行動 ①電力削減量　22,332kWh 約8.1％

〝
日
本
一
暑
い
ま
ち
〞の
省
エ
ネ
・
節
電
対
策

―
「
環
境
家
計
簿
付
エ
コ
カ
レ
ン
ダ
ー
」
で
啓
発
も―

7
岐
阜
県
多
治
見
市

地
域
で
取
り
組
む
節
電
対
策
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者
数
が
増
加
す
る
傾
向
に
あ
る
。

　

と
く
に
、
平
成
23
年
度
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
節
電

が
叫
ば
れ
た
た
め
、
自
宅
で
熱
中
症
に
な
る
市
民
が
続
出

す
る
恐
れ
が
あ
っ
た
。

　

そ
こ
で
多
治
見
市
で
は
、
こ
ま
め
な
水
分
補
給
と
過
度

な
節
電
に
取
り
組
ま
な
い
よ
う
Ｐ
Ｒ
し
た
。

　

ま
た
、
市
内
の
冷
房
の
効
い
た
休
憩
ス
ペ
ー
ス
が
あ
る

公
共
施
設
や
民
間
店
舗
を
調
査
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹

介
す
る
こ
と
で
、
熱
中
症
予
防
や
家
庭
の
節
電
に
つ
な
げ

て
も
ら
う
よ
う
利
用
を
呼
び
か
け
た
。

　

店
舗
に
と
っ
て
も
休
憩
に
来
た
市
民
が
買
い
物
を
し
て

い
く
こ
と
で
経
済
効
果
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え

て
い
る
。

　

も
と
も
と
多
治
見
市
民
は
、
熱
中
症
に
関
す
る
意
識
が

高
く
自
己
防
衛
を
普
段
の
生
活
で
行
っ
て
い
る
。
熱
中
症

搬
送
患
者
数
を
み
て
も
平
成
22
年
度
は
70
人
で
あ
っ
た

が
、
市
の
注
意
喚
起
の
成
果
も
あ
っ
て
か
、
平
成
23
年
度

は
、
50
人
で
あ
り
節
電
に
取
り
組
み
つ
つ
暑
さ
対
策
も

行
っ
て
い
る
と
い
う
結
果
に
な
っ
た
。

今
年
度
の
取
り
組
み

　

多
治
見
市
で
は
、
今
夏
も
節
電
・
省
エ
ネ
・
ピ
ー
ク
カ
ッ

ト
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
く
予
定
で
あ
る
。
特
に
今
年
度

は
昨
年
度
行
っ
た
節
電
対
策
に
加
え
て
さ
ら
な
る
一
部
一

提
案
に
つ
い
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

具
体
的
に
は
、
市
役
所
庁
舎
３
、
４
階
ト
イ
レ
に
自
動

電
源
装
置
を
導
入
し
、
照
明
を
自
動
点
灯
す
る
こ
と
で
節

電
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
始
め
、
熱
を
遮
り
、
光
を
通
す
ブ

ラ
イ
ン
ド
を
市
役
所
庁
舎
の
一
部
に
導
入
す
る
こ
と
、
節

電
と
本
人
の
健
康
の
た
め
に
職
員
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
使
用

を
原
則
控
え
階
段
を
利
用
す
る
こ
と
な
ど
20
項
目
に
つ
い

て
、
新
た
な
取
り
組
み
を
始
め
る
予
定
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
と
お
し
て
市
有
施
設
で
の
電
力

使
用
量
を
平
成
23
年
度
同
期
比
で
５
％
削
減
を
目
指
し
て

い
き
た
い
。

　

節
電
の
取
り
組
み
の
Ｐ
Ｒ
と
併
せ
て
、
市
民
に
は
、
過

度
な
節
電
に
よ
り
熱
中
症
に
な
ら
な
い
よ
う
こ
ま
め
な
水

分
補
給
な
ど
注
意
喚
起
も
引
き
続
き
実
施
す
る
。
ま
た
、

平
成
23
年
度
に
作
成
し
た
「
環
境
家
計
簿
付
エ
コ
カ
レ
ン

ダ
ー
」
に
よ
り
、
７
月
〜
９
月
の
節
電
の
取
り
組
み
を
市

民
か
ら
報
告
し
て
も
ら
う
な
ど
、
市
民
の
取
り
組
み
も
啓

発
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

　
〝
日
本
一
暑
い
ま
ち
〞
が
率
先
し
て
節
電
の
取
り
組
み

を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
他
地
域
に
も
波
及
し
、
結
果
と
し

て
夏
場
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
問

題
解
決
の
一

助
に
な
れ
ば

幸
い
で
あ

る
。

希望する市民に配布する「環境家計簿付エコカレンダー」

太陽光を反射するクールアイランドタイルを施行した建物

市庁舎西口側に植えたゴーヤ
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今
年
も
夏
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。
夏
の
節
電
の
最
大

の
ポ
イ
ン
ト
は
、「
平
日
午
後
と
い
う
電
力
使
用
ピ
ー
ク

時
の
節
電
」。
特
に
、
家
庭
に
お
い
て
は
エ
ア
コ
ン
と
テ

レ
ビ
に
よ
る
電
力
消
費
が
大
き
い
と
い
わ
れ
て
い
る
も
の

の
、
エ
ア
コ
ン
を
切
っ
て
節
電
し
て
も
熱
中
症
に
な
っ
て

は
元
も
子
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

一
方
で
、
小
売
店
や
飲
食
店
は
、
お
客
様
の
た
め
に
涼

し
い
空
間
を
用
意
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
考
え

た
の
が
、〝
節
電
避
暑
店
〞
で
し
た
。
今
回
は
、
静
岡
県

の
節
電
対
策
と
あ
わ
せ
て
、
昨
年
度
に
初
め
て
実
施
し
た

「
ふ
じ
の
く
に
〝
節
電
避
暑
店
〞」
の
取
組
を
紹
介
し
ま
す
。

県
全
体
の
節
電
の
取
組

　

静
岡
県
は
、
富
士
川
を
境
に
、
東
が
東
京
電
力
管
内
、

西
が
中
部
電
力
管
内
と
い
う
特
殊
な
状
況
に
置
か
れ
て
い

ま
す
。
昨
年
は
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
東
京
電
力
管
内

の
発
電
所
が
被
災
し
た
こ
と
に
加
え
、
県
内
で
は
中
部
電

力
浜
岡
原
子
力
発
電
所
が
運
転
を
停
止
し
た
こ
と
に
よ

り
、
県
内
全
域
で
電
力
供
給
力
が
低
下
し
ま
し
た
。

　

特
に
東
京
電
力
管
内
で
は
、
電
力
の
需
要
量
が
供
給
量

を
上
回
る
こ
と
か
ら
、
国
で
は
、
計
画
停
電
や
大
規
模
停

電
を
防
ぐ
た
め
、
大
口
需
要
家
、
小
口
需
要
家
、
家
庭
の

す
べ
て
の
需
要
家
に
お
い
て
、
使
用
最
大
電
力
の
15
％
抑

制
を
求
め
ま
し
た
。
一
方
、
中
部
電
力
で
は
、
削
減
目
標

が
示
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
節
電
へ
の
協
力
が
呼
び
か

け
ら
れ
ま
し
た
。

　

本
県
で
は
、
自
ら
率
先
し
て
節
電
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
家
庭
や
中
小
企
業
の
節
電
を
促
す
た
め
、
全
県
を
挙

げ
た
節
電
運
動
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。
県
組
織
（
本
庁
及

び
出
先
機
関
）
で
は
、
中
部
電
力
管

内
も
含
む
県
内
全
域
に
お
い
て
、
原

則
「
15
％
削
減
」
を
目
標
に
掲
げ
、

節
電
に
率
先
し
て
取
り
組
ん
だ
結

果
、
７
月
〜
９
月
ま
で
に
、
前
年
比

で
22
％
削
減
を
達
成
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
県
民
の
節
電
を
支
援
す
る

施
策
と
し
て
は
、
専
用
電
話
に
よ
る

相
談
受
付
、
市
町
や
電
力
会
社
等
と

連
携
し
た
出
前
講
座
に
よ
る
具
体
的

な
節
電
の
取
組
方
法
な
ど
の
紹
介
、
家
庭
や
事
業
所
に
お

け
る
節
電
や
省
エ
ネ
の
事
例
を
募
集
し
、
優
れ
た
取
組
や

ユ
ニ
ー
ク
な
取
組
を
表
彰
す
る
な
ど
の
事
業
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
県
民
を
対
象
と
し
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
モ
ニ

タ
ー
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
95
・
６
％
の
方

が
節
電
に
取
り
組
ん
だ
と
回
答
し
て
お
り
、
節
電
に
対
す

る
県
民
の
意
識
の
高
さ
が
伺
え
ま
す
。今
年
度
も
同
様
に
、

県
組
織
と
し
て
は
「
15
％
削
減
」
を
目
標
に
掲
げ
、
節
電

に
率
先
し
て
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

節
電
避
暑
店

　

さ
て
、〝
節
電
避
暑
店
〞
で
す
。
昨
年
の
夏
、
節
電
は

喫
緊
の
課
題
で
し
た
。
総
合
的
な
節
電
以
外
に
も
、
工
場

な
ど
の
操
業
が
休
日
に
シ
フ
ト
す
る
な
ど
大
き
な
動
き
あ

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
は
大
い
に
節
電
し

つ
つ
も
、
店
内
は
お
客
様
に
涼
し

く
過
ご
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
工

夫
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
が
、
小

売
店
や
飲
食
店
で
す
。
そ
こ
で
、

静
岡
県
経
済
産
業
部
商
工
業
局 

地
域
産
業
課
商
業
ま
ち
づ
く
り
室　

●　

影
山
敦
彦

ピ
ー
ク
時
電
力
の
削
減
と
商
業
活
性
化
を
め
ざ
し
て
！

―
ふ
じ
の
く
に
〝
節
電
避
暑
店
〞
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン―

8
静
岡
県

地
域
で
取
り
組
む
節
電
対
策

特集
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「
家
庭
の
エ
ア
コ
ン
と
テ
レ
ビ
を
切
っ
て
、
清
涼
感
あ
ふ

れ
る
『
ふ
じ
の
く
に
〝
節
電
避
暑
店
〞』
で
過
ご
そ
う
！
」

と
い
う
企
画
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　

消
費
者
の
方
々
に
は
、
各
家
庭
の
エ
ア
コ
ン
と
テ
レ
ビ

を
切
っ
て
お
店
に
出
か
け
て
い
き
、
清
涼
感
あ
ふ
れ
る
雰

囲
気
の
中
で
ゆ
っ
た
り
と
買
い
物
、
飲
食
な
ど
を
し
て
い

た
だ
く
こ
と
で
、
社
会
全
体
の
節
電
に
つ
な
げ
て
も
ら
お

う
と
い
う
も
の
で
す
。

　

こ
れ
は
、
家
庭
内
で
の
熱
中
症
予
防
に
も
な
り
、
ま
た
、

お
店
に
来
て
い
た
だ
く
こ
と
で
商
業
の
活
性
化
に
も
つ
な

が
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。
た
だ
単
に
電
気
を

使
わ
な
い
よ
う
に
す
る
の
で
は
な
く
、
み
ん
な
で
一
緒
に

涼
め
ば
い
い
。
そ
し
て
、
そ
の
場
所
が
〝
お
店
〞
で
あ
れ

ば
、
涼
み
つ
い
で
に
お
店
の
中
を
見
て
も
ら
え
ま
す
。
店

主
と
会
話
が
で
き
ま
す
。
千
葉
県
市
川
市
と
東
京
都
荒
川

区
の
先
行
事
例
と
異
な
る
の
は
、
お
店
だ
け
を
対
象
と
し

た
こ
と
で
す
。

　

夏
期
の
平
日
午
後
、【
暑
さ
の
中
を
わ
ざ
わ
ざ
足
を
運

ん
で
お
越
し
い
た
だ
い
た
お
客
様
に
対
し
、
お
も
て
な
し

の
心
を
持
っ
て
対
応
し
て
い
る
】
個
店
を
「
ふ
じ
の
く
に

〝
節
電
避
暑
店
〞」
と
し
、
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
す

る
こ
と
に
し
て
募
集
を
開
始
。
も
と
も
と
予
算
は
全
く
な

い
企
画
で
す
。

　

簡
単
な
デ
ザ
イ
ン
を
つ
く
っ
て
、
そ
れ
を
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
貼
り
付
け
、
お
店
で
は
そ
れ
を
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
し

て
使
っ
て
も
ら
う
形
に
し
ま
し
た
。
す
ぐ
に
応
募
が
あ
っ

た
の
は
、
や
は
り
「
ふ
じ
の
く
に
魅
力
あ
る
個
店
」
宣
言

店
の
方
で
す
。
こ
ち
ら
で
ポ
ス
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
を
用
意
す

る
前
か
ら
、
独
自
に
お
店
に
「
節
電
避
暑
店
」
と
張
り
出

し
て
く
れ
た
お
店
で
し
た
。（
写
真
①
）（
ポ
ス
タ
ー
）

　

ち
な
み
に
、「
ふ
じ
の
く
に
魅
力
あ
る
個
店
」
と
い
う

の
は
、基
本
理
念
（
魅
せ
（
店
）・
ひ
と
（
人
）・
し
な
（
品
））

に
賛
同
し
、
所
定
の
項
目
を
宣
言
し
た
個
店
を
、
情
報
発

信
や
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
の
観
点
か
ら
県
が
支
援
す
る
制
度

で
、
平
成
23
年
３
月
か
ら
開
始
し
た
も
の
で
す
。
現
在
、

３
４
５
店
舗
を
登
録
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
企
画
は
、
従
来
と
は
視
点
が
異
な
る
節
電
対
策
と

い
う
こ
と
で
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
で
も
取
り
上
げ
て
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ご
来
店
の
方
へ
冷
茶
や
団
扇
の

サ
ー
ビ
ス
、
入
り
口
へ
の
ミ
ス
ト
設
置
、
椅
子
を
増
や
し

て
店
内
で
ゆ
っ
く
り
お
し
ゃ
べ
り
し
て
頂
け
る
場
所
に
し

た
な
ど
の
ほ
か
、
節
電
の
ア
ド
バ
イ
ス
チ
ラ
シ
を
作
成
し

て
配
布
し
た
り
、
お
客
様
と
の
会
話
の
中
に
節
電
を
意
識

し
た
内
容
を
盛
り
込
ん
だ
と
い
う
お
店
も
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
静
岡
と
い
え
ば
お
茶
で
す
。
そ
の
お
茶
が
体
を

冷
や
す
飲
料
で
あ
る
と
い
う
説
明
を
し
な
が
ら
勧
め
る
な

ど
、
各
店
の
特
徴
を
意
識
し
工
夫
し
た
取
組
が
行
わ
れ
、

お
客
様
に
も
好
評
だ
っ
た
よ
う
で
す
。（
写
真
②
、
③
）

　
〝
節
電
避
暑
店
〞
は
今
年
も
実
施
し
ま
す
。
昨
年
度
以

上
に
広
報
に
は
力
を
入
れ
た
い
と
こ
ろ
で
す
。
当
室
で
は

公
式
ツ
イ
ッ
タ
ー
を
始
め
て
２
年
以
上
に
な
り
、
フ
ォ
ロ

ワ
ー
も
た
く
さ
ん
い
て
く
れ
る
の
で
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

と
あ
わ
せ
て
、
効
果
的
な
取
組
、
ユ
ニ
ー
ク
な
取
組
は
紹

介
し
て
い
き
ま
す
し
、
ど
ん
ど
ん
真
似
し
て
も
ら
い
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

大
事
な
こ
と
は
、
お
店
側
の
お
も
て
な
し
の
心
と
、
そ

の
心
を
理
解
し
て
出
か
け
て
い
く
消
費
者
側
の
意
識
が
高

ま
る
こ
と
で
す
。
節
電
と
い
う
こ
と
で
縮
こ
ま
っ
て
し
ま

う
の
で
は
な
く
、
節
電
し
な
が
ら
も
商
業
に
活
気
を
も
た

ら
し
て
い
く
こ
と
が
狙
い
で
す
。

冷たい飲み物をサービス（避暑店の店内）

緑のカーテンで覆われた避暑店
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平
成
23
年
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
の
影

響
に
よ
り
、
全
国
的
な
電
力
不
足
が
懸
念
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
、福
井
県
で
は
、楽
し
み
な
が
ら
節
電
を
行
う
「
ク
ー

ル
ラ
イ
フ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
企
業
や

商
店
街
、
小
中
学
校
な
ど
多
く
の
県
民
が
参
加
し
た
本
県

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

節
電
に
対
す
る
発
想
の
転
換

　

節
電
に
は
、暗
い
、暑
い
、我
慢
す
る
と
い
っ
た
イ
メ
ー

ジ
が
定
着
し
て
い
ま
す
。「
頑
張
っ
て
節
電
し
ま
す
」「
暑

い
け
ど
エ
ア
コ
ン
を
つ
け
ず
に
我
慢
し
ま
す
」
な
ど
、
街

角
の
声
を
聞
く
と
、
節
電
に
対
す
る
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ

が
は
っ
き
り
と
わ
か
り
ま
す
。
ま
た
、
暑
い
日
中
に
エ
ア

コ
ン
の
使
用
を
我
慢
し
た
結
果
、
熱
中
症
に
な
る
な
ど
、

健
康
を
害
す
る
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
我
慢

を
強
い
る
節
電
運
動
を
展
開
し
て
も
、
県
民
の
皆
さ
ん
の

継
続
的
な
取
り
組
み
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
期
間
が

過
ぎ
れ
ば
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消
費
す
る
生
活
に
逆
戻
り
し
て

し
ま
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
福
井
県
で
は
、「
辛
い
節
電
」
か
ら
「
楽
し

む
節
電
」に
発
想
を
転
換
す
る「
ク
ー
ル
ラ
イ
フ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
を
展
開
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
福
井
県
の
特
色

で
あ
る
恵
ま
れ
た
自
然
、
三
世
代
同
居
・
近
居
、
地
域
の

つ
な
が
り
な
ど
を
最
大
限
に
生
か
し
た
節
電
運
動
を
、
７

月
１
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で
の
３
カ
月
間
、
消
費
電
力
を

10
％
以
上
削
減
す
る
こ
と
を
目
標
に
実
施
し
ま
し
た
。

「
ク
ー
ル
ラ
イ
フ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
つ
い
て

　
「
ク
ー
ル
ラ
イ
フ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
は
、
以
下
の
４

つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
践
し
ま
し
た
。

①
昼
涼
み
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

家
庭
に
お
け
る
日
中
の
消
費
電
力
を
削
減
し
、
電
力
の

ピ
ー
ク
カ
ッ
ト
を
行
う
た
め
に
は
、
エ
ア
コ
ン
の
使
用
量

を
抑
制
す
る
こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。
午
後
２
時
頃
の

家
庭
の
電
力
使
用
状
況
は
、
エ
ア
コ
ン
（
47
％
）、
冷
蔵

庫
（
20
％
）、
テ
レ
ビ
（
４
％
）、
照
明
（
４
％
）
と
な
っ

て
い
ま
す
。
１
日
の
中
で
電
力
の
使
用
量
が
最
大
と
な
る

午
後
１
時
か
ら
午
後
３
時
の
間
、
家
庭
で
の
エ
ア
コ
ン
を

使
わ
ず
、
か
つ
快
適
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
、「
楽

し
む
節
電
」
が
可
能
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
日
中
は
外
出
し
、
映
画
館
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
、
公
共
施
設
、
滝
や
水
辺
な
ど
涼
し
そ
う
な
場

所
に
出
か
け
て
い
た
だ
く
「
昼
涼
み
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を

企
画
し
ま
し
た
。

　

県
立
博
物
館
や
県
立
美
術
館
な
ど
県
有
施
設
の
常
設
展

を
無
料
化
し
、
暑
さ
を
し
の
ぐ
場
と
し
て
活
用
い
た
だ
く

と
と
も
に
、
飲
食
店
や
商
業
施
設
な
ど
に
も
ご
協
力
い
た

だ
き
、
昼
涼
み
の
時
間
帯
に
タ
イ
ム
セ
ー
ル
や
団
扇
の
配

布
、
ド
リ
ン
ク
の
無
料
提
供
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
特
典
を

用
意
し
ま
し
た
。「
昼
涼
み
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
は
、
県

内
の
84
店
舗
、
施
設
の
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

②
オ
フ
ィ
ス
・
シ
エ
ス
タ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

２
つ
目
は
、
会
社
・
事
務
所
な
ど
で
実
践
し
て
い
た
だ

く
「
オ
フ
ィ
ス
・
シ
エ
ス
タ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
す
。〝
シ

エ
ス
タ
〞
と
は
、
ス
ペ
イ
ン
語
で
〝
お
昼
休
み
〞
を
意
味

福
井
県
総
合
政
策
部
政
策
推
進
課 

主
任　

●　

堂
越　

浩

「
ク
ー
ル
ラ
イ
フ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」節
電
を
楽
し
も
う

―
無
駄
な
電
力
を
使
用
し
な
い
生
活
習
慣
を―

9
福
井
県

地
域
で
取
り
組
む
節
電
対
策

特集

公共施設無料化
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特集 地域で取り組む節電対策

し
て
い
ま
す
。
本
場
ス
ペ
イ
ン
で
は
、
13
時
か
ら
16
時
の

間
は
昼
休
み
を
と
る
習
慣
が
あ
り
ま
す
。
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
、
お
昼
休
み
を
た
っ
ぷ
り
取
り
ま
し
ょ
う
と
い
う
運

動
で
は
な
く
、
昼
休
み
や
会
議
中
な
ど
に
は
パ
ソ
コ
ン
や

コ
ピ
ー
機
の
電
源
を
落
と
し
、〝
Ｏ
Ａ
機
器
を
シ
エ
ス
タ

し
よ
う
〞
と
い
う
運
動
で
、
県
内
企
業
に
参
加
を
呼
び
か

け
ま
し
た
。

　

そ
の
他
に
も
、
企
業
の
省
エ
ネ
を
す
す
め
る
た
め
専
門

家
を
派
遣
し
、
23
件
の
エ
コ
診
断
を
行
い
ま
し
た
。

③
地
域
・
縁
側
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

３
つ
目
は
「
地
域
・
縁
側
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
す
。
福

井
県
は
三
世
代
同
居
（
17
・
６
％
で
全
国
２
位
）
の
割
合

が
高
く
、
親
世
帯
と
子
世
帯
が
近
く
に
住
む
三
世
代
近
居

を
含
め
る
と
、
過
半
数
を
超
え
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
つ

な
が
り
も
残
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
地
域
特
性
を
生
か

し
、本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
家
族
が
一
つ
の
部
屋
で
過
ご
し
、

冷
房
の
効
率
を
高
め
た
り
、
町
内
で
一
斉
に
打
ち
水
を
し

て
い
た
だ
く
な
ど
、
節
電
を
通
し
て
家
族
や
地
域
の
つ
な

が
り
を
再
確
認
し
て
い
た
だ
こ
う
と
企
画
し
ま
し
た
。

　

福
井
市
内
で
は
、
１
２
０
店
舗
以
上
の
お
店
が
「
打
ち

水
大
作
戦
」
に
参
加
い
た
だ
き
、
ひ
と
時
の
涼
を
演
出
し

ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
県
内
全
小
中
学
校
（
小
学
校
２
０
２
校
、
中

学
校
76
校
）
に
お
い
て
節
電
教
育
を
実
践
し
、「
我
が
家

の
節
電
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
を
作
成
し
ま
し
た
。
児
童

生
徒
が
、
家
庭
で
の
節
電
隊
長
と
な
り
、
自
分
で
で
き
る

身
近
な
節
電
に
率
先
し
て
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、
電
力

に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
節
電
大
作
戦
」
と
銘
打
っ
た

節
電
コ
ン
テ
ス
ト
も
実
施
し
ま
し
た
。
電
力
会
社
の
検
針

票
を
活
用
し
、
前
年
同
期
と
比
較
し
て
10
％
以
上
削
減
し

た
家
庭
を
対
象
に
、「
電
気
使
用
量
の
節
減
率
」と「
ユ
ニ
ー

ク
な
節
電
の
取
り
組
み
」
を
競
い
ま
し
た
。
参
加
世
帯
の

平
均
削
減
率
は
24
・
８
％
に
達
し
、
冷
蔵
庫
を
開
け
た
ら

３
秒
以
内

に
閉
め
る

３
秒
ル
ー

ル
の
設
定

や
、
す
だ

れ
の
代
わ

り
に
遮
光

率
を
選
べ

る
農
業
用

寒
冷
紗
の

利
用
な

ど
、
す
ぐ

に
実
践
可

能
な
ア
イ

デ
ア
も
数
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

④
県
庁
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

県
庁
に
お
い
て
も
、
節
電
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
電
灯
の

２
分
の
１
消
灯
、
昼
休
み
時
の
全
消
灯
、
温
水
器
の
使
用

中
止
、冷
房
の
１
時
間
ス
ト
ッ
プ
な
ど
を
実
践
し
ま
し
た
。

ま
た
、
Ｐ
Ｃ
シ
エ
ス
タ
、
つ
ま
り
パ
ソ
コ
ン
を
電
力
ピ
ー

ク
時
に
電
源
オ
フ
と
し
、
休
ま
せ
る
運
動
も
徹
底
し
ま
し

た
。
Ｐ
Ｃ
シ
エ
ス
タ
の
時
間
を
、
打
ち
合
わ
せ
や
議
論
の

時
間
と
し
て
活
用
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
県
庁
舎
内
の

消
費
電
力
は
、
２
０
１
０
年
度
比
15
・
59
％
の
削
減
を
達

成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

平
成
24
年
度
の
新
た
な
取
り
組
み

　

平
成
24
年
度
に
つ
い
て
も
、
昨
年
に
引
き
続
き
「
ク
ー

ル
ラ
イ
フ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

今
回
は
新
た
に
、「
夏
水
田
ん
ぼ
運
動
」
に
取
り
組
み

ま
す
。
福
井
県
は
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
発
祥
の
地
で
あ
り
、
稲

作
の
盛
ん
な
地
域
で
す
。
郊
外
に
は
田
園
風
景
が
広
が
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
水
田
を
利
用
し
、
夏
場
に
水
を
入
れ
る

こ
と
に
よ
り
、地
域
全
体
を
冷
や
そ
う
と
い
う
運
動
で
す
。

ま
た
、
暑
い
時
期
の
水
管
理
が
徹
底
さ
れ
、
コ
メ
の
品
質

向
上
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

終
わ
り
に

　

福
井
県
で
は
、
楽
し
く
節
電
に
取
り
組
む
「
ク
ー
ル
ラ

イ
フ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
通
じ
、
無
駄
な
電
力
を
使
用
し

な
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
定
着
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
暗

く
、
暑
く
、
我
慢
の
節
電
で
は
な
く
、〝
ク
ー
ル
〞
な
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
今
後
も
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

打ち水大作戦

冷蔵庫開閉３秒ルール
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姫
路
市
は
、
兵
庫
県
の
南
西
部
に
位
置
し
、
世
界
文
化

遺
産
・
国
宝
姫
路
城
を
擁
し
、
人
口
約
54
万
人
の
播
磨
地

域
の
中
核
都
市
で
あ
る
。

　

本
市
で
は
、
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
を
目
的
と
し
た
率
先

行
動
計
画
と
し
て
、「
姫
路
市
環
境
ア
ク
シ
ョ
ン
」
を
平

成
14
年
度
に
策
定
し
、
電
力
使
用
量
の
削
減
等
に
取
り
組

ん
で
き
た
。
ま
た
、
平
成
22
年
度
に
は
市
域
全
域
を
対
象

と
し
た
「
姫
路
市
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
（
区
域
施

策
編
）」
を
策
定
し
、
市
民
と
行
政
の
協
働
の
も
と
地
球

温
暖
化
防
止
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
昨
年
に
続
き
、
今
夏
も
厳
し
い
電
力

需
給
状
況
が
予
想
さ
れ
て
お
り
、
と
り
わ
け
本
市
が
位
置

す
る
関
西
電
力
管
内
は
全
国
で
最
も
深
刻
な
状
況
下
に
あ

る
。
そ
の
た
め
、
本
市
で
は
市
民
と
と
も
に
こ
れ
ま
で
以

上
に
節
電
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

節
電
に
力
を
発
揮

植
物
の
力
を
利
用
し
た
緑
の
カ
ー
テ
ン

　

そ
の
中
で
も
、「
緑
の
カ
ー
テ
ン
」
は
、
市
民
の
皆
さ

ん
が
楽
し
み
な
が
ら
取
り
組
め
る
身
近
な
節
電
対
策
で
あ

る
。

　

緑
の
カ
ー
テ
ン
と
は
、
ゴ
ー
ヤ
や
ア
サ
ガ
オ
な
ど
の
つ

る
性
の
植
物
を
育
て
、
壁
や
窓
を
カ
ー
テ
ン
の
よ
う
に
覆

う
こ
と
に
よ
り
建
物
全
体
を
涼
し
く
し
よ
う
と
す
る
取
り

組
み
で
あ
る
。
葉
や
茎
で
で
き
た
自
然
の
カ
ー
テ
ン
は
、

植
物
の
力
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
す
だ
れ
や
布
の
カ
ー
テ

ン
に
比
べ
て
大
き
な
効
果
を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
。

　

室
温
の
上
昇
を
抑
え
、
快
適
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
エ
ア
コ
ン
な
ど
の
使
用
を
控
え
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費

を
抑
制
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。
地
球
温
暖
化
、
ヒ
ー
ト

ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
の
対
策
と
し
て
も
、
緑
の
カ
ー
テ
ン
は

有
効
な
取
り
組
み
で
あ
る
。

　

昨
夏
の
電
力
不
足
の
際
に
は
、
ゴ
ー
ヤ
の
品
不
足
が
報

道
さ
れ
る
な
ど
、節
電
の
取
り
組
み
と
し
て
注
目
を
集
め
、

今
や
そ
の
取
り
組
み
は
全
国
の
学
校
や
公
共
施
設
、
各
家

庭
に
ま
で
広
が
っ
て
い
る
。

　

本
市
で
は
、平
成
19
年
度
よ
り
、夏
期
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策
の
一
環
と
し
て
、
本
庁
舎
及
び
出
先
機
関
や
小
学
校

な
ど
を
対
象
に
「
緑
の
カ
ー
テ
ン
モ
デ
ル
事
業
」
を
開
始

し
、
平
成
20
年
度
か
ら
本
格
実
施
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
効
果
を
確
認
す
る
た
め
、
温
度
測
定
も
実
施
し

て
い
る
。
そ
の
結
果
、
外
気
温
に
比
べ
、
緑
の
カ
ー
テ
ン

の
内
側
で
は
約
３
度
温
度
が
下
が
っ
て
い
る
こ
と
が
分

か
っ
た
。
さ
ら
に
、
緑
の
葉
が
茂
る
様
子
は
涼
し
げ
で
あ

り
視
覚
効
果
も
あ
る
。
設
置
し
た
職
場
か
ら
も
好
意
的
な

意
見
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　

取
り
組
み
始
め
て
か
ら
６
年
目
と
な
る
平
成
24
年
度

は
、
本
庁
舎
を
含
め
27
施
設
で
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
て

お
り
、
市
の
省
エ
ネ
・
節
電
対
策
の
一
端
を
担
っ
て
い
る
。

ま
た
、
小
学
校
や
保
育
所
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
み

な
が
ら
環
境
と
の
関
わ
り
を
学
べ
る
環
境
学
習
の
場
に
も

な
っ
て
い
る
。

緑
の
カ
ー
テ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
で

優
れ
た
取
り
組
み
を
表
彰

　

本
市
で
は
、
緑
の
カ
ー
テ
ン
が
市
内
に
も
っ
と
広
ま
る

よ
う
、
平
成
20
年
度
に
普
及
促
進
に
向
け
て
の
課
題
等
を

抽
出
す
る
た
め
「
緑
の
カ
ー
テ
ン
市
民
モ
ニ
タ
ー
事
業
」

を
実
施
し
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、
平
成
21
年
度
よ
り

「
緑
の
カ
ー
テ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
」、
そ
の
翌
年
度
よ
り
「
栽

培
講
習
会
」
を
実
施
し
て
い
る
。

　
「
緑
の
カ
ー
テ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
」
は
、
家
庭
や
事
業
所

兵
庫
県
姫
路
市
環
境
政
策
室 

技
術
主
任　

●　

小
西
和
子

地
域
に
広
げ
る「
緑
の
カ
ー
テ
ン
」の
輪

―
市
民
と
と
も
に
節
電
を
楽
し
く
、
涼
し
く―

10
兵
庫
県
姫
路
市

地
域
で
取
り
組
む
節
電
対
策

特集

保育園児が世話をする様子
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な
ど
で
の
緑
の
カ
ー
テ
ン
の
取
り
組
み
を
募
集
し
、
優
れ

た
取
り
組
み
を
表
彰
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

選
考
に
あ
た
っ
て
は
、
職
員
の
審
査
に
加
え
、
市
民
目

線
を
取
り
入
れ
る
工
夫
を
し
て
い
る
。
姫
路
市
農
林
漁
業

ま
つ
り
（
約
３
万
人
を
集
客
す
る
イ
ベ
ン
ト
）
に
お
い
て
、

緑
の
カ
ー
テ
ン
に
関
す
る
ブ
ー
ス
を
出
展
し
、
パ
ネ
ル
展

示
と
同
時
に
市
民
投
票
を
行
っ
て
い
る
。

　

毎
年
、
創
意
工
夫
に
富
ん
だ
作
品
が
送
ら
れ
て
き
て
、

驚
か
さ
れ
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
あ
る
。

　
「
栽
培
講
習
会
」
は
、
緑
の
カ
ー
テ
ン
に
初
め
て
取
り

組
む
人
や
創
意
工
夫
し
た
い
人
に
対
し
、
市
職
員
（
農
業

や
緑
化
を
専
門
と
す
る
職
員
）
が
栽
培
方
法
な
ど
を
紹
介

し
て
い
る
。
ま
た
、
受
講
者
に
は
、
実
践
用
に
10
株
程
度

の
苗
を
配
付
し
て
い
る
。

　

年
々
受
講
者
が
増
え
、
平
成
24
年
度
は
募
集
枠
を
超
え

る
約
１
０
０
人
の
申
し
込
み
が
あ
っ
た
。
講
習
会
で
使
っ

た
テ
キ
ス
ト
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
お
り
、
よ

り
多
く
の
人
に
緑
の
カ
ー
テ
ン
の
取
り
組
み
方
を
紹
介
し

て
い
る
。

　

そ
の
ほ
か
、
６
月
の
環
境
月
間
に
は
、
前
年
度
に
実
施

し
た
「
緑
の
カ
ー
テ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
入
賞
作
品
ポ
ス

タ
ー
を
本
庁
舎
の
ロ
ビ
ー
に
展
示
し
て
お
り
、
来
庁
さ
れ

た
市
民
の
方
が
足
を
止
め
て
鑑
賞
し
て
い
る
姿
を
よ
く
見

か
け
る
。

市
の
施
設
で
苗
の
生
産
を

　

本
市
の
緑
の
カ
ー
テ
ン
事
業
の
特
徴
で
あ
り
強
み
と
し

て
、
姫
路
市
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
緑
の
カ
ー

テ
ン
用
の
苗
を
生
産
で
き
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

当
セ
ン
タ
ー
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
花
と
緑
を
提
供
す

る
緑
の
生
産
基
地
と
し
て
、
地
域
の
農
業
振
興
の
拠
点
と

し
て
位
置
付
け
ら
れ
た
施
設
で
あ
る
。こ
の
セ
ン
タ
ー
は
、

市
の
施
設
で
は
最
大
規
模
の
太
陽
光
発
電（
30
㌔
ワ
ッ
ト
）

を
設
置
し
て
お
り
、
農
業
と
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
組

み
合
わ
せ
を
試
み
て
い
る
施
設
で
も
あ
る
。

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
市
の
施
設
や
栽
培
講
習
会
の
受
講

者
に
配
付
す
る
苗
を
生
産
す
る
だ
け
で
な
く
、
ゴ
ー
ヤ
や

ア
サ
ガ
オ
の
他
に
緑
の
カ
ー
テ
ン
に
効
果
が
高
い
つ
る
性

植
物
の
実
証
栽
培
に
も
取
り
組
ん
で
お
り
、
シ
カ
ク
マ
メ

や
ア
サ
リ
ナ
な
ど
効
果
が
高
い
と
確
認
さ
れ
た
も
の
を
栽

培
講
習
会
で
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
苗
の
配
付
も

行
っ
て
い
る
。

昔
な
が
ら
の
生
活
の
知
恵
を

活
か
し
た
取
り
組
み

　

節
電
の
取
り
組
み
と
し
て
見
た
と
き
、
緑
の
カ
ー
テ
ン

は
、
暑
さ
へ
の
我
慢
で
は
な
く
、
植
物
の
生
長
、
収
穫
や

鑑
賞
な
ど
、
楽
し
み
な
が
ら
行
え
る
と
こ
ろ
に
魅
力
が
あ

る
。
涼
を
求
め
て
植
物
で
日
よ
け
を
作
る
と
い
う
の
は
、

打
ち
水
と
同
じ
く
古
く
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
工
夫
の
一
つ

で
あ
る
。

　

昔
な
が
ら
の
生
活
の
知
恵
を
活

用
し
た
緑
の
カ
ー
テ
ン
が
、
楽
し

さ
と
相
ま
っ
て
今
後
も
広
が
っ
て

い
く
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　

本
市
と
し
て
は
、
今
後
も
、
市

民
の
皆
さ
ん
の
省
エ
ネ
・
節
電
行

動
を
促
し
、
環
境
保
全
意
識
の
高

揚
を
図
る
た
め
、
身
近
な
取
り
組

み
と
し
て
「
緑
の
カ
ー
テ
ン
」
の

普
及
促
進
に
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

本庁舎の緑のカーテン（外側）

本庁舎の緑のカーテン（内側）

栽培講習会の様子
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今
夏
の
節
電
対
策
の
基
本
的
視
点

　

全
国
的
な
電
力
需
給
ひ
っ
迫
を
踏
ま
え
、
政
府
は
、
電

力
会
社
毎
に
節
電
目
標
を
設
け
る
今
夏
の
電
力
需
給
対
策

を
5
月
18
日
に
発
表
し
た
。

　

中
国
電
力
管
内
に
お
い
て
は
、
関
西
電
力
等
へ
の
電
力

融
通
を
図
る
観
点
か
ら
、
７
月
２
日
か
ら
９
月
７
日
の
間

に
、
平
成
22
年
を
基
準
に
使
用
最
大
電
力
（
kw
）
の
マ
イ

ナ
ス
５
％
以
上
の
目
標
値
が
設
定
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。

　

電
力
不
足
へ
の
対
応
は
わ
が
国
全
体
の
喫
緊
の
課
題
で

あ
り
、
国
民
生
活
や
経
済
活
動
へ
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
さ

な
い
た
め
に
も
、
県
と
し
て
は
国
全
体
の
節
電
の
取
り
組

み
に
協
力
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

　

本
県
で
は
、
今
夏
の
節
電
対
策
と
し
て
、
①
県
庁
自
ら

の
節
電
の
徹
底
、
②
県
民･

事
業
者･

市
町
と
の
情
報
共
有

と
普
及
啓
発
に
よ
る
節
電
の
取
り
組
み
促
進
を
2
本
柱
と

し
て
運
動
を
展
開
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

県
庁
自
ら
の
節
電
の
徹
底

　

本
県
で
は
、
平
成
10
年
３
月
に
「
山
口
県
環
境
基
本
計

画
」
を
定
め
、
地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
の
数
値
目
標
と

対
策
を
示
す
と
と
も
に
、県
の
率
先
実
行
計
画
と
し
て「
山

口
県
庁
エ
コ
・
オ
フ
ィ
ス
実
践
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
、
節

電
等
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
や
リ
サ
イ
ク
ル
・
ご
み
減

量
化
等
に
向
け
た
具
体
的
取
り
組
み
を
積
極
的
に
推
進
し

て
き
た
。

　

同
プ
ラ
ン
で
は
、
二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２
）
排
出
量
を

２
０
１
２
年
度
（
平
成
24
年
度
）
に
お
い
て
、
１
９
９
０

年
度
（
平
成
2
年
度
）
レ
ベ
ル
の
17
％
削
減
を
目
標
に
設

定
し
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー･

省
資
源
等
に
向
け
た
取
り
組
み

を
展
開
し
て
い
る
が
、
電
気
使
用
量
に
つ
い
て
は
２
０
１

２
年
度
に
２
０
０
７
年
（
平
成
19
年
）
レ
ベ
ル
よ
り
削
減

を
目
標
と
し
て
い
る
。

　

昼
休
み
、
勤
務
時
間
前
の
消
灯
の
徹
底
や
事
務
室
、
ト

イ
レ
、
廊
下
等
の
不
要
時･

不
要
場
所
の
消
灯
、
冷
房
温

度
の
28
℃
設
定
な
ど
、
県
庁
全
体
で
節
電
に
取
り
組
ん
で

き
た
結
果
、
県
庁
本
庁
舎
の
２
０
１
１
年
度
（
平
成
23
年

度
）
の
電
気
使
用
量
は
２
０
０
７
年
比
で
５
・
２
％
の
削

減
を
達
成
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
昨
年
度
か
ら
、
県
庁
に
お
い
て
は
、
山
口
県
版

の
ス
ー
パ
ー
ク
ー
ル
ビ
ズ
と
し
て
、
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
な
ど
を

着
用
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
今
年

度
も
、
全
国
的
に
節
電
の
取
り
組
み
が
必
要
と
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
ク
ー
ル
ビ
ズ
を
１
カ
月
早
め
、
５
月
か
ら

実
施
し
て
い
る
。

　

な
お
、
今
年
度
は
新
た
に
ス
ー
パ
ー
ク
ー
ル
ビ
ズ
用
品

（
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
、
チ
ノ
パ
ン
）
を
県
で
デ
ザ
イ
ン
し
て
製

作
し
、
県
庁
内
で
展
示
販
売
を
行
う
な
ど
広
く
Ｐ
Ｒ
し
て

い
る
。

　

さ
ら
に
、
今
年
度
は
ピ
ー
ク
カ
ッ
ト
対
策
と
し
て
、
既

述
の
省
エ
ネ
・
節
電
の
取
り
組
み
に
加
え
、
会
議
の
午
前

中
開
催
や
、
庁
舎
内
執
務
室･

廊
下･

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
内
照

明
等
の
最
大
限
消
灯
、
課
室
内
の
Ｏ
Ａ
機
器
の
一
部
間
引

き
な
ど
の
ピ
ー
ク
カ
ッ
ト
メ
ニ
ュ
ー
を
職
員
に
提
示
し
、

電
力
需
要
が
最
大
と
な
る
午
後
の
時
間
帯
に
お
け
る
電
力

需
要
の
抑
制
を
図
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
県
が
率
先
し
て
節
電
に
取
り
組
む
こ
と

で
、県
民
や
事
業
者
の
活
動
を
一
層
促
進
し
て
い
き
た
い
。

県
民･

事
業
者
・
市
町
と
の
情
報
共
有
と

普
及
啓
発
に
よ
る
節
電
の
促
進

　

県
で
は
従
来
か
ら
、
県
民･

事
業
者･

市
町
と
連
携
し
て

「
緑
の
カ
ー
テ
ン
」
や
「
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
」
な
ど
、
夏
季

に
お
け
る
省
エ
ネ･

節
電
等
エ
コ
ラ
イ
フ
の
推
進
を
図
っ

て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
の
度
の
節
電
要
請
を
踏
ま

え
、
よ
り
一
層
の
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
た
め
、
県
民
・
事
業
者
・
市
町
で
組
織
す
る
本
県

山
口
県
環
境
政
策
課
長　

●　

中
村　

純

県
民
や
事
業
者
に
ピ
ー
ク
カ
ッ
ト
を
呼
び
掛
け

―
省
エ
ネ
・
節
電
コ
ン
テ
ス
ト
も
実
施― 11

山
口
県

地
域
で
取
り
組
む
節
電
対
策
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の
地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進
母
体
で
あ
る
「
環
境
や
ま
ぐ

ち
推
進
会
議
」
を
開
催
し
、
節
電
に
関
す
る
情
報
の
共
有

化
を
図
る
と
と
も
に
、
新
た
に
「
ぶ
ち
エ
コ
ピ
ー
ク
カ
ッ

ト
Ｐ
Ｍ
（
ぴ
ー
え
む
）
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
と
銘
打
っ
て
、

県
民･
事
業
者
向
け
に
ピ
ー
ク
カ
ッ
ト
を
呼
び
か
け
る
こ

と
に
し
て
い
る
。

　

具
体
的
に
は
、
午
後
の
時
間
帯
に
お
け
る
電
力
需
要
の

抑
制
を
図
る
た
め
、
家
庭･

事
業
所
別
に
「
ピ
ー
ク
カ
ッ

ト
取
組
事
例
集
」
を
作
成
し
、
消
費
電
力
の
大
き
い
電
気

機
器
の
使
用
時
間
帯
の
午
前
シ
フ
ト
や
、
公
共
施
設
（
図

書
館
、
美
術
館
、
公
民
館
等
）
の
活
用
な
ど
具
体
的
な
取

り
組
み
を
紹
介
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。（
注
）
ぶ
ち
：

山
口
弁
で
「
と
て
も
」
の
意

　

県
で
は
、
昨
年
度
か
ら
、
ぶ
ち
エ
コ
〝
わ
が
家
〞「
3

つ
の
誓
い
」「
7
つ
の
実
践
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、

家
庭
に
お
け
る
省
エ
ネ･

節
電
を
呼
び
か
け
て
い
る
が
、

こ
の
ぶ
ち
エ
コ
〝
わ
が
家
〞
の
拡
大
と
定
着
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
昨
年
秋
に
か
け
て
、
県
内
の
家
庭
を
対

象
と
す
る
「
省
エ
ネ･

節
電
コ
ン
テ
ス
ト
」
を
実
施
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
で
は
、「
エ
ア
コ
ン
は
長
期
間
使
わ

な
い
と
き
は
コ
ン
セ
ン
ト
か
ら
プ
ラ
グ
を
抜
く
」「
Ｄ
Ｖ

Ｄ
、
ビ
デ
オ
等
は
長
期
間
使
わ
な
い
時
は
コ
ン
セ
ン
ト
か

ら
プ
ラ
グ
を
抜
く
」「
冷
蔵
庫
の
無
駄
な
開
閉
は
し
な
い
」

「
冷
蔵
庫
の
設
定
温
度
を
『
強
』
か
ら
『
中
』
に
す
る
」

な
ど
の
省
エ
ネ･

節
電
の
実
践
的
な
事
例
（
ぶ
ち
エ
コ
の

取
り
組
み
：
49
項
目
）
を
７
項
目
以
上
宣
言
し
、
２
カ
月

間
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
と
い
う
要
領
で
参
加
家
庭
を
募

集
し
た
。

　

本
コ
ン
テ
ス
ト
に
は
、
５
４
２
世
帯
が
参
加
表
明
し
、

そ
の
う
ち
２
１
０
世
帯
が
最
終
的
に
実
践
結
果
を
報
告
し

た
。
こ
の
う
ち
、
10
項
目
以
上
を
継
続
し
て
取
り
組
み
、

か
つ
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
を
一
定
量
以
上
削
減
（
電
気

使
用
量
で
あ
れ
ば
前
年
比
マ
イ
ナ
ス
15
％
）
す
る
こ
と
に

成
功
し
た
世
帯
は
91
世
帯
で
あ
っ
た
。
こ
の
中
に
は
、
電

気
使
用
量
を
30
％
以
上
削
減
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
世
帯

も
あ
り
、
震
災
以
降
の
省
エ
ネ･

節
電
意
識
の
高
ま
り
を

如
実
に
表
し
て
い
る
。
な
お
、
抽
選
に
よ
り
、
省
エ
ネ･

節
電
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
だ
世
帯
に
優
先
配
分
し
な
が

ら
、
本
県
の
農
水
産
物
を
副
賞
と
し
て
進
呈
し
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　

今
年
度
は
全
県
的
な
省
エ
ネ･

節
電
の
一
層
の
拡
大
を

図
る
た
め
、
新
た
に
事
業
所
を
対
象
に
加
え
た
省
エ
ネ･

節
電
コ
ン
テ
ス
ト
を
夏
季
に
実
施
す
る
こ
と
に
し
て
い

る
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
緑
の
カ
ー
テ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
や
ラ
イ

ト
ダ
ウ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実
施
な
ど
、
県
民
や
事
業
者

に
分
か
り
や
す
く
、
取
り
組
み
や
す
い
節
電
を
一
層
拡
大

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

お
わ
り
に

　

山
口
県
人
の
特
徴
を
表
す
「
長
州
の
小
提
灯
」
と
い
う

こ
と
ば
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
山
口
県
人
は
小
さ
な
提
灯
で

も
必
ず
一
人
ひ
と
り
が
持
つ
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
自
分
で

考
え
判
断
し
た
行
動
を
す
る
と
い
う
特
徴
を
表
し
て
い

る
。

　

全
国
的
に
省
エ
ネ･

節
電
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
現
在
、

山
口
県
人
一
人
ひ
と
り
が
自
ら
率
先
し
て
考
え
、
省
エ
ネ

･

節
電
に
向
け
た
活
動
を
す
る
こ
と
を
強
く
信
じ
て
や
ま

な
い
。

県がデザインしたポロシャツ

平成23年度緑のカーテンコンテスト最優秀事例
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火
山
と
歴
史
の
田
園
都
市

　

島
原
市
は
、
長
崎
県
南
東
部
に
あ
る
島
原
半
島
の
東
端

に
位
置
し
て
い
る
。
市
域
中
央
部
の
眉
山
を
中
心
と
し
て

東
側
の
有
明
海
へ
延
び
る
傾
斜
地
と
な
っ
て
お
り
、
１
７

９
２
年
の
「
島
原
大
変
」
に
よ
る
眉
山
の
大
崩
壊
に
よ
り

形
成
さ
れ
た
流
山
や
九
十
九
島
が
点
在
し
、
風
光
明
媚
な

景
観
を
つ
く
り
出
し
て
い
る
。
ま
た
、眉
山
の
背
後
に
は
、

１
９
９
０
年
に
１
９
８
年
ぶ
り
に
噴
火
し
た
雲
仙
・
普
賢

岳
が
あ
り
、そ
の
溶
岩
ド
ー
ム
は
噴
火
活
動
の
終
息
後「
平

成
新
山
」
と
命
名
さ
れ
た
。

　

こ
う
し
た
地
質
学
的
な
希
少
性
か
ら
島
原
半
島
は
２
０

０
９
年
に
「
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
」
の
日
本
国
内
第
１
号
と

し
て
認
定
さ
れ
、
本
年
５
月
12
日
〜
15
日
に
か
け
て
、
日

本
で
初
め
て
と
な
る
「
第
５
回
ジ
オ
パ
ー
ク
国
際
ユ
ネ
ス

コ
会
議
」
が
島
原
半
島
で
開
催
さ
れ
た
。

　

歴
史
的
に
は
縄
文
時
代
か
ら
大
陸
の
影
響
を
受
け
た
文

化
的
生
活
が
営
ま
れ
て
い
た
形
跡
が
見
ら
れ
、
１
６
１
８

年
か
ら
７
年
を
か
け
た
島
原
城
の
築
城
以
降
、
城
下
町
と

し
て
栄
え
た
が
、
１
６
３
７
年
に
は
「
島
原
の
乱
」
を
経

験
し
て
い
る
。

　

本
市
は
こ
れ
ら
の
自
然
や
歴
史
的
な
遺
産
の
ほ
か
、
火

山
の
恵
み
と
も
言
え
る
湧
水
や
温
泉
を
生
か
し
た
観
光
や

肥
沃
な
大
地
で
営
ま
れ
る
農
業
を
基
幹
産
業
と
し
て
お

り
、「
有
明
海
に
ひ
ら
く
湧
水
あ
ふ
れ
る
火
山
と
歴
史
の

田
園
都
市　

島
原
」
を
標
榜
し
て
い
る
。

島
原
市
の
新
エ
ネ
導
入
の
経
緯

　

資
源
に
乏
し
い
わ
が
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
定
供
給
の
確

保
、
お
よ
び
昨
今
の
国
際
的
な
地
球
温
暖
化
防
止
対
策
の

高
ま
り
の
中
で
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
策
を
講
じ
る
必

要
が
生
じ
て
お
り
、
本
市
に
お
い
て
も
恵
ま
れ
た
自
然
条

件
を
生
か
し
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
活
用
を
模
索

す
る
た
め
、
平
成
22
年
度
に
地
域
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ

ン
を
策
定
し
た
。

　

こ
の
な
か
で
、
太
陽
光
発
電
な
ど
の
導
入
効
果
が
示
さ

れ
た
が
、
よ
そ
に
な
い
本
市
の
地
域
特
性
を
生
か
し
た
エ

ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
、
市
内
約
50
カ
所
か
ら
日
量
約
22
万
ト

ン
の
湧
出
が
見
ら
れ
る
湧
水
の
熱
利
用
に
つ
い
て
、
研
究

を
継
続
し
て
い
く
こ
と
が
提
言
さ
れ
て
お
り
、
今
回
の
実

証
実
験
も
こ
の
方
針
に
沿
っ
て
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　

具
体
的
な
導
入
対
策
と
し
て
は
、
市
施
設
３
カ
所
に
合

計
１
２
０
㌔
㍗
の
太
陽
光
発
電
設
備
を
導
入
済
み
で
あ
る

ほ
か
、
平
成
24
年
度
に
お
い
て
は
、
調
査
実
証
事
業
と
し

て
同
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
き
２
カ
所
の
風
況
調
査
お
よ
び
家

畜
排
泄
物
の
メ
タ
ン
発
酵
ガ
ス
化
処
理
施
設
実
証
事
業
を

同
時
に
実
施
し
て
い
る
。

ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
の
仕
組
み
と
有
用
性

　

今
回
の
実
証
実
験
に
使
用
し
た
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
の
基
本

的
原
理
は
、
家
庭
で
使
用
さ
れ
る
エ
ア
コ
ン
と
ほ
ぼ
同
じ

で
あ
る
。
冷
房
の
場
合
を
例
に
と
る
と
、
圧
縮
機
で
冷
媒

を
高
温
高
圧
の
液
体
と
し
、
こ
れ
を
冷
却
し
た
後
、
減
圧

し
気
化
熱
で
熱
交
換
を
行
い
室
内
の
空
気
温
度
を
下
げ
て

い
る
。

長
崎
県
島
原
市
市
民
生
活
部
環
境
グ
ル
ー
プ　

●　

北
島
久
弥

湧
き
水
利
用
の
空
調
で
節
電
効
果

―
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
を
活
用
し
実
証
実
験― 12

長
崎
県
島
原
市

地
域
で
取
り
組
む
節
電
対
策

特集
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特集 地域で取り組む節電対策

　

こ
の
過
程
で
冷
媒
を
冷
却
す
る
手
段
と
し
て
、
通
常
の

エ
ア
コ
ン
で
は
室
外
機
か
ら
取
り
込
ん
だ
摂
氏
30
度
か
ら

35
度
の
外
気
を
使
用
し
て
お
り
、
電
力
の
多
く
が
こ
の
と

き
消
費
さ
れ
る
。
一
方
、湧
水
利
用
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
で
は
、

年
間
を
通
じ
て
約
17
度
の
湧
水
を
使
用
し
て
お
り
、
こ
の

温
度
差
を
利
用
し
て
冷
却
を
効
率
化
し
、
消
費
電
力
を
大

幅
に
削
減
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

本
市
の
場
合
と
諸
条
件
が
異
な
る
が
、
先
行
事
例
で
あ

る
山
梨
県
に
お
け
る
実
証
実
験
で
は
、
成
績
係
数
（
消
費

電
力
１
㌔
㍗
当
た
り
の
冷
房
能
力
）
で
約
70
％
も
の
効
率

化
を
達
成
し
て
い
る
。
少
な
い
消
費
電
力
で
同
等
の
冷
房

能
力
が
得
ら
れ
る
わ
け
で
、
そ
れ
だ
け
節
電
効
果
が
上

が
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　

ま
た
、
消
費
電
力
の
削
減
以
外
で
の
湧
水
利
用
ヒ
ー
ト

ポ
ン
プ
の
優
位
性
と
し
て
は
、
室
外
機
が
な
い
こ
と
に
よ

る
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
の
防
止
効
果
、
通
常
の
井
戸

方
式
に
よ
る
地
中
熱
利
用
型
の
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
に
対
し
、

効
果
の
継
続
性
が
高
い
こ
と
や
設
置
費
用
が
比
較
的
安
い

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

観
光
地
の
売
店
で
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
実
証
事
業

　

今
回
の
実
証
事
業
は
、
湧
水
利
用
型
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
の

導
入
実
証
事
業
と
し
て
は
、
山
梨
県
の
例
に
続
き
全
国
で

２
例
目
、
九
州
で
は
初
の
取
り
組
み
と
な
っ
た
。

　

実
施
場
所
を
決
定
す
る
に
あ
た
り
、
必
要
な
湧
水
が
施

設
近
隣
に
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
シ
ン
ボ
ル
性
と
市
民
、
観

光
客
な
ど
へ
の
Ｐ
Ｒ
効
果
を
考
慮
し
て
、
本
市
の
主
要
な

観
光
地
で
あ
る
武
家
屋
敷
の
売
店
が
選
定
さ
れ
、
機
器
は

平
成
23
年
８
月
10
日
か
ら
稼
働
し
た
。

　

使
用
す
る
湧
水
は
、
湧
出
源
か
ら
売
店
内
に
引
き
込
ま

れ
て
お
り
、通
常
は
飲
料
を
冷
や
す
た
め
枡
に
貯
留
し
て
、

常
時
排
水
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
再
利
用
す
る
形
で
排
水

を
再
度
タ
ン
ク
に
貯
留
し
、
ポ
ン
プ
で
店
内
２
カ
所
に
設

置
さ
れ
た
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
に
供
給
す
る
方
式
を
採
用
し

た
。
取
得
す
る
デ
ー
タ
は
、
消
費
電
力
量
、
室
内
気
温
、

外
気
温
、
湧
水
流
量
、

排
水
時
の
温
度
な
ど
。

　

稼
働
開
始
か
ら
現
時

点
ま
で
の
途
中
経
過
と

し
て
、
成
績
係
数
か
ら

見
て
35
％
の
改
善
が
図

ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は

山
梨
県
の
例
に
比
べ
、

気
温
の
差
や
湧
水
温
度

で
２
・
５
度
の
差
が
あ

る
こ
と
、
お
よ
び
密
閉

状
態
で
あ
る
事
務
所
と

外
気
が
入
り
や
す
い
売

店
と
い
う
設
置
環
境
の
相
違
が
影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
。中

心
商
店
街
へ
の
重
点
設
置
も

　

今
回
の
実
証
事
業
は
、
今
年
度
８
月
末
を
も
っ
て
終
了

し
、
年
度
後
半
に
は
収
集
し
た
デ
ー
タ
を
解
析
し
、
課
題

な
ど
を
探
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
最
終
的
な
結
果
報
告
に
基
づ
い
て
、
設
置
や
運

用
に
か
か
る
コ
ス
ト
お
よ
び
湧
水
量
や
温
度
に
よ
る
電
力

削
減
効
果
等
、
本
市
へ
の
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
導
入
に
か
か
る

問
題
点
が
総
合
的
に
評
価
さ
れ
、
導
入
の
実
現
に
向
け
た

判
断
を
行
う
こ
と
に
な
る
。

　

実
現
性
が
確
認
さ
れ
た
場
合
、
現
時
点
で
は
、
平
成
27

年
度
に
新
設
さ
れ
る
市
庁
舎
へ
の
導
入
や
湧
水
源
が
豊
富

に
存
在
す
る
市
中
心
部
商
店
街
へ
の
重
点
的
な
設
置
等
が

想
定
さ
れ
て
お
り
、
将
来
的
に
は
、
湧
水
と
同
様
に
豊
富

に
あ
る
地
下
水
を
利
用
す
る
井
戸
方
式
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
の

一
般
世
帯
へ
の
普
及
策
な
ど
に
つ
い
て
も
検
討
が
行
わ
れ

る
予
定
で
あ
る
。

　

昨
年
３
月
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
は
、
地
震
と
津

波
に
よ
る
直
接
的
被
害
も
甚
大
で
あ
っ
た
が
、
続
い
て
発

生
し
た
原
子
力
発
電
所
事
故
が
社
会
に
大
き
な
衝
撃
を
与

え
、
国
全
体
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
大
幅
な
見
直
し
を
迫

る
状
況
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
省
エ
ネ
や
地
域
特
性

を
生
か
し
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
促
進
が
一
層

重
要
性
を
増
し
て
お
り
、
今
回
の
取
り
組
み
の
成
果
が
本

市
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
の
改
善
、
さ
ら
に
は
同
様
に
エ
ネ
ル

ギ
ー
対
策
を
模
索
し
て
い
る
他
地
域
の
参
考
に
繋
が
っ
て

い
け
ば
と
期
待
し
て
い
る
。

武家屋敷売店

売店内の様子
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１
．
知
的
生
産
性
を
考
え
る

　

地
球
温
暖
化
対
策
の
た
め
、
２
０
０
５
年
度
か
ら
政
府

主
導
で
「
ク
ー
ル
ビ
ズ
」
が
行
わ
れ
て
い
る
。
夏
の
軽
装

は
定
着
し
て
き
た
。
関
東
に
お
い
て
は
、
東
日
本
大
震
災

に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
の
逼
迫
に
よ
り
15
％
の
節
電
が

行
わ
れ
た
。
さ
ら
に
軽
装
を
求
め
る
「
ス
ー
パ
ー
ク
ー
ル

ビ
ズ
」
も
推
奨
さ
れ
て
い
る
。

　

海
外
の
友
人
も
、
か
つ
て
日
本
人
は
ど
ん
な
に
暑
く
て

も
長
袖
シ
ャ
ツ
に
ス
ー
ツ
、
ネ
ク
タ
イ
で
あ
っ
た
こ
ろ
か

ら
の
変
容
に
驚
い
て
い
る
。
国
連
で
もCO

O
L U
N

と
い

う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
行
わ
れ
、
冷
暖
房
設
定
温
度
の
緩
和

が
提
唱
さ
れ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
軽
装
化
や
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
を
変
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
環
境
負
荷
を
低
減
さ
せ

る
こ
と
に
は
、
大
賛
成
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
科
学
的
に
賢
い
節
電
を
す
る
必
要
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。
現
代
社
会
は
、
知
的
生
産

性
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
必
須
に
な
っ
て
い
る
。
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
や
発
想
が
な
け
れ
ば
国
際
競
争
に
も
勝
て
な

い
。
農
耕
社
会
で
は
農
地
で
働
き
、
工
業
化
社
会
で
は
工

場
で
働
い
た
。
知
識
創
造
社
会
の
働
く
場
所
の
中
心
は
オ

フ
ィ
ス
で
あ
る
。
そ
の
オ
フ
ィ
ス
で
知
的
生
産
性
が
低
下

し
て
し
ま
う
よ
う
で
は
問
題
な
の
で
あ
る
。

　

官
公
庁
は
我
慢
を
見
せ
る
こ
と
も
必
要
か
も
し
れ
な
い

が
、
働
け
な
く
な
る
よ
う
な
節
電
や
省
エ
ネ
を
す
る
こ
と

が
オ
フ
ィ
ス
の
本
来
の
目
的
で
は
な
い
。
一
般
的
な
オ

フ
ィ
ス
で
は
、
28
度
設
定
は
暑
す
ぎ
る
。
実
は
、
裸
で
寝

て
い
る
時
の
快
適
温
度
は
29
度
で
あ
る
。

　

オ
フ
ィ
ス
で
は
仕
事
を
し
て
お
り
、
住
宅
で
く
つ
ろ
い

で
い
る
時
よ
り
代
謝
量
が
高
く
、
28
度
で
働
く
の
は
無
理

が
あ
る
。
東
京
都
ビ
ル
衛
生
検
査
班
が
20
年
間
に
わ
た
っ

て
オ
フ
ィ
ス
を
測
定
し
た
１
万
６
千
件
以
上
の
デ
ー
タ
に

よ
る
と
、
冷
房
温
度
の
平
均
は
約
25
度
で
あ
っ
た
。

　

こ
れ
ま
で
25
度
で
あ
っ
た
オ
フ
ィ
ス
が
28
度
に
な
っ
た

の
だ
か
ら
、反
発
も
出
る
だ
ろ
う
。工
場
の
ク
リ
ー
ン
ル
ー

ム
を
生
産
歩
留
ま
り
が
低
下
し
て
ま
で
も
、
省
エ
ネ
の
た

め
に
空
気
清
浄
度
を
悪
く
す
る
の
は
許
さ
れ
る
こ
と
で
は

な
い
の
と
同
じ
で
あ
る
。

　

我
々
の
研
究
グ
ル
ー
プ
で
は
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
、
生
産
性
と
室
温
に
関
す
る
測
定
調
査
を
行
っ
た
。
約

１
０
０
名
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が
取
り
扱
っ
た
年
間
累
計
１

万
３
１
６
９
人
分
の
コ
ー
ル
デ
ー
タ
を
分
析
し
た
結
果
、

平
均
室
温
が
25
度
か
ら
28
度
に
上
昇
す
る
と
、
時
間
当
た

り
の
平
均
応
答
件
数
の
低
下
率
は
約
６
％
に
の
ぼ
る
こ
と

が
分
か
っ
た
。

　

低
下
率
約
６
％
と
は
、
１
日
の
就
業
時
間
を
８
時
間
と

す
る
と
、
同
じ
成
果
を
上
げ
る
た
め
に
29
分
間
の
残
業
が

必
要
に
な
る
。
オ
フ
ィ
ス
ワ
ー
カ
ー
の
人
件
費
は
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
や
建
築
物
の
コ
ス
ト
よ
り
も
は
る
か
に
高
い
。
節

電
対
策
を
間
違
え
る
と
、
大
き
な
経
済
的
損
失
を
生
む
こ

と
に
な
る
。

　

ま
た
、
28
度
設
定
を
行
っ
て
も
室
温
は
必
ず
し
も
居
住

者
の
体
感
温
度
と
は
同
じ
に
は
な
ら
な
い
こ
と
に
も
注
意

2012・7月号 32
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取
り
組
む
節
電
対
策

早
稲
田
大
学
創
造
理
工
学
部
建
築
学
科 

教
授　

●　

田
辺
新
一

ス
マ
ー
ト
な
節
電
の
す
す
め

　

  ―
優
先
順
位
を
考
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し
た
賢
い
節
電
対
策
が
必
要―
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特集 地域で取り組む節電対策

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
オ
フ
ィ
ス
内
の
パ
ソ
コ
ン
、
プ

リ
ン
タ
ー
な
ど
の
Ｏ
Ａ
機
器
か
ら
の
発
熱
が
あ
っ
た
り
、

建
物
の
構
造
に
よ
っ
て
は
、
設
定
温
度
が
28
度
で
あ
っ
た

と
し
て
も
、
天
井
、
窓
、
床
の
表
面
温
度
は
28
度
以
上
に

な
っ
た
り
す
る
。

　

28
度
の
根
拠
は
、「
建
築
物
に
お
け
る
衛
生
的
環
境
の

確
保
に
関
す
る
法
律
」
に
お
い
て
、
冷
房
を
行
う
建
物
の

室
温
は
28
度
以
下
と
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

に
あ
る
。
日
本
人
は
環
境
に
不
満
が
あ
っ
て
も
、
我
慢
し

て
仕
事
を
す
る
こ
と
が
多
い
。
画
一
的
に
28
度
設
定
と
す

る
の
で
は
な
く
、
科
学
的
に
賢
く
節
電
し
て
い
く
こ
と
が

大
切
で
あ
る
。

２
． 

節
電
に
対
す
る
オ
フ
ィ
ス
ワ
ー
カ
ー

の
意
識

　

２
０
１
１
年
の
節
電
環
境
下
で
オ
フ
ィ
ス
ワ
ー
カ
ー
約

７
０
０
名
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
た
。
震
災
前
後
に

お
け
る
節
電
に
対
す
る
意
識
の
変
化
を
質
問
し
た
（
図

１
）。
96
％
も
の
人
が
自
身
の
節
電
意
識
は
「
高
い
」
と

答
え
た
。

　

一
方
で
、
節
電
さ
れ
た
自
社
オ
フ
ィ
ス
に
つ
い
て
「
不

便
・
不
都
合
だ
と
感
じ
る
」
人
は
72
％
に
の
ぼ
っ
た
。
節

電
に
対
し
て
は
「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
肯
定
的
」
ま
た
は

「
肯
定
的
」
と
い
う
回
答
が
９
割
を
占
め
た
（
図
２
）。
し

か
し
、省
エ
ネ
の
徹
底
に
よ
る
快
適
性
低
下
に
関
し
て
は
、

半
数
以
上
が
受
け
入
れ
ら
れ
る
と
い
う
回
答
で
あ
っ
た

が
、
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
側
の
申
告
も
６
％
あ
っ
た
。

　

図
３
に
業
務
の
妨
げ
に
な
っ
て
い
る
節
電
対
策
を
示

す
。
43
％
が
「
空
調
設
定
温
度
の
緩
和
」
を
回
答
し
た
。

次
い
で
「
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
停
止
」
や
「
天
井
照
明
の
減

光
」
と
い
う
回
答
が
多
か
っ
た
。
節
電
継
続
可
能
年
数
で

は
、
５
０
４
名
の
回
答
者
の
う
ち
、
現
在
の
節
電
を
継
続

で
き
る
期
間
は
「
３
年
」
と
し
て
い
る
人
が
最
も
多
か
っ

た
。
５
年
以
内
の
回
答
の
合
計
が
約
75
％
で
あ
っ
た
。

　

節
電
の
意
識
は
あ
る
が
、
多
く
の
人
が
不
満
を
抱
い
て

い
る
現
実
が
あ
る
以
上
、
単
な
る
精
神
論
で
は
な
く
、
納

得
し
や
す
い
根
拠
を
示
し
て
、
効
果
的
に
省
エ
ネ
・
節
電

を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。　

図
４
に
節
電
に
よ
る
生

産
性
の
変
化
率
を
示
す
。

「
昨
年
の
夏
と
比
較
し
て
、

生
産
性
は
何
％
変
化
し
た

と
考
え
ら
れ
ま
す
か
？
」

と
い
う
質
問
を
行
っ
た
。

変
化
し
て
い
な
い
と
い
う

回
答
が
最
も
多
か
っ
た

が
、
４
７
４
名
の
回
答
の

平
均
を
と
る
と
、６
・
６
％

生
産
性
が
低
下
し
た
と
い

う
結
果
と
な
っ
て
い
た
。

２
０
１
１
年
の
夏
は
節
電

や
様
々
な
状
況
が
オ
フ
ィ

ス
ワ
ー
カ
ー
の
知
的
生
産

性
を
低
下
さ
せ
て
い
た
こ

と
は
間
違
い
な
い
。

2012・7月号33

図１　震災前後における節電意識と自社オフイスについて

図２　節電に対して

図３　業務の妨げになっている節電対策・継続可能年数
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３
．
温
度
、
照
明
、
換
気
の
影
響

　

さ
ら
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
た
都
内
の
オ
フ
ィ
ス
ビ

ル
で
室
温
、
照
度
、
換
気
量
を
変
化
さ
せ
て
オ
フ
ィ
ス
在

室
者
の
不
満
足
者
率
を
調
査
し
た
。
図
５
の
左
に
各
フ
ロ

ア
の
机
上
面
照
度
平
均
値
と
光
環
境
満
足
度
を
示
す
。
照

度
２
０
０
〜
６
５
０
ル
ク
ス
の
範
囲
で
は
、
平
均
机
上
面

照
度
と
光
環
境
の
満
足
者
率
・
不
満
足
者
率
の
相
関
は
弱

か
っ
た
。
満
足
度
の
グ
ラ
フ
を
み
る
と
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の

プ
ロ
ッ
ト
は
満
足
側
で
一
定
し
て
お
り
、
照
度
に
よ
っ
て

光
環
境
満
足
度
は
大
き
く
変
わ
ら
な
い
。

　

図
に
は
示
し
て
い
な
い
が
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
の
解
析
を

行
っ
た
と
こ

ろ
、
役
職
者
や

年
齢
が
上
の
オ

フ
ィ
ス
ワ
ー

カ
ー
に
は
、
や

は
り
２
０
０
〜

３
０
０
ル
ク
ス

で
は
暗
く
て
不

満
と
い
う
申
告

が
み
ら
れ
た
。

老
眼
の
影
響
が

あ
る
と
思
わ
れ

る
が
、
こ
の
よ

う
な
グ
ル
ー
プ

に
も
手
元
を
明

る
く
す
る
タ
ス

ク
ラ
イ
ト
を
使

用
し
て
も
ら
う

と
不
満
が
な
く
な
る
。

　

温
度
と
比
べ
る
と
、
光
環
境
の
変
化
が
知
的
生
産
性
に

与
え
る
影
響
は
小
さ
く
、
ま
だ
節
電
の
余
地
が
あ
る
。
こ

れ
ま
で
の
７
５
０
ル
ク
ス
の
照
明
は
明
る
す
ぎ
る
。
１
月

に
マ
レ
ー
シ
ア
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に

行
っ
た
が
、
ど
こ
も
５
０
０
ル
ク
ス
程
度
。
５
０
０
ル
ク

ス
ま
で
落
と
せ
ば
、消
費
電
力
は
２
〜
３
割
下
げ
ら
れ
る
。

ま
た
、
照
明
の
電
力
が
下
が
る
と
、
照
明
か
ら
発
せ
ら
れ

る
熱
も
下
が
る
の
で
、
空
調
に
も
好
影
響
を
及
ぼ
す
。
一

石
二
鳥
の
効
果
が
あ
る
の
で
あ
る
。
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
の
導
入

な
ど
、
削
減
で
き
る
余
地
は
ま
だ
ま
だ
あ
る
。

　

図
５
の
中
に
各
フ
ロ
ア
の
室
内
温
度
平
均
値
と
温
熱
環

境
満
足
度
を
示
す
。
平
均
室
内
温
度
と
温
熱
不
満
足
者
率

に
は
相
関
が
み
ら
れ
た
。
25
度
付
近
で
は
不
満
足
者
率
は

20
％
程
度
で
あ
る
の
に
対
し
、28
度
で
は
60
％
に
も
上
り
、

温
度
が
高
く
な
る
ほ
ど
不
満
足
者
率
が
急
激
に
増
加
し
て

い
た
。
満
足
度
を
み
て
も
、
25
〜
26
度
を
ピ
ー
ク
に
温
度

が
高
く
な
る
ほ
ど
満
足
度
が
低
く
な
っ
て
い
た
。
人
工
気

候
室
に
お
け
る
実
験
に
よ
っ
て
も
、
一
般
的
な
オ
フ
ィ
ス

環
境
で
は
27
度
を
超
え
る
と
急
激
に
不
満
が
増
加
す
る
こ

と
が
わ
か
っ
て
い
る
。

　

図
５
の
右
に
各
フ
ロ
ア
の
二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
2
）
濃

度
平
均
値
と
空
気
質
環
境
満
足
度
を
示
す
。
Ｃ
Ｏ
２
濃
度

と
空
気
質
環
境
満
足
・
不
満
足
者
率
に
は
弱
い
相
関
が
み

ら
れ
、
６
０
０
〜
１
２
０
０
ｐ
ｐ
ｍ
（
パ
ー
ツ
・
パ
ー
・

ミ
リ
オ
ン
＝
百
万
分
の
一
の
意
）
に
お
い
て
、
Ｃ
Ｏ
2
濃

度
が
高
く
な
る
ほ
ど
空
気
質
環
境
に
対
す
る
不
満
足
者
率

が
緩
や
か
に
増
加
す
る
傾
向
に
あ
っ
た
。

　

満
足
度
を
み
る
と
、
Ｃ
Ｏ
2
濃
度
が
１
０
０
０
ｐ
ｐ
ｍ

未
満
で
は
満
足
度
は
中
立
程
度
で
、
１
０
０
０
ｐ
ｐ
ｍ
を

超
え
る
と
不
満
足
と
な
っ
て
い
た
。換
気
量
に
つ
い
て
は
、

１
０
０
０
ｐ
ｐ
ｍ
の
空
気
質
（
Ｃ
Ｏ
2
濃
度
）
が
一
つ
の

目
安
と
な
る
。
高
す
ぎ
る
Ｃ
Ｏ
2
濃
度
は
、
も
ち
ろ
ん
満

足
度
の
低
下
を
も
た
ら
す
が
、
１
０
０
０
ｐ
ｐ
ｍ
以
下
で

あ
れ
ば
、
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
影
響
は
な
い
。

　

注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
温
度
が
空
気
質
環

境
の
満
足
度
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
で
あ
る
。
Ｃ
Ｏ
2

濃
度
が
ま
っ
た
く
変
わ
ら
な
い
場
合
で
も
、
室
温
が
上
が

る
と
、
空
気
質
環
境
の
満
足
度
は
低
下
し
、
生
産
性
が
下

が
っ
て
し
ま
う
。

４
．
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
の
関
係

　

図
６
左
に
設
定
照
度
別
の
全
天
日
射
量
と
照
明
消
費
電

2012・7月号 34

図４　生産性の低下

図５　光・温熱・空気質環境満足度
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力
量
の
相
関
を
示
す
。
調
査
期
間
中
の
５
０
０
ル
ク
ス
、

３
０
０
ル
ク
ス
設
定
期
間
に
お
け
る
執
務
時
間
中
の
１
時

間
ご
と
の
照
明
消
費
電
力
量
と
、
そ
の
時
間
の
全
天
日
射

量
の
関
係
を
み
た
。
７
５
０
ル
ク
ス
設
定
に
関
し
て
は
、

昨
年
の
夏
季
の
デ
ー
タ
を
使
用
し
た
。

　

グ
ラ
フ
よ
り
、
３
０
０
ル
ク
ス
設
定
の
場
合
は
全
天
日

射
量
が
多
い
ほ
ど
照
明
消
費
電
力
量
が
減
少
し
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
７
５
０
ル
ク
ス
か
ら
５
０
０
ル
ク

ス
に
照
度
を
抑
え
る
と
１
平
方
㍍
当
た
り
４
・
２
ワ
ッ
ト
、

７
５
０
ル
ク
ス
か
ら
３
０
０
ル
ク
ス
に
下
げ
る
と
１
平
方

㍍
当
た
り
約
６
・
３
ワ
ッ
ト
の
照
明
消
費
電
力
量
の
削
減

が
見
込
ま
れ
る
、
と
い
う
結
果
と
な
っ
た
。

　

典
型
的
な
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
で
は
ピ
ー
ク
時
の
電
力
消
費

は
、
空
調
用
電
力
が
約
48
％
、
照
明
約
24
％
、
パ
ソ
コ
ン
・

コ
ピ
ー
機
な
ど
の
Ｏ
Ａ
機
器
が
約
16
％
を
占
め
る
。
節
電

の
た
め
に
は
、
冷
房
設
定
温
度
を
上
げ
る
こ
と
に
目
が
向

か
い
が
ち
だ
が
、
26
度
か
ら
28
度
に
上
げ
て
も
４
％
の
節

電
効
果
し
か
な
い
。

　

そ
の
前
に
、
照
明
、
Ｏ
Ａ
機
器
な
ど
の
消
費
電
力
を
押

さ
え
る
こ
と
が
必
要
に
な
る
。
機
器
そ
の
も
の
が
使
用
す

る
電
力
を
低
減
で
き
る
と
と
も
に
、
機
器
か
ら
の
発
熱
を

処
理
す
る
冷
房
の
電
力
も
削
減
で
き
る
。
執
務
空
間
の
照

明
を
半
減
さ
せ
れ
ば
、
13
％
の
節
電
が
で
き
る
。

　

図
６
右
に
空
調
に
使
用
し
た
消
費
電
力
量
を
示
す
。
設

定
温
度
ご
と
に
示
し
て
い
る
が
、
外
気
の
温
湿
度
が
低
い

時
に
は
消
費
電
力
量
も
低
く
な
る
の
で
、
エ
ン
タ
ル
ピ
ー

と
い
う
値
で
補
正
を
行
っ
て
い
る
。エ
ン
タ
ル
ピ
ー
と
は
、

日
本
語
で
熱
含
量
と
も
い
う
。
室
内
外
エ
ン
タ
ル
ピ
ー
差

が
大
き
く
な
れ
ば
冷
房
に
要
す
る
熱
量
も
大
き
く
な
る
。

こ
の
グ
ラ
フ

よ
り
、
26
度

設
定
よ
り
も

27
度
設
定
の

方
が
、
消
費

電
力
量
が
平

均
し
て
１
平

方
㍍
当
た
り

０
・
７
ワ
ッ

ト
削
減
さ
れ

る
こ
と
が
わ

か
る
。

　

ま
た
27
度

設
定
の
グ
ラ

フ
を
み
る

と
、
設
定
温
度
の
み
な
ら
ず
、
外
気
温
が
空
調
負
荷
に
与

え
る
影
響
が
大
き
い
。
温
熱
環
境
の
悪
化
は
知
的
生
産
性

と
非
常
に
高
い
相
関
が
あ
る
。
衣
服
の
調
整
や
メ
ッ
シ
ュ

椅
子
が
体
感
温
度
に
与
え
る
影
響
は
大
き
く
、
消
費
電
力

が
数
ワ
ッ
ト
の
小
型
卓
上
フ
ァ
ン
も
効
果
的
で
あ
る
。
そ

う
す
れ
ば
、
27
度
ぐ
ら
い
ま
で
は
な
ん
と
か
な
る
。

　

逆
に
、節
電
で
冷
房
の
設
定
温
度
を
上
げ
た
と
し
て
も
、

一
人
ひ
と
り
が
10
〜
20
ワ
ッ
ト
の
扇
風
機
を
使
っ
て
し

ま
っ
た
ら
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
は
高
ま
っ
て
し
ま
う
の

で
注
意
が
必
要
だ
。
２
０
１
２
年
夏
季
に
お
い
て
は
、
優

先
順
位
を
考
慮
し
た
賢
い
節
電
対
策
が
必
要
と
さ
れ
る
。

５
．
お
わ
り
に

　

日
本
で
は
、
節
電
や
ク
ー
ル
ビ
ズ
な
ど
も
我
慢
す
る
こ

と
が
美
徳
の
よ
う
に
思
わ
れ
て
い
る
が
、
我
慢
す
べ
き
は

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
で
あ
る
。
科
学
的
な
省
エ
ネ
を
行
う
こ

と
は
非
常
に
大
切
で
あ
る
。
暑
く
て
、
暗
い
官
公
庁
の
様

子
を
Ｔ
Ｖ
で
み
て
喜
ん
で
い
る
場
合
で
は
な
い
。そ
れ
は
、

こ
の
国
の
衰
退
そ
の
も
の
を
意
味
す
る
。
官
公
庁
は
日
本

の
た
め
、
住
民
の
た
め
に
働
く
の
で
あ
っ
て
、
庶
民
の
不

満
の
は
け
口
で
は
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
今
後
の
課
題
と
し
て
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事
業
継
続
計

画
）
の
観
点
か
ら
、
電
源
が
な
く
な
っ
た
非
常
時
に
、
建

物
が
ど
う
い
っ
た
環
境
に
な
る
の
か
を
も
っ
と
知
る
必
要

が
あ
る
。
帰
宅
困
難
者
が
長
時
間
、
暖
房
や
冷
房
が
な
い

と
こ
ろ
で
過
ご
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
に
、
温
度
は
ど

の
程
度
ま
で
で
あ
れ
ば
多
く
の
人
が
大
丈
夫
な
の
か
。
知

的
生
産
性
を
向
上
さ
せ
る
の
と
は
違
う
考
え
方
も
必
要
で

あ
る
。

2012・7月号35

図６　設定条件別の照明・空調消費電力量
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定
住
・
交
流
促
進
に
向
け
た

取
り
組
み
の
背
景

　

松
浦
市
は
、
炭
鉱
閉
鎖
後
の
停
滞
す
る

地
域
経
済
を
活
性
化
す
る
た
め
、
農
業
・

漁
業
の
振
興
や
企
業
誘
致
活
動
、
水
産
加

工
団
地
の
造
成
、
松
浦
火
力
発
電
所
や
石

油
ガ
ス
備
蓄
基
地
の
立
地
等
地
域
産
業
の

振
興
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
し
か
し
、
人

口
流
出
を
抑
え
る
こ
と
は
困
難
で
、
ピ
ー

ク
時
（
昭
和
35
年
）
に
約
６
万
人
だ
っ
た

人
口
は
、約
２
万
６
千
人
弱
（
平
成
23
年
）

に
ま
で
減
少
し
て
い
る
。

　

こ
れ
に
は
都
市
部
へ
の
人
口
流
出
だ
け

で
な
く
、
未
婚
化
・
晩
婚
化
の
流
れ
が
少

子
化
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
と
考
え
ら

れ
、
定
住
促
進
と
未
婚
・
晩
婚
化
対
策
は

重
要
な
政
策
課
題
と
捉
え
て
い
る
。
こ
う

し
た
時
代
の
流
れ
を
受
け
て
、本
市
で
は
、

定
住
促
進
に
向
け
た
助
成
制
度
（
定
住
支

援
制
度
・
賃
貸
住
宅
入
居
費
補
助
金
・
ふ

る
さ
と
就
職
奨
励
金
）
を
、
平
成
20
年
度

か
ら
段
階
的
に
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
き
た
。

　

一
方
、
松
浦
市
と
い
う
地
域
を
、
そ
し

て
こ
れ
ら
の
制
度
を
広
く
周
知
す
る
取
り

組
み
が
必
要
で
は
な
い
か
。
そ
の
た
め
に

は
ど
の
よ
う
な
地
域
資
源
を
Ｐ
Ｒ
す
べ
き

で
、
そ
れ
に
対
す
る
都
市
部
住
民
の
反
応

は
ど
う
な
の
か―

。

　

こ
れ
ら
を
試
行
す
る
必
要
性
を
強
く
感

じ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
地
域
内
外
の
交
流

の
機
会
を
創
出
し
、
松
浦
市
と
い
う
「
地

域
」
と
、
こ
こ
に
住
む
「
人
」
を
知
っ
て

も
ら
う
た
め
の
仕
掛
け
を
、
市
内
の
商
工

業
・
農
漁
業
・
観
光
業
者
と
と
も
に
考
え

て
い
く
こ
と
と
し
た
。

新
産
業
と
し
て
育
っ
て
き
た

「
体
験
型
学
習
旅
行
」
を
生
か
す

　

田
舎
暮
ら
し
体
験
事
業
は
、
す
で
に
全

国
各
地
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
た
め
、
松

浦
と
い
う
地
域
だ
か
ら
で
き
る
こ
と
を
試

し
た
い
と
考
え
た
。

　

実
は
、
松
浦
市
を
中
心
と
し
た
長
崎
県

北
松
浦
半
島
は
、
年
間
約
２
万
７
千
人
の

旅
行
者
を
受
け
入
れ
る
体
験
型
学
習
旅
行

の
地
で
あ
る
。
平
成
15
年
以
降
、
豊
か
な

自
然
や
産
業
資
源
、
人
材
を
活
用
し
た
農

漁
業
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
心
の
交
流
を
主

眼
に
置
い
た
農
漁
村
民
泊
体
験
に
取
り
組

み
、
交
流
人
口
の
拡
大
を
図
っ
て
き
た
。

し
か
し
、
未
だ
に
一
般
的
な
認
知
度
が
低

い
。
そ
れ
は
、
こ
れ
ら
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

中
高
生（
修
学
旅
行
生
）向
け
の
実
施
体
制

と
な
っ
て
お
り
、
一
般
客
の
受
け
入
れ
が

広
が
っ
て
い
な
い
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

　

今
後
、
一
般
参
加
者
向
け
に
体
験
型
学

習
旅
行
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

地
元
住
民
と
の
交
流
を
深
め
な
が
ら
地
域

を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

さ
ら
に
農
村
と
漁
村
を
有
す
る
本
市
の
多

様
な
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
活
用
す
る
こ
と

で
、
個
人
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
田
舎
暮
ら

し
体
験
を
提
供
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

そ
う
し
た
観
点
か
ら
体
験
型
旅
行
を
取
り

入
れ
た
体
験
事
業
の
実
施
に
絞
っ
た
。

　

な
お
、
若
い
世
代
の
移
住
・
定
住
化
を

図
る
上
で
は
、
独
身
者
同
士
の
交
流
を
深

め
る
事
業
も
必
要
で
あ
る
。
そ
の
中
で
、

新
た
な
生
活
の
ス
テ
ー
ジ
と
し
て
本
市
を

選
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
、
地
域
の
魅
力
を

Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
こ
と
も
欠
か
せ
な
い
。

　

そ
う
考
え
て
、
体
験
型
旅
行
の
要
素
を

取
り
入
れ
つ
つ
、
若
手
の
商
工
業
・
農
林

漁
業
者
の
協
力
を
得
な
が
ら
イ
ベ
ン
ト
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
策
定
す
る
こ
と
と
し
、
平
成

23
年
度
は
財
団
法
人
地
域
活
性
化
セ
ン

タ
ー
の
「
移
住
・
交
流
推
進
支
援
事
業
」

を
活
用
し
、
事
業
を
実
施
し
た
。

体
験
・
交
流
・
情
報
発
信
へ
の

取
り
組
み
と
成
果

　

平
成
23
年
度
に
具
体
的
に
取
り
組
ん
だ

（
長
崎
県
松
浦
市
）

　

移
住
・
交
流
推
進
支
援
事
業

松
浦
市
役
所 

ま
ち
づ
く
り
推
進
課 

副
主
任　
●　

久
保
綾
乃

体
験
型
学
習
を
活
か
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
づ
く
り

〜
ま
つ
う
ら
移
住
・
交
流
・
体
験
事
業
の
取
り
組
み
〜

　

都
市
か
ら
地
方
へ
の
移
住
・
交
流
は
、
人
口
減
少
社
会
に
お
け
る
地
域
活
性
化
策
の
柱

と
し
て
期
待
さ
れ
る
。
財
団
法
人
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、「
移
住
・
交
流
推
進
支

援
事
業
」
と
し
て
、
地
域
団
体
も
し
く
は
市
町
村
が
自
主
的･

主
体
的
に
実
施
す
る
、
都

市
住
民
な
ど
を
受
け
入
れ
る
事
業
を
支
援
し
て
い
る
。
今
回
、
平
成
23
年
度
に
同
事
業
を

活
用
し
た
長
崎
県
松
浦
市
の
取
り
組
み
を
、
同
市
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
副
主
任
の
久
保
綾

乃
氏
に
ご
紹
介
い
た
だ
い
た
。 

（
企
画
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
課
）
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事
業
を
ご
紹
介
す
る
。

○ 

田
舎
暮
ら
し
体
験
ツ
ア
ー
（
10
月
・
１

月
の
２
回
実
施
、
参
加
者
計
43
名
）

　

ツ
ア
ー
１
回
目
は
、
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー

と
位
置
付
け
、
都
市
部
か
ら
の
参
加
者
を

確
実
に
確
保
す
る
と
い
う
考
え
か
ら
、
福

岡
市
内
で
活
動
す
る
地
域
交
流
に
向
け
た

活
動
に
取
り
組
む
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
協
力
を

得
て
実
施
し
た
。
市
内
各
地
を
ま
わ
り
意

見
を
集
め
な
が
ら
、
ツ
ア
ー
の
半
分
は
青

島
と
い
う
離
島
で
過
ご
し
て
も
ら
っ
た
。

　

漁
村
で
の
漁
業
・
民
泊
体
験
で
あ
る
。

青
島
は
コ
ン
ビ
ニ
も
な
い
、
観
光
施
設
も

乏
し
い
小
さ
な
島
で
あ
る
が
、
参
加
者
の

満
足
度
は
非
常
に
高
く
、
こ
の
成
果
を
生

か
し
て
2
回
目
の
ツ
ア
ー
実
施
に
踏
み

切
っ
た
。
２
回
目
の
ツ
ア
ー
で
は
、
漁
村

か
農
村
か
を
選
べ
る
よ
う
に
工
夫
す
る
と

と
も
に
、
地
元
住
民
と
の
交
流
食
事
会
な

ど
も
開
催
し
、
さ
ら
に
地
域
の
魅
力
を
ア

ピ
ー
ル
す
る
よ
う
努
め
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
次
は
違
う
エ
リ
ア
で

の
民
泊
を
し
た
い
」「
伝
統
工
芸
体
験
の

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
宅
に
民
泊
し
た
い
」

な
ど
の
声
も
あ
り
、
今
後
の
交
流
に
つ
い

て
継
続
の
可
能
性
を
実
感
で
き
た
。

○ 

地
域
の
魅
力
を
体
感
す
る
独
身
者
向
け

交
流
事
業
（
８
月
・
11
月
・
２
月
の
３

回
実
施
、
参
加
者
計
71
名
）

　

一
般
的
に
は
、「
婚
活
」
に
類
す
る
事

業
で
あ
る
が
、
松
浦
の
特
徴
を
知
っ
て
も

ら
い
な
が
ら
交
流
を
楽
し
ん
で
も
ら
え
る

プ
ロ
グ
ラ
ム
づ
く
り
に
こ
だ
わ
っ
て
取
り

組
ん
だ
。
こ
の
事
業
は
、
松
浦
商
工
会
議

所
青
年
部
、
松
浦
市
青
年
農
業
者
会
、
新

松
浦
漁
業
協
同
組
合
青
年
部
、
市
に
よ
る

実
行
委
員
会
を
組
織
し
取
り
組
ん
だ
た

め
、
イ
ベ
ン
ト
内
容
も
漁
船
ク
ル
ー
ジ
ン

グ
か
ら
イ
チ
ゴ
狩
り
体
験
、
国
際
交
流

ク
ッ
キ
ン
グ
ま
で
、
幅
広
い
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
取
り
入
れ
た
。

　

市
外
か
ら
の
女
性
参
加
者
が
多
く
、
そ

の
上
、
３
回
の
イ
ベ
ン
ト
で
累
計
14
組
の

カ
ッ
プ
リ
ン
グ
に
成
功
し
た
こ
と
を
考
え

る
と
、
非
常
に
充
実
し
た
イ
ベ
ン
ト
事
業

を
実
施
で
き
た
と
感
じ
て
い
る
。

○
移
住
・
交
流
事
業
の
Ｐ
Ｒ
活
動

　

定
住
支
援
制
度
を
市
外
在
住
者
に
認
知

し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、
広
告
掲
載

や
Ｐ
Ｒ
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成
事
業
な
ど
広

報
活
動
に
も
注
力
し
た
。
広
告
掲
載
は
、

効
果
に
対
す
る
不
安
は
あ
っ
た
も
の
の
、

東
京
で
開
催
さ
れ
た
長
崎
県
田
舎
暮
ら
し

キ
ャ
ラ
バ
ン
に
出
展
し
た
際
に
は
、
広
告

記
事
を
見
て
松
浦
市
の
支
援
制
度
を
尋
ね

に
来
ら
れ
た
人
が
い
た
。
制
度
を
準
備
し

て
満
足
す
る
の
で
は
な
く
、
情
報
を
欲
し

て
い
る
人
に
い
か
に
効
率
的
に
情
報
発
信

し
て
い
く
か
、
今
後
も
検
討
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。

交
流
拡
大
か
ら
移
住
に

つ
な
げ
る
た
め
に

　

各
種
事
業
に
取
り
組
ん
で
き
た
が
、
や

は
り
民
泊
を
取
り
入
れ
た
田
舎
暮
ら
し
体

験
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
は
、
飾
ら
な
い
地
域

の
良
さ
が
伝
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感
で

き
、
受
け
入
れ
る
私
た
ち
に
と
っ
て
も
大

変
良
い
体
験
と
な
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
ま
だ
一
般
的
で
は
な
い
民
泊

が
ど
う
い
う
も
の
な
の
か
を
説
明
・
広
報

す
る
材
料
を
集
め
る
こ
と
が
で
き
、
今
後

の
体
験
事
業
開
催
に
も
生
か
せ
る
の
で
は

な
い
か
と
感
じ
て
い
る
。

　

参
加
前
は
民
泊
に
対
し
て
不
安
を
感
じ

て
い
た
人
も
、
旅
行
後
、
民
泊
を
再
度
利

用
し
た
い
と
言
わ
れ
て
い
た
。
民
泊
先
家

庭
と
連
絡
先
を
取
り
合
っ
て
い
る
風
景
も

見
ら
れ
た
。
観
光
地
を
回
る
だ
け
で
は
得

ら
れ
な
い
、
こ
う
し
た
人
同
士
の
つ
な
が

り
が
、
交
流
を
拡
大
さ
せ
、
将
来
的
に
移

住
先
の
候
補
地
と
し
て
選
ぶ
こ
と
に
つ
な

が
っ
て
ほ
し
い
、
と
感
じ
て
い
る
。

　

そ
し
て
移
住
先
を
検
討
し
て
い
く
中

で
、
松
浦
市

を
強
く
意
識

し
て
も
ら
え

る
よ
う
、
定

住
支
援
制
度

の
Ｐ
Ｒ
を

行
っ
て
い
き

た
い
。

■ 移住・交流による地域活性化支援事
業の概要

【事業概要】
　地方が都市住民等を受け入れる移住や交
流人口の増加等につながる地域交流の推進
により、地域を活性化することを目的とし
て、市町村等または地域団体が実施する移
住・交流を推進する事業に対し支援する。
【助成対象団体】
　市町村（特別区を含む）、広域連合、一
部事務組合等
【助成金額・助成率】
　助成金額は、１件につき200万円が上限
　助成率は、助成対象経費の100％以内
【交付団体】
　平成23年度　42団体
　平成24年度　51団体（予定）
【問い合わせ】
　企画・コンサルタント業務課
　電話番号　03-5202-6133

押し寿司体験

船釣り体験

民泊家族と
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台
東
区
は
、
東
京
23
区
部
の
中
心
よ
り

や
や
東
側
に
位
置
し
て
い
る
。
そ
の
面
積

は
23
区
内
で
最
も
小
さ
い
も
の
の
、
上
野

恩
賜
公
園
や
文
化
施
設
が
多
く
集
ま
る

「
上
野
の
山
」、
東
京
最
古
の
寺
で
あ
る
浅

草
寺
を
擁
す
る
浅
草
な
ど
、
国
内
外
か
ら

多
く
の
人
が
訪
れ
る
地
域
で
あ
る
。

　

浅
草
寺
の
裏
手
に
位
置
す
る
、
浅
草
北

部
地
区
及
び
浅
草
寺
北
部
地
区
。
江
戸
時

代
最
大
の
延
焼
面
積
・
死
者
数
を
記
録
し

た
と
い
わ
れ
る
１
６
５
７
年
の
明
暦
の
大

火
以
降
、
こ
の
地
域
に
は
猿
若
三
座
（
中

村
座
、
市
村
座
、
河
原
崎
座
）
で
知
ら
れ

る
芝
居
町
が
つ
く
ら
れ
、
ま
た
、
公
許
の

遊
里
で
あ
る
吉
原
が
生
ま
れ
た
。

　

当
地
は
江
戸
庶
民
の
娯
楽
を
集
め
た
盛

り
場
と
し
て
、
流
行
発
信
地
と
し
て
多
い

に
賑
わ
う
地
域
と
な
っ
た
。
今
で
は
そ
の

街
並
み
も
す
っ
か
り
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た

が
、華
や
か
で
艶
や
か
な
往
時
の
記
憶
は
、

通
り
の
名
前
や
石
碑
な
ど
で
う
か
が
い
知

る
こ
と
が
で
き
る
。

　

今
回
は
、
こ
の
浅
草
北
部
地
区
・
浅
草

寺
北
部
地
区
（
通
称
：
奥
浅
草
）
の
地
域

活
性
化
に
取
り
組
む
「
一
般
社
団
法
人
奥

浅
草
観
光
ま
ち
づ
く
り
協
会
」
を
訪
ね
、

専
務
理
事
を
務
め
る
細
川
清
氏
に
お
話
を

う
か
が
っ
た
。

地
域
の
活
気
と
賑
わ
い
を

取
り
戻
す
た
め
に

　

奥
浅
草
一
帯
は
、
江
戸
時
代
大
い
に
賑

わ
っ
て
い
た
が
、
時
代
の
流
れ
と
と
も
に

ま
ち
の
様
子
は
変
わ
り
、
受
け
継
が
れ
て

き
た
庶
民
文
化
の
継
承
が
徐
々
に
難
し
く

な
っ
て
い
っ
た
。

　

こ
の
状
況
を
危
惧
し
た
奥
浅
草
一
帯
24

の
町
会
で
組
織
さ
れ
る
馬
道
地
区
町
会
連

合
会
の
町
会
長
の
有
志
た
ち
が
、
伝
統
あ

る
浅
草
全
体
の
活
気
と
賑
わ
い
を
取
り
戻

す
た
め
に
「
ま
ち
の
名
所
を
作
ろ
う
」
と

発
起
し
、
平
成
14
年
に
地
域
を
横
断
す
る

小
松
橋
通
り
に
１
３
１
本
の
桜
の
木
を
植

樹
し
た
。

　

植
え
た
の
は
八
重
桜
の
一
種
で
あ
る

「
一
葉
桜
」。
近
隣
に
は
上
野
公
園
や
隅
田

公
園
と
い
っ
た
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
の
名
所
が

あ
り
、
そ
れ
ら
と
は
異
な
る
特
徴
あ
る
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
し
た
こ
と
、
ま
た
、
当

地
が
そ
の
舞
台
と
な
っ
た
小
説
『
た
け
く

ら
べ
』
の
著
者
で
あ
る
樋
口
一
葉
の
名
と

重
な
っ
た
こ
と
が
、
品
種
選
定
の
理
由
で

あ
る
。

　

こ
の
小
松
橋
通
り
（
後
に
一
葉
桜
・
小

松
橋
通
り
と
改
名
）
を
主
な
フ
ィ
ー
ル
ド

と
し
て
、
町
会
長
た
ち
が
中
心
と
な
り
活

動
を
続
け
て
き
た
が
、
町
会
が
主
体
で
動

く
こ
と
の
限
界
に
直
面
し
た
。

　

町
会
の
構
成
員
で
あ
る
地
域
住
民
の
考

え
方
は
十
人
十
色
。
観
光
に
よ
り
他
所
か

ら
人
が
訪
れ
る
こ
と
を
望
ま
な
い
住
民
も

当
然
存
在
し
た
。
そ
こ
で
地
域
の
有
志
た

ち
は
、
よ
り
一
層
の
地
域
振
興
を
図
る
た

め
、
平
成
22
年
、
観
光
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
を
活
動
の
主
軸
と
す
る
奥
浅
草
観
光
ま

ち
づ
く
り
協
会
を
新
た
に
立
ち
上
げ
た
。

地
域
が
一
体
と
な
り
伝
え
る
江
戸
文
化

　

当
団
体
は
、各
種
イ
ベ
ン
ト
等
の
企
画
・

実
施
を
通
じ
、
浅
草
寺
や
仲
見
世
を
中
心

と
す
る
賑
わ
い
が
奥
浅
草
ま
で
広
が
る
こ

と
を
目
指
し
て
活
動
を
続
け
て
い
る
。

　
〝
浅
草
観
音
う
ら
三
大
祭
〞
と
称
し
た

「
一
葉
桜
ま
つ
り
〜
江
戸
吉
原
お
い
ら
ん

道
中
〜
」「
お
富
士
さ
ん
の
植
木
市
」「
冬

★　団体プロフィール　★
設立年＝平成22年８月
設立・運営主体＝その他各種団体
代表者＝加藤　銈一郎
スタッフ＝14人
　　　　　（男性12人　女性2人）
＜連絡先＞
〒111-0032
　東京都台東区浅草４-45-８
　電話：03-5849-4950
　ホームページ：
　http://www.okuasakusa.or.jp

地域づくり団体探訪Series

一
般
社
団
法
人 

奥
浅
草
観
光
ま
ち
づ
く
り
協
会

東
京
都
台
東
区

地
域
の
力
を
合
わ
せ
て
人
を
呼
び
込
む

　
　

〜
文
化
を
伝
え
る
観
光
ま
ち
づ
く
り
〜

活動の拠点：奥浅草観光案内所
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の
一
葉
桜
ま
つ
り
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
」

が
当
団
体
の
事
業
の
中
心
で
あ
る
。
な
か

で
も
「
一
葉
桜
ま
つ
り
〜
江
戸
吉
原
お
い

ら
ん
道
中
〜
」
に
は
、
当
団
体
の
活
動
の

特
徴
が
よ
く
表
れ
て
い
た
。

　

お
い
ら
ん
（
花
魁
）
と
は
、
遊
里
・
吉

原
の
遊
女
で
位
の
高
い
者
の
こ
と
を
い

う
。
そ
の
教
養
は
高
く
、
諸
芸
に
秀
で
た

者
が
多
か
っ
た
。
気
品
あ
る
お
い
ら
ん
が

美
し
く
着
飾
り
遊
里
の
中
を
練
り
歩
く

「
お
い
ら
ん
道
中
」
は
多
く
の
人
を
魅
了

し
た
と
言
わ
れ
る
。

　

し
か
し
、
お
い
ら
ん
は
時
代
の
移
り
変

わ
り
と
と
も
に
姿
を
消
し
、
近
年
に
な
る

と
一
部
の
料
亭
の
シ
ョ
ー
で
し
か
見
ら
れ

な
く
な
っ
た
。
一
時
は
夜
の
観
光
バ
ス
ツ

ア
ー
の
定
番
と
な
っ
た
料
亭
で
の
お
い
ら

ん
シ
ョ
ー
で
あ
っ
た
が
、
店
じ
ま
い
に
伴

い
、
お
い
ら
ん
文
化
の
継
承
が
課
題
と

な
っ
た
。

　

こ
れ
を
引
き
継
ぎ
、
集
客
の
目
玉
と
し

よ
う
と
し
た
の
が
、
当
団
体
の
発
起
人
で

も
あ
る
馬
道
地
区
町
会
連
合
会
の
町
会
長

た
ち
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
引
き
継
い
だ

時
点
で
は
、
衣
装
の
傷
み
が
目
立
ち
、

シ
ョ
ー
を
担
え
る
ほ
ど
の
人
材
も
い
な
い

な
ど
、
非
常
に
苦
し
い
ス
タ
ー
ト
と
な
っ

た
。

　

こ
の
苦
境
に
手
を
差
し
伸
べ
た
の
が
地

域
の
住
民
た
ち
だ
っ
た
。
24
の
町
会
が
集

ま
る
当
地
域
は
、も
と
も
と
文
化
の
ま
ち
。

町
内
に
は
衣
装
や
小
道
具
な
ど
を
専
門
に

扱
う
歌
舞
伎
関
係
者
が
多
く
お
り
、
相
場

よ
り
も
安
く
衣
装
・
小
道
具
の
提
供
を
し

て
く
れ
た
の
で
あ
る
。

　

ま
た
人
材
面
で
も
、
地
元
に
い
た
舞
踊

の
先
生
や
お
い
ら
ん
経
験
者
が
指
導
を
行

い
、
素
人
だ
っ
た
人
た
ち
を
人
前
で

シ
ョ
ー
が
で
き
る
ま
で
に
育
て
上
げ
た
。

毎
年
、
満
開
の
一
葉
桜
の
下
で
行
わ
れ
る

お
い
ら
ん
道
中
と
お
い
ら
ん
シ
ョ
ー
は
、

毎
回
３
万
〜
４
万
人
も
の
人
が
押
し
寄
せ

る
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
集
客
力
の
あ
る
イ
ベ

ン
ト
と
な
っ
た
の
は
、
そ
の
内
容
・
質
の

良
さ
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
地
元
を
起
点

と
す
る
鉄
道
会
社
の
協
力
が
得
ら
れ
た
こ

と
も
理
由
の
一
つ
で
あ
る
。
地
元
駅
の
駅

長
の
呼
び
掛
け
に
よ
り
、
沿
線
の
主
要
駅

に
ま
つ
り
の
ポ
ス
タ
ー
が
貼
ら
れ
た
こ
と

が
大
き
な
宣
伝
と
な
っ
た
。

　

こ
の
一
連
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
代
表
さ
れ

る
よ
う
に
、地
域
一
体
と
な
っ
た
支
援
が
、

当
団
体
の
活
動
を
後
押
し
し
て
い
る
。

「
注
目
さ
れ
る
ま
ち
」
か
ら

「
ま
た
来
た
く
な
る
ま
ち
」
へ

　

奥
浅
草
か
ら
１
㌔
㍍
ほ
ど
の
と
こ
ろ

に
、
５
月
22
日
、
世
界
一
の
高
さ
を
誇
る

自
立
式
電
波
塔
で
あ
る
東
京
ス
カ
イ
ツ

リ
ー
が
開
業
し
た
。
注
目
が
集
ま
り
、
増

加
が
見
込
ま
れ
る
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
・
浅
草

エ
リ
ア
の
観
光
客
を
い
か
に
し
て
奥
浅
草

ま
で
呼
び
込
む
か
が
今
後
の
課
題
で
あ

る
。

　
「
誘
客
の
た
め
に
は
、
ま
ず
イ
ベ
ン
ト

を
継
続
的
に
行
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

あ
る
」
と
細
川
氏
は
説
く
。「
一
度
イ
ベ

ン
ト
に
訪
れ
た
人
が
、地
元
に
帰
っ
て『
奥

浅
草
に
行
っ
て
良
か
っ
た
よ
』
と
周
囲
の

人
に
話
す
。
そ
の
評
判
が
口
コ
ミ
で
広
が

り
、
新
た
な
観
光
客
や
商
店
主
を
ま
ち
へ

と
呼
び
込
む
。
こ
の
よ
う
に
長
期
的
な
視

点
で
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
」
と
細
川
氏
は
続
け
た
。

　

ど
ん
な
に
素
晴
ら
し
い
イ
ベ
ン
ト
で
も

１
回
き
り
で
終
わ
っ
て
し
ま
う
イ
ベ
ン
ト

で
は
意
味
が
無
く
、
継
続
性
の
あ
る
も
の

を
安
定
的
に
実
施
す
る
こ
と
が
必
要
と
い

う
。
ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
発
想
の
際

は
、
地
元
や
商
売
の
事
情
で
は
な
く
、
来

訪
者
優
先
で
考
え
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る

と
の
こ
と
。

ま
ち
づ
く
り
に
必
要
も
の

―

人
情
と
協
働

　

当
団
体
の
活
動
は
、
町
内
の
温
か
い
協

力
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
た
。
各
々
が
で

き
る
こ
と
を
持
ち
寄
っ
て
運
営
さ
れ
る
そ

の
仕
組
み
は
、
う
ま
く
歯
車
が
回
っ
て
い

る
よ
う
に
見
え
た
。
し
か
し
「
市
民
、
一

団
体
で
で
き
る
こ
と
に
は
限
界
が
あ
る
」

と
細
川
氏
は
語
る
。
イ
ン
パ
ク
ト
の
大
き

い
こ
と
を
や
る
に
は
行
政
の
力
が
必
要
だ

と
い
う
。

　

東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
を
見
上
げ
る
江
戸

の
町
。
現
代
の
ま
ち
づ
く
り
に
は
、
昔
な

が
ら
の
人
情
に
加
え
、
行
政
と
の
協
働
が

求
め
ら
れ
て
い
た
。

 

編
集
委
員　

●　

下
嵜　

拓

● 地域づくり団体探訪

一葉桜まつり～江戸吉原おいらん道中～

お富士さんの植木市
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喜
茂
別
町
で
は
、
５
つ
の
集
落
で
高
齢

化
が
進
み
、
そ
れ
ま
で
集
落
内
で
助
け

合
っ
て
い
た
農
作
業
や
冬
場
の
除
雪
、
さ

ら
に
は
葬
儀
ま
で
も
が
充
分
に
行
え
な
い

状
況
と
な
っ
て
い
た
。
北
海
道
の
モ
デ
ル

事
業
と
し
て
実
施
し
て
い
た
集
落
支
援
員

か
ら
も
「
集
落
の
力
だ
け
で
は
限
界
が
あ

り
、外
部
の
人
材
に
助
け
て
も
ら
い
た
い
」

と
い
う
声
が
上
が
っ
て
い
た
こ
と
も
あ

り
、
総
務
省
に
よ
る
「
地
域
お
こ
し
協
力

隊
」
事
業
を
活
用
す
る
こ
と
と
し
、
平
成

22
年
度
、
10
人
の
委
嘱
を
行
っ
た
。

● 

タ
ウ
ン
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
や
集
落
支
援
員

と
の
連
携
に
よ
る
活
動

　

当
初
か
ら
町
で
は
、
町
外
の
若
者
を
呼

び
込
み
集
落
支
援
に
力
を
貸
し
て
も
ら
う

だ
け
で
な
く
、
任
期
終
了
後
に
は
定
住
し

て
も
ら
お
う
と
い
う
意
識
が
強
か
っ
た
。

　

町
で
は
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
（
以

下
、隊
員
）を
受
け
入
れ
る
に
あ
た
り
、「
地

縁
の
な
い
隊
員
と
集
落
の
人
が
密
に
関
係

を
作
り
、地
区
が
必
要
と
す
る
仕
事
を
し
、

任
期
終
了
後
も
一
緒
に
仕
事
を
見
つ
け
て

い
く
た
め
に
は
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
的

な
人
材
が
必
要
」
と
考
え
て
い
た
。
そ
こ

で
、
地
域
の
人
が
主
体
と
な
り
、
活
力
あ

る
地
域
づ
く
り
を
目
指
す
町
内
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
き
も
べ
つ
Ｗ
Ａ
Ｏ
と
、
ま
ち
づ
く
り

を
支
援
す
る
合
同
会
社
ふ
る
さ
と
づ
く
り

セ
ン
タ
ー
の
２
社
を
構
成
員
と
し
た
、
隊

員
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る
た
め
の
組
織

「
喜
茂
別
ま
ち
づ
く
り
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」

を
設
立
。
さ
ら
に
隊
員
を
ま
と
め
る
「
タ

ウ
ン
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
」
を
１
名
採
用
し
、

受
け
入
れ
体
制
を
整
え
た
。

　

実
際
の
活
動
で
は
、
隊
員
が
孤
立
せ
ず

円
滑
に
活
動
を
行
え
る
よ
う
２
名
１
組
で

活
動
を
実
施
。
活
動
の
ほ
と
ん
ど
は
、
高

齢
者
の
送
迎
や
買
い
物
な
ど
の
生
活
支
援

だ
っ
た
。
ほ
か
に
も
お
茶
会
開
催
に
よ
る

交
流
の
場
づ
く
り
、
胆
振
線
上
映
会
＆

フ
ッ
ト
パ
ス
（
地
域
に
昔
か
ら
あ
る
風
景

を
楽
し
み
な
が
ら
歩
く
小
径
の
こ
と
）
な

ど
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
、
広
報
紙
の
作
成
な

ど
が
行
わ
れ
た
。
活
動
体
制
と
し
て
は
、

タ
ウ
ン
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
隊
員
と
の
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
を
週
２
回
開
催
し
、
活
動
報
告

や
問
題
点
な
ど
を
汲
み
上
げ
、
町
へ
の
橋

渡
し
を
し
た
。
ま
た
、
上
記
の
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
に
加
え
、
集
落
支
援
員
も
交
え
た

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
も
週
1
回
行
い
、
連
携
を

深
め
た
。
こ
れ
ら
は
、
隊
員
の
精
神
的
な

支
え
と
な
っ
て
い
た
と
考
え
て
い
る
。

●
並
行
し
て
行
っ
た
隊
員
の
将
来
設
計

　

町
で
は
、
当
初
か
ら
集
落
の
支
援
だ
け

で
な
く
、
任
期
終
了
後
の
隊
員
の
定
住
に

も
重
点
を
置
い
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
委

嘱
直
後
に
町
長
自
ら
隊
員
に
対
し
、「
任

期
が
終
了
す
る
２
年
後
に
は
、
自
分
で
稼

ぐ
手
段
を
見
つ
け
、
自
立
し
な
く
て
は
な

ら
な
い
」
と
訴
え
、
定
住
意
識
を
鼓
舞
。

ま
た
、
委
嘱
し
て
間
も
な
く
、
任
期
終
了

後
の
計
画
を
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
と

し
て
作
成
・
発
表
し
て
も
ら
い
、
そ
の
後
、

各
隊
員
と
役
場
担
当
者
、
コ
ン
ソ
ー
シ
ア

ム
な
ど
関
係
者
を
交
え
た
個
人
面
談
を
実

施
し
、
当
初
作
成
さ
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
と

活
動
を
通
し
て
実
感
さ
れ
る
現
実
の

ギ
ャ
ッ
プ
に
対
す
る
厳
し
い
チ
ェ
ッ
ク
と

指
摘
を
行
っ
た
。
こ
れ
は
、
よ
り
現
実
的

な
展
望
を
隊
員
に
持
っ
て
も
ら
い
た
い
と

い
う
思
い
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
後

幾
度
と
な
く
計
画
が
練
り
直
さ
れ
、
任
期

終
了
の
数
カ
月
前
に
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
具

現
化
し
、
起
業
・
就
業
に
向
け
た
段
取
り

を
各
自
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

こ
の
結
果
、
喜
茂
別
町
に
は
10
人
の
隊

員
の
う
ち
８
人
が
定
住
し
た
。

　

２
年
間
の
活
動
の
中
で
隊
員
か
ら
出
さ

れ
た
報
告
書
に
は
、
隊
員
そ
れ
ぞ
れ
の
思

い
が
溢
れ
て
い
た
た
め
、
任
期
終
了
に
際

し
、
活
動
報
告
書
と
し
て
一
冊
に
ま
と
め

る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
一
冊
に
は
、
も

と
も
と
縁
も
な
け
れ
ば
、
地
域
お
こ
し
の

経
験
も
な
い
隊
員
達
の
、
喜
茂
別
町
に
対

す
る
傾
慕
や
決
意
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
内
容
を
、
今
後
町
の
施
策
に

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
、
彼
ら
が
行
っ
て
き

た
集
落
支
援
を
整
備
・
充
実
さ
せ
、
外
部

か
ら
の
力
を
さ
ら
に
活
用
で
き
る
地
域
づ

く
り
を
一
層
進
め
て
い
き
た
い
。

　

総
務
省
が
平
成
21
年
度
か
ら
制
度
化
し
た
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
の
活
動
が
、

各
地
で
成
果
を
上
げ
始
め
て
い
ま
す
。
地
域
ニ
ー
ズ
に
こ
た
え
た
地
域
お
こ
し
協
力

隊
の
様
々
な
活
動
事
例
を
今
月
号
か
ら
、
特
集
で
随
時
掲
載
し
ま
す
。
第
一
回
は
総

務
省
の
制
度
解
説
と
併
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

（
編
集
部
）

送
迎
、
買
い
物
な
ど
高
齢
者
を
支
援

―
協
力
隊
員
８
人
が
定
住
、
地
域
づ
く
り
を
推
進―

喜
茂
別
町
総
務
課
企
画
室
企
画
係 

主
事　

●　

竹
田
正
直

隊員、タウンマネージャー、集落支援員によるミーティング

「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
の
活
動
事
例

北
海
道
喜
茂
別
町
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●地域おこし協力隊の活動について

●
地
域
の
未
来
を
拓
く
力

　
「
地
域
お
こ
し
活
動
に
携
わ
り
た
い
」

「
地
域
に
入
り
自
分
磨
き
を
し
た
い
」「
地

域
づ
く
り
に
関
わ
る
起
業
を
し
た
い
」

　

都
会
を
離
れ
て
、
豊
か
な
自
然
に
囲
ま

れ
、
歴
史
や
文
化
で
恵
ま
れ
た
地
方
で
質

の
高
い
暮
ら
し
を
楽
し
み
な
が
ら
、
自
ら

の
居
場
所
と
出
番
を
見
つ
け
、
都
会
で
は

成
し
得
な
か
っ
た
自
己
実
現
を
手
に
入
れ

よ
う
と
し
て
い
る
人
た
ち
が
増
え
て
い

る
。

　

総
務
省
が
３
年
前
に
制
度
化
し
た
「
地

域
お
こ
し
協
力
隊
」
は
そ
の
ニ
ー
ズ
に
応

え
る
も
の
だ
。

　

と
同
時
に
、
地
域
に
と
っ
て
は
直
面
す

る
課
題
を
解
決
し
、
地
域
づ
く
り
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
人
材
で
も
あ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
地
域
づ
く
り
の
主
役
は
地

域
住
民
で
あ
り
、
そ
の
た
め
の
人
材
は
地

域
の
中
で
ま
か
な
う
の
が
基
本
で
あ
る
。

し
か
し
、
小
さ
な
地
域
で
フ
ル
セ
ッ
ト
の

人
材
を
そ
ろ
え
る
の
は
困
難
で
あ
る
し
、

非
現
実
的
で
あ
る
。
地
域
で
ま
か
な
う
こ

と
が
難
し
い
人
材
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
力

で
補
い
、
あ
る
い
は
外
部
人
材
の
助
け
を

得
れ
ば
よ
い
。

　

と
り
わ
け
、
外
部
人
材
は
地
域
の
魅
力

を
再
発
見
し
、
地
域
に
新
た
な
気
付
き
と

活
力
を
も
た
ら
し
て
く
れ
、
活
動
の
場
づ

く
り
、
き
っ
か
け
づ
く
り
、
更
に
は
、
地

域
づ
く
り
推
進
の
エ
ン
ジ
ン
と
な
っ
て
く

れ
る
。

　
「
地
域
の
未
来
を
拓
く
力
」。

　

今
春
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
紹
介
す

る
た
め
に
総
務
省
が
作
成
し
、
全
国
の
大

学
向
け
に
配
布
し
た
ポ
ス
タ
ー
に
は
、
隊

員
に
対
す
る
期
待
と
想
い
を
込
め
て
、
そ

う
表
現
し
た
。

●
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
は

　

地
方
自
治
体
が
、
都
市
住
民
を
受
け
入

れ
て
委
嘱
す
る
地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
、

地
域
お
こ
し
活
動
の
支
援
や
農
林
漁
業
の

応
援
、
住
民
の
生
活
の
支
援
な
ど
に
携
わ

る
。
そ
の
設
置
に
必
要
と
な
る
報
償
費
や

活
動
費
を
特
別
交
付
税
に
よ
っ
て
自
治
体

を
支
援
す
る
制
度
で
あ
る
。
現
在
、
全
国

１
４
７
の
自
治
体
で
４
１
３
名
（
２
０
１

１
年
度
）
が
活
躍
し
て
い
る
（
10
年
度
２

５
７
名
、09
年
度
89
名
）。年
齢
層
は
20
代
、

30
代
が
そ
れ
ぞ
れ
４
割
ず
つ
で
あ
わ
せ
て

全
体
の
８
割
を
占
め
る
が
、
10
代
か
ら
60

代
ま
で
と
幅
広
い
。
男
女
比
は
男
２
、
女

１
。
隊
員
に
な
る
前
は
、
有
職
者
が
全
体

の
65
％
を
占
め
る
が
、
大
学
新
卒
者
や
在

学
中
に
休
学
し
て
隊
員
に
な
る
も
の
も
全

体
の
14
％
を
占
め
る
。

（
注
）
財
政
支
援
の
中
身
（
隊
員

１
人
に
つ
き
３
５
０
万
円
を
上

限
（
＝
報
償
費
等
（
上
限
２
０

０
万
円
）+

活
動
費
（
上
限
１
５

０
万
円
））。
概
ね
１
年
以
上
最

長
で
３
年
間
支
援
。
そ
の
支
援

の
対
象
に
な
る
、
地
方
自
治
体

や
隊
員
に
は
地
域
要
件
あ
り
）

　

隊
員
が
携
わ
る
活
動
は
、
地

域
資
源
の
発
掘
や
ブ
ラ
ン
ド
開

発
、情
報
発
信
、伝
統
芸
能
復
活
、

都
市
と
の
交
流
や
移
住
・
定
住
、

農
商
工
連
携
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

ビ
ジ
ネ
ス
な
ど
「
地
域
お
こ
し

活
動
の
支
援
」
を
は
じ
め
、
耕

作
放
棄
地
の
再
生
や
森
林
管
理

な
ど
「
農
林
水
産
業
へ
の
従
事
」、

「
環
境
保
全
活
動
」、「
住
民
の
生
活
支
援
」

な
ど
地
域
の
実
情
に
よ
っ
て
実
に
様
々
で

あ
る
。

　

そ
も
そ
も
地
域
に
よ
っ
て
抱
え
て
い
る

課
題
や
解
決
へ
向
け
て
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が

様
々
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
実
施
主
体

で
あ
る
地
方
自
治
体
が
、
地
域
の
実
情
に

応
じ
て
取
り
組
め
る
よ
う
に
、
一
定
の
要

件
に
当
て
は
ま
れ
ば
財
政
支
援
の
対
象
と

し
て
い
る
。

　

ま
た
、
導
入
手
続
き
に
お
い
て
も
国
へ

の
申
請
や
国
の
承
認
は
特
に
必
要
な
く
、

分
権
的
な
仕
組
み
を
採
用
し
て
い
る
。
地

方
自
治
体
の
独
自
判
断
に
よ
り
、
協
力
隊

●
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
動
に
つ
い
て

地
域
の
未
来
を
拓
く
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」

―
４
０
０
人
余
り
が
全
国
で
活
躍―

総
務
省
地
域
力
創
造
グ
ル
ー
プ
人
材
力
活
性
化
・
連
携
交
流
室
長　

●　

澤
田
史
朗

地域おこし協力隊制度について
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の
募
集
、
選
考
・
面
接
、
協
力
隊
の
決
定
、

委
嘱
手
続
き
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る

が
、
地
域
要
件
等
の
協
力
隊
に
係
る
諸
条

件
の
確
認
の
ほ
か
、
協
力
隊
が
ス
ム
ー
ズ

に
活
動
を
開
始
で
き
る
よ
う
活
動
開
始
前

の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
な
ど
に
留
意
す
る
こ
と

が
円
滑
な
運
営
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。

●
隊
員
の
活
動
に
当
た
っ
て

　

活
用
に
当
た
っ
て
と
り
わ
け
重
要
な
点

は
、
こ
の
制
度
は
「
隊
員
」「
地
域
」「
自

治
体
」
の
三
者
で
構
成
さ
れ
る
ト
ラ
イ
ア

ン
グ
ル
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
こ
の
三
者
の
ど
れ
ひ
と
つ
が

欠
け
て
も
う
ま
く
機
能
し
な
い
。
逆
に
、

こ
の
三
者
が
結
束
し
て
取
り
組
ん
で
い
る

ケ
ー
ス
で
は
、
全
国
の
事
例
を
見
渡
し
て

も
、
大
き
な
力
を
発
揮
し
て
い
る
。
中
で

も
設
置
主
体
で
あ
る
自
治
体
の
役
割
は
極

め
て
大
き
い
。

　

具
体
的
に
は
、
地
域
に
隊
員
を
受
け
入

れ
る
に
当
た
り
、ま
ず
地
域
と
自
治
体
が
、

地
域
づ
く
り
に
当
た
っ
て
の
ビ
ジ
ョ
ン
を

も
ち
、
隊
員
に
期
待
す
る
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は

何
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
重
要
だ
。

最
近
で
は
、
た
と
え
専
門
的
な
課
題
で

あ
っ
て
も
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
明
確
に
発
信
す

る
こ
と
で
優
秀
な
人
材
を
確
保
し
て
い
る

地
域
も
少
な
く
な
い
。

　

さ
ら
に
受
け
入
れ
後
も
、
三
者
が
対
話

を
密
に
し
、情
報
や
課
題
の
共
有
、ビ
ジ
ョ

ン
や
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
確
認
と
ブ
ラ
シ
ュ

ア
ッ
プ
、
今
後
の
対
応
な
ど
を
よ
く
話
し

合
い
、
行
動
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

　

そ
の
際
、
自
治
体
の
役
割
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
例
と
し
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
の
中

間
支
援
団
体
を
活
用
し
て
成
果
を
上
げ
て

い
る
例
も
散
見
さ
れ
る
。
そ
の
際
に
も
、

隊
員
の
募
集
や
日
々
の
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト

な
ど
は
団
体
側
で
行
う
も
の
の
、
自
治
体

と
団
体
が
常
日
頃
か
ら
よ
く
擦
り
合
わ
せ

を
し
て
お
く
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
こ
と
は

言
う
ま
で
も
な
い
。

　

ま
た
さ
ら
に
、
外
部
専
門
家
（
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
）（
総
務
省
制
度
）
と
セ
ッ
ト
で

受
け
入
れ
、
専
門
家
が
隊
員
の
募
集
や
採

用
か
ら
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
遂
行
ま
で
行
動
を

共
に
す
る
こ
と
で
成
功
し
て
い
る
例
も
増

え
て
い
る
。

　

こ
の
ほ
か
隊
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
が
欠

か
せ
な
い
。
各
地
域
で
の
研
修
に
加
え
、

総
務
省
も
地
域
サ
ポ
ー
ト
人
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
全
国
協
議
会（
以
下「
サ
ポ
人
ネ
ッ
ト
」）

と
と
も
に
、
初
任
者
研
修
や
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
研
修
の
場
を
提
供
し
て
い
る
。
ま

た
、
サ
ポ
人
ネ
ッ
ト
へ
の
参
加
な
ど
を
通

じ
て
、
全
国
の
仲
間
と
の
情
報
交
換
や
交

流
を
図
る
こ
と
も
重
要
だ
。
そ
の
際
、
隊

員
が
そ
れ
ら
の
活
動
に
参
加
し
や
す
い
よ

う
に
、
自
治
体
や
地
域
の
理
解
と
後
押
し

が
必
要
不
可
欠
だ
。

●
隊
員
の
３
年
後
に
向
け
て

　

制
度
が
は
じ
ま
っ
て
か
ら
３
年
が
経
過

し
た
。
任
期
を
満
了
し
、
次
の
ス
テ
ー
ジ

へ
進
む
隊
員
も
出
て
き
て
い
る
。
過
日

行
っ
た
調
査
に
よ
れ
ば
、
今
年
度
任
期
を

満
了
す
る
隊
員
（
１
０
０
名
程
度
）
の
う

ち
７
割
程
度
が
、
起
業
や
就
業
・
就
農
な

ど
に
よ
り
引
き
続
き
、
地
域
に
と
ど
ま
っ

て
定
住
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

そ
う
い
っ
た
地
域
や
自
治
体
側
は
、
隊

員
の
定
住
へ
向
け
、
起
業
や
就
業
・
就
農
、

住
宅
確
保
の
た
め
の
様
々
な

支
援
を
積
極
的
に
行
っ
て
い

る
。

　

ま
た
、
３
年
間
の
経
験
を

も
と
に
、
別
の
地
域
で
隊
員

と
し
て
活
躍
し
た
い
と
い
う

隊
員
の
た
め
に
、
地
域
要
件

を
緩
和
す
る
制
度
改
正
も

行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

●
今
後
の
展
望

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
制

度
発
足
以
来
、
３
年
が
経
過

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
ご
と

に
特
徴
あ
る
取
り
組
み
が
な

さ
れ
、
新
た
な
視
点
か
ら
の

取
り
組
み
も
次
々
に
出
て
き

て
い
る
。
ま
さ
に
、
地
域
の

汗
と
知
恵
と
創
意
工
夫
か
ら

生
ま
れ
る
現
場
に
根
ざ
し
た
取
り
組
み
と

い
え
る
。

　

今
後
、
益
々
こ
の
制
度
に
よ
り
、
地
域

の
活
性
化
と
、
地
域
づ
く
り
人
材
の
育
成

が
な
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
と
と
も

に
、
総
務
省
と
し
て
も
更
な
る
制
度
の
充

実
・
強
化
に
努
め
て
い
き
た
い
。

　

本
特
集
に
よ
っ
て
、
制
度
活
用
の
ポ
イ

ン
ト
や
留
意
点
な
ど
を
地
方
自
治
体
関
係

者
や
地
域
お
こ
し
関
係
者
な
ど
に
少
し
で

も
お
伝
え
で
き
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

任期終了に係るアンケート結果
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　市民、行政職員、学者、研究者などで自治体や地域の問題を考える自治体学会（'86年設立）より、「2012自治体学会広島大会」の案
内がありましたのでご紹介いたします。参加ご希望の方は、下記の自治体学会事務局へお問い合わせください。
１　第26回自治体学会広島大会
　　統一テーマ：地域から創る日本の自治～広島で描くまちとむらの未来～
　　会場：広島国際会議場（広島市中区中島町平和記念公園内）
　　日程：2012年８月30日（木） 全国自治体政策研究交流会議 
　　　　　　　  ８月31日（金） 自治体学会広島大会
２　自治体学会広島大会（８月31日）分科会テーマ

10：00～12：00（※） 13：00～15：00（※）
福島～いま何が起きているのか 走り始めている東日本～復興へのグランドデザイン～
交流がつむぐ地域創造 まちとむらの『小さな自治』
東アジアの地方政府と公務人材の確保・育成
（国際交流セッション）

自治を担う自治体職員の志と情熱を問う

「義務づけ・枠付け」飲み直しの課題と展望
～政策法務の視点から～

議員が立法するということ?議員の政策法務能力は？

地元企画分科会／公募分科会 社会保障における国と地方の関係
　※分科会の開催時間区分は、出演者の日程等を勘案して変わる可能性があります。
○公募研究発表：公募研究発表
○グラントドフィナーレ：大会企画全体を振り返るパネルディスカッション
○ポスターセッション：会員有志によるポスター展示、図書販売等
○学会賞表彰：2012年度自治体学会賞（研究論文賞、田村明まちづくり賞）の表彰式と講演
○エクスカーション:８月３１日の大会終了後～９月１日
　自治体学会は、市民、行政職員、学者、研究者など、地域の自立と自治を目指す共通の意欲を持つ人々が互いに集まり、経験を交流し、
協働して、理論と実践の統合を目指す新しい生きた学問の可能性を探る学会で、自治体や地域の問題に関心を持つ人ならどなたでも参
加できます。
　本大会は会員だけでなく、どなたでも参加出来ます。皆様のご参加をお待ちしております。参加ご案内の詳細は７月初めに出来ます
のでご請求ください。また、学会のホームページに逐次内容を掲載してまいりますので、ご覧ください。（http://www.jigaku.org）
自治体学会事務局　〒104-0043　東京都中央区湊2-16-25-202
　　　　　　　　　℡＆fax:03-6427-6685
　　　　　　　　　e-mail:aah71720@pop06.odn.ne.jp

　地域づくり団体全国協議会では、自主的・主体的な地域づくりの推進に資するための全国レベルの研修及び相互の情報交換の場
として、地域づくり団体全国研修交流会を開催しております。
　第30回となる今回は、鳥取県での開催となり、全体会の他、県内各地での分科会の実施が予定されております。
　現在、鳥取大会実行委員会では、本大会の参加者を募集しております。地域づくりをされている方、地域づくりに関心のある方
のご参加をお待ちしております。
○日　　時：平成24年９月29日（土）・30日（日）
○前 夜 祭：平成24年９月28日（金）
○会　　場：（全体会）鳥取県立倉吉未来中心（倉吉市）
　　　　　 （分科会）鳥取市をはじめ３市８町（11分科会）
○主　　催：地域づくり団体全国協議会
　　　　　　鳥取県地域づくりセンター
　　　　　　第30回地域づくり団体全国研修交流会鳥取大会実行委員会
○対　　象：地域づくり団体関係者、行政関係者、地域づくりに関心のある方
○参 加 費：参加される日程・分散会等により異なりますので、詳細は
　　　　　大会ホームページ、募集パンフレットにてご確認ください。
○申込期限：平成24年７月31日（火）必着
※お申込み先等詳しい内容は、鳥取大会ホームページをご覧いただくか、
　下記事務局にお問い合わせください。
　　URL : http://tottoritaikai.com/
　問い合わせ先
　　地域づくり団体全国協議会事務局　（（財）地域活性化センター研修交流課内）電話　03-3272-1688

「第30回地域づくり団体全国研修交流会　鳥取大会」参加者募集中！

2012年度自治体学会広島大会のご案内
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三
重
県
津
市
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
活
用
し
た
地
域
情
報
発
信
に
取
り
組
ん

で
お
り
、
ポ
ー
タ
ル
ブ
ロ
グ
サ
イ
ト
「
津

の
こ
と
」
お
よ
び
津
市
物
産
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｐ
サ

イ
ト
「
つ
い
ー
と
」
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

「
津
の
こ
と
」
で
津
の
情
報
を
！

　

四
季
折
々
の
景
観
な
ど
、
旬
の
地
域
情

報
を
発
信
す
る
た
め
、
市
民
参
加
型
情
報

発
信
の
仕
組
み
づ
く
り
を
推
進
中
で
す
。

　
「
津
の
こ
と
」
に
ブ
ロ
グ
を
登
録
し
て

い
た
だ
い
た
方
（
市
民
特
派
員
）
が
、
ブ

ロ
グ
を
書
く
た
び
に
「
津
の
こ
と
」
に
更

新
情
報
が
ア
ッ
プ
さ
れ
、
タ
イ
ム
リ
ー
に

地
域
の
情
報
を
発
信
し
、
市
民
に
情
報
の

提
供
や
コ
メ
ン
ト
投
稿
を
し
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

　

津
市
民
の
津
市
民
に
よ
る
津
市
民
の
た

め
の
新
し
い
情
報
サ
イ
ト
で
、
津
市
に
関

す
る
大
小
様
々
な
情
報
を
市
民
の
目
線
、

市
民
の
言
葉
で
集
約
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
団
体
と
連
携
し
て
地
域
密

着
型
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
テ
レ
ビ
「
津
の
ま

ち
Ｔ
Ｖ
」
を
サ
イ
ト
内
で
放
映
し
て
い
ま

す
。

　

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
な
ど
に
は
載
っ
て
い
な

い
津
市
の
情
報
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ご
利
用
は
、
こ
ち
ら
の
Ｈ
Ｐ
ア
ド
レ
ス

か
ら　

http://w
w
w
.tsunokoto.org/

津
の
こ
と

検
索

「
つ
い
ー
と
」
で
津
の
味
を
！

　

一
方
、「
つ
い
ー
と
」
は
市
内
の
素
材

や
製
造
技
術
を
使
っ
て
、
地
域
の
生
産
事

業
者
が
自
信
を
持
っ
て
作
っ
た
、「
お
土

産
」
や
「
ご
贈
答
」
と
し
て
も
地
元
が
誇

れ
る
品
物
を
集
め
た
ネ
ッ
ト
上
の
専
門
店

で
す
。
津
市
の
魅
力
を
全
国
的
に
情
報
発

信
す
る
と
と
も
に
、農
商
工
連
携
の
充
実
、

地
域
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

　

津
市
に
暮
ら
す
人
、
津
市
か
ら
離
れ
て

暮
ら
す
人
、
日
本
全
国
ど
こ
に
い
て
も
、

津
市
の
技
と
味
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る

よ
う
、
商
工
・
観
光
団
体
、
市
民
活
動
団

体
等
で
設
立
さ
れ
た
「
津
ｅ
ネ
ッ
ト

シ
ョ
ッ
プ
実
行
委
員
会
」
が
運
営
し
て
い

ま
す
。

　

地
元
を
愛
し
、
生
産
者
の
作
る
心
を
伝

え
る
な
ど
の
「
こ
だ
わ
り
五
箇
条
」
に
賛

同
さ
れ
た
名
店
の
職
人
技
が
光
る
逸
品
ば

か
り
。
ご
自
宅
用
や
大
切
な
人
へ
の
贈
り

物
な
ど
と
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

津
市
の「
ご
当
地
グ
ル
メ
」で
あ
る「
津

ぎ
ょ
う
ざ
」
も
、
こ
ち
ら
の
サ
イ
ト
か
ら

購
入
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ご
利
用
は
、
こ
ち
ら
の
Ｈ
Ｐ
ア
ド
レ
ス

か
ら　

http://w
w
w
.z-eat.com

/

津
市　

つ
い
ー
と

検
索

【
お
問
い
合
わ
せ
】　

津
市
地
域
政
策
課
（059-229-3277

）

津
市
Ｎ
Ｐ
Ｏ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
・
津
ｅ

ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
実
行
委
員
会

（050-7001-7380

）

あ
な
た
の
想
い
を
津
市
の
未
来
へ

つ
な
ぐ
ま
ち
づ
く
り
に
！

　

津
市
で
は
「
ふ
る
さ
と
津
か
が
や
き
寄

附
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
平
成
24
年
７

月
か
ら
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
オ
ン
ラ

イ
ン
で
寄
附
申
し
込
み
を
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ま
で
の
Ｆ
Ａ
Ｘ
や
Ｅ

メ
ー
ル
等
で
も
申
し
込
み
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
寄
附
方
法
も
口
座
振
込
を
追
加

し
、
選
択
肢
を
広
げ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
一
度
に
１
万
円
以
上
寄
附
を
い

た
だ
い
た
方
に
、
津
市
の
特
産
品
を
お
贈

り
し
ま
す
。（
１
年
度
１
回
限
り
）

　
「
ふ
る
さ
と
津
か
が
や
き
寄
附
」
で
津

市
を
応
援
し
て
く
だ
さ
い
！
！

津
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
.info.city.tsu.m

ie.jp/

　

 「
ふ
る
さ
と
津
か
が
や
き
寄
附
」
の
バ

ナ
ー
を
ク
リ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ
い

津　

か
が
や
き
寄
附

検
索

【
お
問
い
合
わ
せ
】

津
市
財
政
課
（059-229-3124

）

2012・7月号 44

津
市
政
策
財
務
部 

地
域
政
策
課　
●　

水
谷
麻
美

サ
イ
ト
で
「
津
つ
う
（
通
）」
に
！

　

  
〜
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
津
の
魅
力
を
全
国
発
信
〜

「ついーと」トップページ

「津のこと」トップページ

〜
北
か
ら
南
か
ら
〜

三
重
県
津
市
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ふるさとに「愛着と誇り」を

倉吉市長　●　石田耕太郎

2012・7月号45

　

近
年
、
各
地
で
災
害
が
相
次
い
で
い
ま
す
。
昨
年
の
東
日
本
大

震
災
は
言
う
に
及
ば
ず
、
大
雪
や
台
風
、
竜
巻
な
ど
、
災
害
が
多

発
し
て
い
ま
す
。
被
害
に
遭
わ
れ
た
皆
様
に
、
心
よ
り
お
見
舞
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

我
々
行
政
に
と
っ
て
、
安
全
、
安
心
は
最
優
先
の
課
題
で
す
。

防
災
行
政
無
線
や
自
主
防
災
組
織
の
整
備
、
学
校
の
耐
震
化
、
急

傾
斜
地
対
策
な
ど
、
災
害
に
強
い
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
年
も
半
年
が
過
ぎ
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
台
風
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
ま
す
。
ど
こ
の
地
域
で
あ

れ
、
被
害
の
な
い
こ
と
を
祈
ら
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

倉
吉
市
は
、「
暮
ら
し
よ
し
」
か
ら
来
た
名
称
だ
と
も
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
確
か
に
、
自
分
で
言
う
の
も
お
こ
が
ま
し
い
の
で
す

が
、
人
柄
が
穏
や
か
で
、
山
陰
で
す
か
ら
多
少
雪
は
降
り
ま
す
が

気
候
も
穏
や
か
で
、
比
較
的
災
害
も
少
な
い
、
歴
史
・
文
化
も
豊

か
な
、
住
み
や
す
い
町
で
す
。

　

市
で
は
、
昨
年
、
第
11
次
の
総
合
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。
名

称
を
「〝
く
ら
し
よ
し
〞
ふ
る
さ
と
ビ
ジ
ョ
ン
」
と
名
付
け
、「
愛

着
と
誇
り　

未
来
い
き
い
き　

み
ん
な
で
つ
く
る
倉
吉
」
を
ま
ち

づ
く
り
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
設
定
し
ま
し
た
。
市
の
将
来
を
担

う
子
ど
も
た
ち
や
若
者
が
ふ
る
さ
と
・
倉
吉
に
愛
着
と
誇
り
を

持
っ
て
育
ち
、
定
着
し
、
誰
も
が
地
域
の
中
で
い
き
い
き
と
活
躍

す
る
、
持
続
性
・
発
展
性
に
あ
ふ
れ
た
〝
く
ら
し
よ
い
〞
倉
吉
市

を
、
み
ん
な
の
力
で
つ
く
っ
て
い
こ
う
と
い
う
気
持
ち
を
込
め
た

も
の
で
す
。

　

今
の
時
代
、
我
が
倉
吉
市
も
含
め
て
、
全
国
的
に
人
口
減
少
、

少
子
高
齢
化
、経
済
の
停
滞
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
崩
壊
な
ど
様
々

な
課
題
を
抱
え
、
閉
そ
く
感
が
強
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
い
う
時

代
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
我
々
は
ふ
る
さ
と
に
「
愛
着
と
誇
り
」
を

持
つ
こ
と
が
重
要
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
自
然
、歴
史
、

文
化
、
産
業
、
人
な
ど
そ
の
地
域
の
資
源
、
財
産
を
掘
り
起
こ
し
、

大
切
に
守
り
育
て
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

倉
吉
市
は
、
鳥
取
県
の
中
央
部
に
位
置
す
る
人
口
約
５
万
人
の

市
で
す
。
万
葉
の
歌
人
山
上
憶
良
が
国
司
と
し
て
赴
任
し
て
い
た

こ
と
も
あ
る
伯
耆
の
国
の
国
庁
や
国
分
寺
が
お
か
れ
て
い
た
古
く

か
ら
の
歴
史
の
あ
る
ま
ち
で
あ
り
、
倉
吉
の
町
並
み
は
14
世
紀
に

守
護
大
名
の
山
名
氏
に
よ
り
つ
く
ら
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

中
心
市
街
地
の
白
壁
土
蔵
の
立
ち
並
ぶ
地
域
は
、
国
の
重
要
伝
統

的
建
造
物
群
保
存
地
区
に
指
定
さ
れ
、
多
く
の
観
光
客
の
皆
さ
ん

に
お
い
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
ぶ
ち
か
ま
し
」
で
一
世
を
風
靡
し
た
第
53
代
横
綱
琴

桜
関
（
先
代
佐
渡
ケ
嶽
親
方
）
の
出
身
地
で
も
あ
り
ま
す
。
本
市

の
名
誉
市
民
で
も
あ
る
琴
桜
関
を
顕
彰
す
る
た
め
、
本
年
度
、
保

存
地
区
内
の
町
屋
を
活
用
し
、
そ
の
ゆ
か
り
の
品
を
展
示
す
る
琴

桜
記
念
館
を
整
備
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
本
市
を
含
む
鳥
取
県
中
部
は
県
内
屈
指
の
農
業
地
帯

で
あ
り
、
ス
イ
カ
、
メ
ロ
ン
、
二
十
世
紀
梨
な
ど
美
味
し
い
農
産

物
が
豊
富
で
す
。
お
土
産
品
に
も
事
欠
き
ま
せ
ん
の
で
、
機
会
を

見
つ
け
て
お
い
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

地
方
財
政
も
厳
し
さ
が
増
す
中
、こ
れ
か
ら
の
地
域
づ
く
り
は
、

行
政
だ
け
で
進
め
て
い
く
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
様
々

な
地
域
組
織
な
ど
と
連
携
し
な
が
ら
取
り
組
む
こ
と
が
不
可
欠
と

な
っ
て
い
ま
す
。
本
市
に
お
い
て
も
、
地
域
に
根
差
し
た
、
ま
た

し
っ
か
り
し
た
ポ
リ
シ
ー
を
持
っ
た
多
く
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
に
活
動
し

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
独
自
の
取
り
組
み
を
応
援
し

て
い
く
こ
と
も
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

老
い
も
若
き
も
元
気
に
活
躍
す
る
暮
ら
し
よ
い
倉
吉
を
つ
く
る

た
め
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に 

〝
く
ら
し
よ
し
〞
ふ
る
さ
と
ビ

ジ
ョ
ン
の
実
現
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
今
年
の
９
月
に
は
、
第
30
回
地
域
づ
く
り
団
体
全
国
研

修
交
流
会
が
鳥
取
県
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
倉
吉
市
で
も
全
体
会
と

分
科
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、
多
数
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。
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手
前
み
そ

　

で
す
が
…

京
都
府

舞鶴市 162

舞鶴市は、京都府の北部に位置し、若
狭湾に面した天然の良港として栄え

てきました。
　戦国時代の武将で当代一流の文化人でも
あった細川幽斎とその子忠興が城を築いて
以来、城下町として栄えた西地域は、今も
その情緒溢れる雰囲気を色濃く残していま
す。現在、本丸跡は「舞鶴公園」となり、
併設されている田辺城資料館では城下町の
歴史・暮らしに関する資料などを展示して
います。
　一方、東地域では、明治34年に旧海軍
舞鶴鎮守府が設置され、軍港として発展し

潮風漂う歴史のまち　舞鶴市潮風漂う歴史のまち　舞鶴市

てきました。旧海軍が建設したものを中心に多くのれんが建造物が残って
おり、特に市役所周辺に立ち並ぶ赤れんが倉庫群は、映画やドラマのロケ
地としても利用されています。現在は「赤れんがパーク」としてさまざま
な文化芸術の発表や創作活動の場になっています。
　また、舞鶴かにや丹後とり貝、カキ、万願寺甘とうなど、舞鶴ならでは
のご当地グルメも盛りだくさんです。ぜひお越しください。

■ 素焼きして食べてもおいしい万願寺甘
とう

■ 旧海軍の倉庫を赤れんが博物館として利用。れんが
の歴史や世界各国のれんがを紹介

■ 多くの引揚者が入港した舞鶴港。舞鶴
引揚記念館ではシベリア抑留や戦後の
引揚事業に関する貴重な資料を展示

■ 「赤れんがパーク」としてオープンした赤れんが倉
庫群

■ 細川幽斎田辺城まつりで舞鶴公園周辺を武者行列

■ 身が大きく肉厚の丹後とり貝。刺身や
酢の物、炭火焼きが絶品（食べ頃は６
月～７月）

■ 栄養が豊富で新鮮なプリプリの岩ガキ
（食べ頃 岩ガキ：夏期、カキ：冬期）

■ 五老スカイタワーから見た舞鶴湾

潮風漂う歴史のまち　舞鶴市
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◆ センターホームページは、［地域活性化］で検索　◆

2012・7月号 48

　自分たちが行っている活動を多く方々に知ってもらうには、講演会やパネルディスカッション
等の開催を、また自分たちの活動をより活力あるものにするためには、専門家からの助言や指導
をしてもらうことが効果的です。
　でも、専門家を講師に招いても支払うお金がないんだけど…。こうした悩みを抱えている方は、
地域づくり団体全国協議会の「地域づくり団体活動支援事業」をぜひ、ご利用ください。
地域づくり団体活動支援事業とは…
　研修会、講習会等への講師招へいに要する経費に対して助成します。
謝金・旅費各10万円、計20万円が上限です。講師等派遣事業は、地
域づくり団体だけでなく、各都道府県協議会の開催する研修会等も対
象になります。
　地域づくり団体間の交流やスキルアップにどうぞご活用ください。
助成の申請は、研修会等の開催２カ月前まで随時受け付けています。
　詳しくは、地域づくり団体全国協議会のホームページを御覧になる
か、お住まいの地域の都道府県協議会にお尋ねください。

≪参考ホームページ「地域づくり団体のひろば」≫
（http://www.chiiki-dukuri-hyakka.or.jp/dantai/dantai.htm）

地域づくり団体活動支援事業をご利用ください！
～さらなる地域活動の活性化のために～

専門家によるセミナー開催の模様

　地域再生の方法について、さまざまな視点から考えるワークショップ「地域再生実践塾」を全国５カ所で開催します。
◆開催内容
第１回　鹿児島県鹿児島市「中心商店街活性化への取組」
　開催日：７月４日(水）～６日(金）
　会　場：宝山ホール（鹿児島県文化センター）
※第１回は募集を終了しました
第２回　愛知県豊田市「"共働"によるまちづくり」
　開催日：９月５日(水）～７日(金）
　会　場：豊田産業文化センター
第３回　山形県鶴岡市「食と農～在来作物の存在と意義を見つめ直す～」
　開催日：10月24日(水）～26日(金）
　会　場：東北公益文科大学大学院　鶴岡キャンパス　大学院ホール
第４回　岡山県備前市「エネルギー供給源の多様化による地域振興」
　開催日：10月31日（水）～11月２日（金）
　会　場：リフレセンターびぜん　会議室
第５回　東京都墨田区「ものづくりと観光の融合による地域活性化」
　開催日：11月12日(月）～14日(水）
　会　場：すみだ産業会館
◆対　　象　 地方公共団体、商工会、商工会議所、NPOなど、地域再生に取り組

んでいる人
◆募集人数　各回40名（会場などにより変動あり）
◆参加費用　 無料（開催地までの往復の交通費、宿泊費、飲食代などは参加者負担）
◆申込方法　申込書を当センターまで送付してください。
　　　　　　 申込書の様式は当センターのホームページからダウンロードできます。
＊詳しくは、当センターのホームページをご覧ください。
【問い合わせ先】地域支援課　TEL　03-5202-6137

平成24年度地域再生実践塾開催のお知らせ

平成23年度実践塾の様子（沖縄県那覇市）

平成23年度実践塾の様子（愛媛県松山市）
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（
青
森
県
八
戸
市
）

　

八は
ち
の
へ戸
三さ
ん

社し
ゃ

大た
い

祭さ
い

は
、
お
よ
そ
２
９
０
年
の
歴
史

と
伝
統
を
誇
る
八
戸
地
方
最
大
の
祭
り
で
、
国
の

重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

　

毎
年
７
月
31
日
か
ら
８
月
４
日
ま
で
の
５
日

間
、
華
や
か
な
山
車
絵
巻
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
。

　

こ
の
祭
り
の
見
ど
こ
ろ
は
、
８
月
１
日
と
３
日

の
両
日
行
わ
れ
る
、
お
が
み
神
社
・
新
羅
神
社
・

神
明
宮
の
三
神
社
の
神
輿
行
列
と
、
神
話
・
歌
舞

伎
等
を
題
材
に
各
山
車
組
が
制
作
し
た
27
台
の
山

車
の
合
同
運
行
だ
。
豪
華
絢
爛
な
山
車
に
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
仕
掛
け
が
施
さ
れ
、
沿
道
を
通
る
た
び

に
観
客
か
ら
歓
声
が
上
が
る
。

　

ま
た
、
７
月
31
日
の
前
夜
祭
、
８
月
２
日
の
中

日
、
４
日
の
後
夜
祭
は
、
山
車
が
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

さ
れ
、
日
中
と
は
ま
た
違
っ
た
雰
囲
気
を
楽
し
む

こ
と
が
で
き
る
。
太
鼓
や
笛
の
音
色
、
子
ど
も
た

ち
の
元
気
な
か
け
声
が
、
独
特
の
情
緒
を
醸
し
出

す
。

期
日
：
７
月
31
日
〜
８
月
４
日

会
場
：
市
中
心
街

問
い
合
わ
せ
：（
社
）八
戸
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

　
　
　
　
　
　

協
会

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
１
７
８―

４
１―

１
６
６
１

 

（
写
真
提
供
者
：
八
戸
市
観
光
課
）

表
紙

八
戸
三
社
大
祭

特　集

C O N T E N T S

　　　巻頭エッセー／震災からの復旧・復興 橋本　昌（茨城県知事）　　　

　 　  地域で取り組む節電対策
　　スマートな節電のすすめ 田辺新一（早稲田大学建築学科 教授）　　　

　　　北海道札幌市　LED購入費を IC乗車券で半額還元 野嶋美沙都　　　

　　　青森県八戸市　商店街で一斉〝打ち水作戦〟 竹ヶ原靖典　　　

　　　宮城県　緑のカーテン、断熱シートで大きな成果 岸　恵理　　　

　　　埼玉県　「家庭の電気ダイエット」を競う 早川智子　　　

　　　東京都荒川区　節電・省エネ型のライフスタイルへ 齋藤邦彦　　　

　　　山梨県市川三郷町　小さな温泉施設で予期せぬ効果も 保坂秀樹　　　

　　　岐阜県多治見市　〝日本一暑いまち〟の省エネ・節電対策 宮本賢二　　　

　　　静岡県　ピーク時電力の削減と商業活性化をめざして！ 影山敦彦　　　

　　　福井県　「クールライフプロジェクト」節電を楽しもう 堂越　浩　　　

　　　兵庫県姫路市　地域に広げる「緑のカーテン」の輪 小西和子　　　

　　　山口県　県民や事業者にピークカットを呼び掛け 中村　純　　　

　　　長崎県島原市　湧き水利用の空調で節電効果 北島久弥　　　

　　非常に大きい照明の節電効果 杉本留三（環境省地球環境局地球温暖化対策課 課長補佐）　　　
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▼
夏
本
番
に
向
け
て
、
各
地
で
「
緑
の
カ
ー
テ
ン
」
が

成
長
し
て
い
ま
す
。
市
役
所
や
学
校
の
校
舎
、
企
業
や

家
庭
で
ゴ
ー
ヤ
や
ア
サ
ガ
オ
、
ヘ
チ
マ
な
ど
の
植
え
込

み
を
見
か
け
ま
す
。
節
電
の
夏
。
電
力
需
給
が
ひ
っ
迫

す
る
夏
季
の
ピ
ー
ク
時
を
乗
り
切
ろ
う
と
、
昨
年
に
続

き
官
民
挙
げ
た
節
電
運
動
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

▼
７
月
号
で
は「
地
域
で
取
り
組
む
節
電
対
策
」を
テ
ー

マ
に
、
知
恵
を
絞
っ
た
あ
の
手
こ
の
手
の
節
電
対
策
を

特
集
し
ま
し
た
。
掲
載
し
た
事
例
は
、
い
ず
れ
も
電
気

を
使
う
需
要
者
側
の
取
り
組
み
で
す
。
日
常
生
活
で
心

が
け
る
節
電
の
ほ
か
、「
緑
の
カ
ー
テ
ン
」
運
動
や
、「
打

ち
水
作
戦
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

▼
早
稲
田
大
学
の
田
辺
新
一
教
授
は
、基
調
論
文
で「
ス

マ
ー
ト
な
節
電
の
す
す
め
」を
説
い
て
い
ま
す
。オ
フ
ィ

ス
で
の
室
温
と
生
産
性
に
関
す
る
測
定
調
査
の
結
果
な

ど
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
優
先
順
位
を
考
慮
し
た
賢
い
節

電
が
必
要
と
指
摘
。「
日
本
で
は
節
電
や
ク
ー
ル
ビ
ズ

な
ど
も
我
慢
す
る
こ
と
が
美
徳
の
よ
う
に
思
わ
れ
て
い

る
が
、
我
慢
す
べ
き
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
で
あ
る
」

と
し
、
科
学
的
な
省
エ
ネ
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

▼
他
方
、
地
域
で
行
う
節
電
対
策
に
は
、「
楽
し
く
前

向
き
な
節
電
運
動
」（
東
京
都
荒
川
区
）、「
家
庭
の
電

気
ダ
イ
エ
ッ
ト
コ
ン
ク
ー
ル
」（
埼
玉
県
）
な
ど
ゲ
ー

ム
感
覚
を
加
味
し
た
、
楽
し
み
な
が
ら
行
う
取
り
組
み

も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
特
に
、
子
ど
も
た
ち
が
参
加

す
る
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
省
エ
ネ
や
節
電
の
大
切
さ
を
学

べ
る
貴
重
な
機
会
で
す
。
わ
が
家
で
も
さ
さ
や
か
な
が

ら
節
電
生
活
を
満
喫
し
て
い
ま
す
。 

（
原
田
）

移住・交流推進支援事業（長崎県松浦市）
体験型学習を活かしたプログラムづくり 久保綾乃

地域づくり団体探訪
一般社団法人 奥浅草観光まちづくり協会
地域の力を合わせて人を呼び込む 東京都台東区

地域おこし協力隊の活動
地域の未来を拓く「地域おこし協力隊」 澤田史朗

送迎、買い物など高齢者を支援 ■■■

■
■■■ ■■■

40

43

レギュラーリポート

●７月２日（月）～３日（火）
　珠洲市物産協会（石川県）
　『奥能登・珠洲（すず）の夏祭りフェア』
●７月９日（月）～10日（火）
　小菅村（山梨県）
　『よってがっせぇ小菅村』
●７月12日（木）～13日（金）
　久留米市・地場産くるめ（福岡県）
　『キラリ久留米ＰＲキャンペーン』
●７月17日（火）～18（水）
　 華やいで大阪・南泉州観光キャンペーン推進
協議会（大阪府）

　『とことん南泉州観光キャンペーンキャラバン』
●７月19日（木）～20日（金）
　ブランドすかがわ推進協議会（福島県）

　 『がんばろう須賀
川！物産展』

● ７ 月24日（ 火 ）
～25日（水）
　 山梨県・富士の国
やまなし館（山梨
県）

　 『｢富士の国やまな
しマルシェ｣』

●８月１日（水）～２日（木）
　 中国五県物産観光協議会（鳥取県、島根県、
岡山県、広島県、山口県）

　『山陰山陽観光物産フェア』
●８月７日（火）～８日（水）
　いわき観光まちづくりビューロー（福島県）
　 『いわき中山間地域観光ＰＲと“いわきうまい
ぺ！市”』

●８月17日（金）
　船橋市（千葉県）
　『「船橋のなし」及び船橋産農産物ＰＲ事業』
●８月22日（水）
　滑川市（富山県）
　 『滑川（なめりかわ）からこんにちはハッピー
ホタルイカロード』

●８月27日（月）～28日（火）
　世羅町観光協会（広島県）
　『世羅町秋の味覚祭り（仮称）』
●８月30日（木）～31日（金）
　とかち首都圏プロジェクト協議会（北海道）
　『とかちの魅力！グルメフェア（仮称）』

2012 -7

44 ～北から南から～　三重県津市
サイトで「津つう（通）」に！ 水谷麻美

首長の思い
ふるさとに「愛着と誇り」を 石田耕太郎（倉吉市長）

センター通信

38

八戸三社大祭

【
8
月
号
予
告
】

特
集
＝ 

「
ご
当
地
自
慢
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
よ

る
地
域
の
活
性
化
」

（仮）

グラビア

47

36

48

（写真）
１ 5月1～2日「花のまち　こ
うのす」観光物産展（埼
玉県）
２ ５月10～11日夏だ！海だ！
おいでよ　御前崎へ（静
岡県）
３ ５月17～18日蔵王の麓　
城下町かみのやまの名産・
特産市（山形県）
4 ５月22～23日おいでませ
山口館　10周年記念イベ
ント（山口県）

3

2

46

47

地域で取り組む節電対策
都道府県漫遊　　　　【香川県】

42

手前みそですが…　　【京都府舞鶴市】
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